
経営分析と特養次年度事業計画及び
中期事業計画の策定

社会福祉法人　相模福祉村

住所／ TEL 神奈川県相模原市中央区田名6769番地　／　042−761−7788

URL／E-mail http://www.fukushimura.or.jp　／　

経営理念 　多くの仲間たちに、私たち相模福祉村グループの最終ゴールをイメージしても
らいたいのです。それは、相模福祉村が生まれ育った相模原において、より一層
地域に根ざした法人・企業経営を志、「相模福祉村をわが街の文化へ！」にまで高
めたい、そう共に願い、邁進していきたいと考えているのです。
　2015年に向け新・福祉村モデルの基盤徹底として、「サービス（ケア）消費から
コト（心・感動の充足）消費へのシフトに舵を取っていきます。

事業内容 【第１種社会福祉事業】
 障害者支援施設（160名）　２ヵ所
 特別養護老人ホーム（120名）　２ヵ所
【第２種社会福祉事業】
 障害福祉サービス事業
 　・施設入所支援（160名）　２ヵ所
 　・生活介護（335名）　７ヵ所
 　・短期入所（20名）　２ヵ所
 　・自立訓練（18名）　２ヵ所
 　・就労継続支援B型（35名）　３ヵ所
 　・共同生活介護（89名）　４ヵ所
 老人デイサービス（52名）　２ヵ所
 老人短期入所（16名）　２ヵ所
 保育所（50名）　１ヵ所
【公益事業】
 障害者日中一時支援事業
 居宅介護支援センター
 児童グループケア施設
【収益事業】
 賃貸住宅事業

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業	 2,648,287,055円
②公益事業	 32,177,396円
③収益事業	 20,897,112円
合計	 2,701,361,563円

従業員数
（法人全体）

	 424名（非常勤含む）
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経営診断

■チェックリスト

社会福祉法人経営に係る各領域についてチェック項目への回答及び集計により
法人の現状を把握。

■組織風土診断

経営者、職員各層における自組織や仕事に対する意識を50のチェック項目によ

り把握。経営者と職員各層における意識のギャップを明確化し、組織の改善に際し
て着手すべき項目を整理。

■財務分析

決算書をもとに各財務指標から、法人の財務面の安全性、収益性等について分
析し健全性を把握。

経営力強化と改善に向けた取り組み
～経営の改善に向けた実践対応とポイント

社会福祉法人相模福祉村

佐々木 雄一

徳永 隆志
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経営幹部職員中心のヒヤリングにおける経営課題

１．良質な人材確保・育成・定着

２．経営目標達成に向けた組織の再構築

３．法人一体経営に向けた組織の再構築

診断結果

■チェックリスト

リスクマネジメント・人事管理がやや達成度が低い。

■組織風土診断

人事・キャリアアップ分野がやや下位に示された。

■財務分析

生産性、収益性、安定性共に中央値以上であった。
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事業計画作成手順

経営理念

経営戦略

経営目標

ヒト、モノ、カネ、トキ

社会保障制度

地域福祉計画

利用者ニーズ

競合他事業者

事業計画

組織の使命・存在意義

組織の目指す姿

数値目標（収益・稼働率・職員定着率

外部経営環境

機会・脅威

強み・弱み

個人目標・行動管理計画

優先順位が高いと思われる経営課題

１．経営理念を実現する経営目標の設定及び浸透

社会福祉事業は理念を実現する経営が重要であり、経営理念を柱として環境分析
を行い、経営目標を策定し、それを事業計画に盛り込むという作成プロセスとそれら
を職員へ浸透させることが必要

２．経営目標の達成を目指した人事考課制度の運用

事業計画に盛り込まれた経営目標は全職員が協力して達成するものであり、経営
目標のために目標管理制度と人事考課制度の融合を達成する仕組みを構築する
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課題、今後

◇コンサル、法人のスケジュール確認が遅れ、事業計画策定
が忙しい時期と重なってしまった

◇収益を目標にした事業計画の設定が多くなった

◇進捗管理を確実に行い、今回の手法を根付かせる

◇事業計画作成手法を法人全体に浸透させる

効果

◇コンサルが入ることで、職員自身が事業計画を策定し進捗
管理を行うきっかけになった

◇コンサルの方の意見が第三者の物という事で、職員が納得
して聞きいれ、やらなければならないという意識が芽生えた

◇職員が施設のＳＷＯＴ分析を行う事で、意見を出し合いな
がら問題意識を部門間で共有できた。

◇施設・法人を客観視することもでき、経営意識・帰属意識が
向上し改善・提案する意識が高まった。

◇職員が計画を策定することで、自分たちの事業計画の認識
ができ、目標を意識して行動する職員が増えた。

◇具体的な数値目標を設定したため、達成率の把握が明確
になった。
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財務分析・賃金分析と、３カ年経営指針の策定

社会福祉法人　愛慈会

住所／ TEL 神奈川県厚木市岡田１丁目７番８号　／　046−228−6480

URL／E-mail http://okada.hoikuen.to　／

経営理念 経営理念　：　共生と貢献

経営方針　：　２つの「S」
　　　　　　　迅速（Speed）
　　　　　　○　意思決定の迅速化
　　　　　　○　建て替え計画の迅速化
　　　　　　○　経費削減
　　　　　　　意欲と思いやり（Sympathy）
　　　　　　○　子どもの最善の利益
　　　　　　○　保護者への温かな子育て支援
　　　　　　○　地域貢献

事業内容 例：特別養護老人ホーム（50名）１か所
　　認知症グループホーム（25名）２か所
　　保育所（60人）２か所

　　保育所（120人）　　　　１か所
　　一時預かり事業（８人） １か所

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業	 187,697,824円
②公益事業	 0円
③収益事業	 0円
合計	 187,697,824円

従業員数
（法人全体）

	 33名（非常勤含む）
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２０１２年 ９月２４日 
 

「経営改善プログラム モデル事業に参加して見えたもの」 

～地域の子育て支援拠点となるための保育所経営～ 
 

社会福祉法人 愛慈会  岡田保育園 
副理事長 兼 施設長 藤田 理惠 
岡田保育園 事務主任 日當 和尚 

はじめに 
当法人は、１９８０年（昭和５５年）３月に法人認可され、神奈川県厚木市に認可保育所

の岡田保育園を開設した。法人の事業内容は、保育所（定員１２０名）１か所、一時預かり

事業（定員８名）１か所の経営。

開設当初は定員９０名であったが、厚木市の待機児童の問題が深刻化してきたことにより、

平成１１年度に少子化対策臨時特例交付金を受けて、保育室を増築し、平成１２年４月より

定員を３０名増員し、１２０名となった。

その後、平成１４年度から平成２３年度までに市内には、９か所の認可保育所が開設し、

現在、公立６か所、民間１６か所 ２２か所の認可保育所がある。

法人および岡田保育園の開設から３２年が経過し、様々な制度の改革や、神奈川県、厚木

市による保育所に対する補助金の削減が進むなど、経営環境が大きく変化する中で、色々な

課題が出てきていることを感じながらも、解決の糸口を掴めないまま時間が経過していた。

このような時期に、全国社会福祉施設経営者協議会による「経営改善プログラム」のモデ

ル事業に参加する機会に恵まれた。

モデル事業で実施した内容など 
１．ＷＥＢ経営診断 
  財務分析、法人チェックリスト(法人役員)、組織風土診断(経営層、一般、パート職員) 
  （課題把握） 
   財務分析・・・収支バランス変化、人件費を含む支出増加、将来に向けた内部留保の

低さ 
   チェックリスト・・・経営理念、経営目標の明確化、リスクマネジメント、 

業務の効率化、コスト意識、人事管理など分野別達成度の低さ 
   組織風土診断・・・人事、キャリアアップ、職場環境、処遇、福利厚生、労働安全衛 
            生について経営層、管理者層と一般・パート職員との意識の違い 
    
２．経営課題の抽出 
  ○ 中長期の事業展開 
  ○ 人材の成長と有効活用 
  ○ 職員の公平・公正な処遇を実現する人事考課制度の構築 
    ⇒ 〔コンサルティング項目〕 

経営分析（岡田保育園 決算分析３か年） 
賃金分析（岡田保育園職員の賃金と神奈川県人事院発表の標準生計費比較） 
経営環境分析（ＳＷＯＴ分析） 

        ※人事考課制度の構築については、見送ることとなった。
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３．経営課題の優先順位づけ 
  ○ 収入、支出の見直し 
   ・収入の見直しは、現状の１法人１施設では収入増加は図れない部分もある。

   ・人件費、業務委託費などを削減 
  ○ 人材確保、育成 
   ・「保育士等の自己評価」を含め人材育成を考慮した職員研修の充実 
   ・階層別、人材育成の充実 
  ○ 福祉サービス、保育の質向上 
   ・保育所として、また施設長や職員個々の業務見直し、改善 
   ・保育の質向上に向けた取り組みとして、平成２４年度 第三者評価を受審 
    (社団法人全国保育養成協議会 児童福祉施設福祉サービス第三者評価機関による 

２回方式による評価、第１回訪問調査 ９／３、第２回目 ２月または３月予定) 

４．経営課題の解決支援 
  ○ コンサルタントの訪問により、法人役員、施設長、職員との課題共有 
  ○ 法人の３か年 経営指針の策定  
    平成２４年５月 理事会の際、理事長およびコンサルタントより、経営指針策定に

ついて役員へ説明をし、理事会で承認を得た。 

まとめ 
 保育所経営法人は当方のように、１法人１施設の経営が多く存在する。

当法人は開設後、３２年という時間経過の中で施設の職員の平均勤続年数は、１０年を超え

人件費率の高まりが明らかであった。

職員の勤続年数（経験年数）が高まることは、保育業務上の安定に繋がることもあるが、一

方で当園では、経験の浅い職員が経験者に頼る業務となり、職員の意識を含め、資質に差が

生じ、経験年数が「保育の質」の向上に繋がっていないことが、課題となっている。

 昨年度より第三者評価の受審を視野に入れ、人材育成の充実を図るための取り組みをして

いるが、まだまだ十分とは言えず、進行中である。

また、平成２１年度より段階的に神奈川県の民間保育所に対する補助金が削減され、来年

度以降についても削減されることが予想される。厚木市の財政状況も厳しく、厚木市単独の

補助金も同様に、削減が心配される。

 このような状況の中、「子どもの最善の利益を保障」することを第一に考え、法人として掲

げている経営理念「共生と貢献」を法人役員および岡田保育園の職員一人一人が、しっかり

この理念を胸に刻み、法人として「質の高い」事業の継続をしてゆけるように努めたい。
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WEB経営診断を踏まえた３カ年ロードマップ策定と
行動規範策定

社会福祉法人　信義福祉会

住所／ TEL 静岡県三島市玉川425−１　／　055−981−4816（代表）

URL／E-mail 　　　　　　　　　　　／　shingi@ny.tokai.or.jp

経営理念 　老人福祉法及び介護保険法の基本理念に基づき、入所者・利用者の人権を尊重し、
高齢者の自立支援と身体的・精神的健康の保持向上に努め、入所者・利用者の特
性を理解し、ふれあいと共に生きる社会、お年寄りが社会の一員として、生き生
きと豊かな老後を送る事の出来る体制に、適切な看護・介護が行われる様「目配り・
気配り・心配り」を合言葉に展開を図る。

事業内容 特別養護老人ホームあかなすの里（50名）１か所
あかなすの里ショートステイ（20名）１か所
あかなすの里デイサービスセンター（一般型・認知症専門型）各１か所
あかなすの里ホームヘルパーステーション１か所
あかなすの里居宅介護支援事業所１か所
あかなすの里在宅介護支援センター１か所
ケアハウストマト館（20名）１か所

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業	 円
②公益事業	 円
③収益事業	
合計	 464,591,262円

従業員数
（法人全体）

	 76名（非常勤含む）
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平成24年9月24日2

法人紹介
� 平成9年設立
� 所在地：静岡県三島市玉川４２５－１
� http //akanasunosato no ip org� http://akanasunosato.no-ip.org

・特別養護老人ホームあかなすの里（５０床）
・あかなすの里ショートステイ（定員２０名）
・あかなすの里デイサービスセンター（一般型・認知症対応型）
・あかなすの里ホームヘルパーステーション・あかなすの里ホームヘルパーステーション
・あかなすの里居宅介護支援事業所
・あかなすの里在宅介護支援センター
・ケアハウストマト館（定員２０名）

� 職員総数 ７６名� 職員総数 ７６名

平成24年9月24日

経営改善プログラ
ムモデル事業を受
けてけ

社会福祉法人 信義福祉会
1
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平成24年9月24日4

取組の全体像

平成24年9月24日3

今回の取組に至った経緯

課題の整理と
方向性法人理念の追求
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平成24年9月24日6

信義福祉会のおもいシート
【地域】高齢者福祉のスペシャリストと
して認知されるようになります。
【利用者】ここでず と過ごしたい ここ【利用者】ここでずっと過ごしたい、ここ
のサービスを受け続けたいと感じてい
ただけるサービスを行います。
【利用者】貴重な時間をともに過ごせ【利用者】貴重な時間をともに過ごせ
ることに感謝します。
【同僚】心和むようなやさしい言葉づか
いで思いやりをもって接します。いで思いやりをもって接します。
【自分】否定表現はしません。

など

平成24年9月24日5

取り組んだこと

「おもい」 こだわる 具体的な こだわり「おもい」
を整理 こころを考

える
行動を洗
い出す

こだわり
完成

・理事長、施設長、
副施設長が各自
の法人経営や仕
事

・なぜ、そのこだ
わりを持ってい
るのかの背景、
由 そ 他全

・各所属長を加
えて、各おもい
について、日ご
現場 起き事についてのこ

だわりを書き出す。
・提出されたこだ
わりを同じような

理由、その他全
職員に伝えたい
ことを考える。

ろ現場で起きて
いる行動の中か
ら、良い事例、
悪い事例を議論わりを同じような

内容にまとめて
整理する。

悪い事例を議論
する。
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平成24年9月24日8

苦労した点
「おもい」をわかり易く伝わりやすい文章（言葉）で表現するこ
と。

悩みや考えなど、改めて頭の整理をする時間を設けること。

各所属長を「おもい」シート作成のためのメンバーとしたが、
作業のための日程調整に苦慮する ともあ た作業のための日程調整に苦慮することもあった。

日々の業務と並行しての作業であったため まとまった時間日々の業務と並行しての作業であったため、まとまった時間
の調整が図れなかったこともあった。

平成24年9月24日7

取組の効果

第三者が加わることによる第三者が加わることによる
冷静な分析 新たな課題の抽出

「おもい」を文章として現すおもい」を文章として現す
ことによる方向性の明確
化

ストレスの緩和
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平成24年9月24日10

参加メンバーの感想

思いがひとつになるために、繰り返し話し合いコミュニケー
ションを取ることが大切

「おもい」を職員にどのように伝えていくかが難しい

「今」をよりよく変えていくための職員の意識改革に繋げたい

平成24年9月24日9

感じたこと
これまで研修の場や会議、面談時などに、「おもい」を伝えて
いたつもりでいたが、明確ではなかった。

場や時間を設けて意見を出し合い討論することが定着化す
ることで、日々の業務改善も効果が高まる。ることで、日々の業務改善も効果が高まる。

「おもい」シートなど、形として残ることで、意欲が高まる。おもい」シ トなど、形として残ることで、意欲が高まる。

自分たちの言葉で 自分たちの現状を表しており 理解しや自分たちの言葉で、自分たちの現状を表しており、理解しや
すく馴染みやすい。
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平成24年9月24日12

ご清聴ありがとうございました

平成24年9月24日11

今後の課題
� 「おもい」シートをどのように全職員に浸透させていくかの具

体的な 組を実行する と体的な取組を実行すること

� 今回の「おもい」シートは、あくまで現時点の状況に基づき作
成したものであり、組織の成長とともに、さらにレベルアップ
を図ることを図ること

� 最終的に、全職員がこの「おもい」を共有し、自ら考えて動け最終的 、 職員 おも 」を共有 、自ら考 動け
る人材になること
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WEB経営診断を踏まえた３カ年ロードマップ策定と
行動規範策定

社会福祉法人　ときわ会

住所／ TEL 静岡県周智郡森町向天方1117番地１　／　0538−85−5211

URL／E-mail 　　　　　　　　　　　／　toki5211@siren.ocn.ne.jp

経営理念 法人基本理念
　「多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創
意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を維持しつつ、心身ともに健やか
に育成されるよう支援する。」
　「子どもの幸せと、家庭・地域社会の幸せに貢献する」

事業内容 	 保育所（120名）１か所

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業	 121,788,760円
②公益事業	 0円
③収益事業	 0円
合　　計	 121,788,760円

従業員数
（法人全体）

	 28名（非常勤含む）
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モデル事業に対する最初の印象

 森町には保育園が2ヶ園あり、いずれも安定した経営が確保されている

なか、乳児の需要が増加をしてきました。需要の増加に伴い保育士の確

保が難しく、人材派遣に頼らなければならない状況が生じてきました。又、

若い職員の増加に伴い 経験豊かな職員との間に保育の質の格差が生若い職員の増加に伴い、経験豊かな職員との間に保育の質の格差が生

まれてきました。

 これらの中で保育の質を保っていく為の人材育成と今後の保育業界で

の動向を踏まえ、今の保育園の抱えている課題を見つけいく必要性を感

じていました。

モデル事業改善事例報告

社会福祉法人 ときわ会 ときわ保育園

平成２４年９月２４日
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実施したこと（外部評価）

 今回の調査では、以下の項目に関

する評価が分かれた

o 事業計画を策定していたのでYesとし

たが、園内で共有されていなかった

ため 正式な事業計画ではないと判ため、正式な事業計画ではないと判

断された。

o コンプライアンスに関する規程がない

ためNoとしたが、実質的に就業規則

でカバーしているため、Yesとなった。

o 業務分掌が分かる資料はあったので

Yesとしたが、資料間のつながりや整

合がないため、課題ありと判断された。

実施したこと（取組内容の概要）

 WEB経営診断自己点検結果の外部評価の実施

o WEB経営診断チェックリストの記載項目についてのインタビュー

o 出来ている、出来ていないについてのすり合わせ

o 課題の抽出と取組事項の洗い出しo 課題の抽出と取組事項の洗い出し

o 取組事項のスケジュール化（ロードマップ作成）

 改善への取組（初年度）

o 経営理念の具現化

o その他改善活動の実施
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実施したこと（経営理念の具現化）

 子どもを「ぎゅっ」と抱きしめてあげましょう。

 生活のことばを伝えましょう。

 「あいうえお」を実践しましょう。

あたまで覚えるだけでなく、からだで覚えましょう。 あたまで覚えるだけでなく、からだで覚えましょう。

 仕事に入るときは、すべてを家庭に置いてきましょう。仕事を終わったら、

仕事のことは置いていきましょう。

実施したこと（取組事項のスケジュール化）
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取組の効果

 この取組を通じて、各職員の「気づき」の意識が高まったと感じている。

 例えば、職員の自発的な改善活動として、ヒヤリハットの報告内容（職員

の配置図、視野など）の改善を行うことができた。

 「いのち」を預かる職場として、各職員に危機管理の重要性が浸透し、そ

の結果、保護者との一層の信頼関係を作ることができると期待していると

ころである。

実施したこと（その他の改善）

【子どものほめ言葉カード】

心と身体を作る 「あいうえお」

あ い う え お

【ホワイトボードの活用】

言葉に 秘めた 素敵な 心

あ い う え お

(
)

【グリーンカーテン】
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最後に（モデル事業を受けて）

 保育園の具体的な課題が明確になった。

 行動規範を作成するための話し合いの中で、職員の良い行動や良くない

行動を具体的に聞くことが出来、それを課題として参加メンバーとして話

し合いができた 人材育成に繋がるし合いができた。 人材育成に繋がる。

 外部の第三者が入ることにより、内部だけでは気づけないことに気づけた。

 経営の視点と保育の視点を関連させて考えることに苦労した。

次にやること

 全職員に行動規範を浸透させるために、冊

子等を作成する。

 年に３回程度は、自己評価を行い、出来て

いること、出来ていないことを挙げる。

 職員会議等の場で、課題や問題点を話し合

い、行動規範を一層充実させていく。
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介護福祉施設におけるイメージアップ戦略

社会福祉法人　あいの土山福祉会

住所／ TEL 滋賀県甲賀市土山町北土山2057番地　／　0748−66−1911

URL／E-mail http://www.edeltutiyama.com　／　

経営理念 『至誠』〜小さな安心から大きな安心へ〜
　私達が提供するサービスは日本全体から見れば小さなことかもしれませんが、
一人の利用者の安心は、その家族や親戚、家族の会社や友人など、大きな視点で
見てみれば必ず幾つもの安心に繋がっています。私達が高いレベルの介護サービ
スを提供し利用者一人ひとりの安心をしっかりと守ることが、やがては社会全体
への大きな安心に繋がっていくものと確信しています。小さなサービスが社会全
体へ大きく波及していくことを我々は信じています。この理念を実際に実現す
るために働くスタッフは勿論、利用者やご家族、地域などエーデルに関わる全て
の方々に対してどのような行動をとるのか」を宣言したものが『THE　EDEL　
WAY（法人行動宣言）』です。

【THE　EDEL　WAY】
①全ては利用者のために
②職業人として自覚ある行動を
③良いシゴト、楽しくいきいきと
④社会とともに成長を
⑤介護業界を変えていこう

事業内容 特別養護老人ホーム　　　60名
ショートステイ　　　　　 5名
グループホーム　　　　　 5名
デイサービス　　　　　　30名
生活支援ハウス　　　　　 5名
ケアプランセンター

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業	 480,035,000円
②公益事業	 0円
③収益事業	 0円
合計	 480,035,000円

従業員数
（法人全体）

	 80名（非常勤含む）
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当面する経営
課題

①人材確保と人材育成の両立
②設備老朽化に伴う改築、修理

発表する取組
みに着手した
理由、背景

　世間では介護業界は３K職場であると揶揄され、ネガティブなイメージが固定
されている。閉鎖的で暗いイメージが植え付けられていた。当法人も、パンフレッ
トや広報等は業者に依存している部分が多かった。しかしながら、この情報化社
会において、あらゆるツールを使い、情報を公開、駆使することで幾らでも、福
祉業界の『良さ』や『強み』『面白み』を発信できるのではないかという思いから、
『イメージ』を戦略として捉え、様々な取組に努めた。ホームページや広報、ポス
ターなどは、福祉業界特有の『固い』イメージを払拭すべく、デザイン性を考慮
したものに変更。また在り来たりの情報だけではなく、見る者の興味をひくよう
な内容を心がけた。イメージアップ委員会を立ち上げ、館内のディスプレイや各
種小物類、資料等のイメージに関するもの全てをイメージアップ委員会が総合的
にプロデュースしている。

発表する取組
みの現時点で
の効果

①採用試験者数のアップ。
②在宅利用者数　 〃　　
③ご利用者、ご家族、同業者から好評を頂いている。
④各種、研修依頼や施設見学者の大幅増。
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社会福祉法人あいの土山福祉会 

エーデル土山の『イメージアップ戦略』  

 

第 31回 全国社会福祉施設経営者大会 静岡大会 

ホテルクラウンパレス浜松 2012・9・24日（月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                  

 

～介護業界を変えていこう～ 

ＥＥｄｄｄｅｅｅｌｌｌ   ｔｔｔｕｕｕｔｔｔｉｉｉｙｙｙａａａｍｍｍａａａ．．．   
Copyright 2012○CEdel tutiyama All Rights Reserved. 

 

 
イメージアップ・・・？ 

戦略化・・・？ 

難しい話だな～ 

ＺＺＺ・・・ 

デイサービス主任 村井孝演 

Ｔｅｘｔ Ｂｙ Ｔａｋａｎｏｂｕ Ｍｕｒａｉ 
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イメージ戦略 

× 

社福法人・介護施設 
イメージ＝心に思い浮かべる像や情景。ある物事について抱く全体的な感じ。 

イメージというものは、実際に深く理解していなくても『大体、こんな施設だろう』『こんな施設らしい』などとい

った、人の頭の中で、ぼんやりと抽象的に描かれているものを意味する。 

しかし、このイメージというのが実は法人運営に多大に影響しているのだから、怖いものである。 

特に悪いイメージが一旦つくと、払拭するのは並大抵ではない。在宅サービスなどは、口コミで利用者数の減少な

どは当たり前。また業界で働く人間にとっても、『あの施設はロクな所ではない』というイメージが定着すると、人

材獲得もままならない。この人材不足と介護報酬減の時代に、事実とは異なるイメージだけで施設が敬遠されたも

のでは、全くたまったものではない。 

 

先述した通り、イメージは実際の事実とは異なることも多々ある。イメージというものは、人の頭で創りあげられ

る想像だからだ。だとすれば、逆にイメージを『戦略』として捉え、『活用』出来ないだろうか？ 

幸い、現在は情報社会であり、便利なツールが多種多様にある。これは、ほんの 10年前では考えられなかった。 

福祉業界や介護施設も、情報をもっと上手く活用し、『ポジティブなイメージ』を発信することは可能なのではない

か。そして、そのイメージが、世間を覆っているネガティブな介護に対する『誤解』や『偏見』を覆していく一歩

になると僕たちは信じているのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①業界全体を覆うネガティブイメージの払拭 

②法人のＰＲを効果的に行うことによる相乗 

 効果 

③介護業界に一石を投じる。 

   などなどの目的を持っています！ 
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 エーデルのイメージアップ戦略 

 

その① イメージアップ委員会 

多くの病院や介護施設では、委員会制度があると思いますが、当法人も委員会活動を行っています。その中のひと

つとして『イメージアップ委員会』というものを立ち上げました。 

 

イメージアップ委員会とは・・・・その名の通り、 

『法人のイメージアップについて協議する委員会』で 

す。イメージアップと一口に言っても、法人がどの部 

分に対し重点的にイメージアップを図るのか？ 

ということが重要です。エーデルの場合は、法人理念 

の一つに『介護業界を変えていこう！』という文言 

があり、その部分で特化した情報を発信することも、 

委員会活動の主眼として取り組んでいることが特徴で 

す。 

 

イメージアップ委員会の特徴 

①委員のメンバーは少数精鋭。（エーデルの場合 4名） 

②委員の選定要件 

 パソコン、ＩＴなどに長けている者 

 センスの良い者、新しい発想や企画力を持つ者 

③委員会の内容 

 法人のイメージ全般に関するもの全てに対応する。法人の[イメージを総合的にプロデュース]する。 

 ・ポスター、案内表示、掲示物、写真、研修資料、パンフレット、ホームページデザイン、ロゴｅｔｃ・・・ 

 

委員会が注意しているポイント 

・少数精鋭の委員会なので、とにかく迅速に対応することが可能。ホームページやＳＮＳは、こまめに随時更新す 

べき。 

・先進的なイメージデザインを目指すため、古い形式や概念にはとらわれないこと。 

・イメージ戦略と予算を連動させ、法人が戦略的にイメージアップに取り組んでいくこと。 

 

※業者などに頼めば、きっとデザイン性の高いものが生れますが、エーデルは出来るだけお金をかけずに良いもの 

を製作することを念頭において取組んでいます。削減したお金で別の取組みにも還元できるからです。 
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その② ホームページの活用 

ホームページは、現在の情報化社会において、切っても切れないツールですが、ただ単に開設しているだけでは宝

の持ち腐れです。ホームページで、一体どのような活動ができるのかを突き詰めて考えた結果、エーデルのホーム

ページは、たくさんのコンテンツで溢れました。。。 

でも、閲覧数の大幅なアップや、『面白いよ！』などの感想もたくさん頂いたり、ご家族からも大変、ご好評を頂い

ております。ここでは、エーデルのホームページならではのコンテンツを紹介します。 

 

①ホームページ 

ホームページの経費は、月額使用料5,000円程度     村井孝演の『フラワーガーデン』 花にまつわる 

の管理費[ブログｄｅホームページ]を利用してます。    コラムをアップしています。おかげ様で当ｈｐ 

料金の割にデザイン性に優れています！          閲覧数第1位を獲得しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②法人ブログ 

  

 

④『リクルート』 

 法人独自の取組みを資料形式で公開してます！ 

 求職パンフレットも独自で工夫を凝らし、PR 

 に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

③『先駆的取組みの公表』 

 法人独自の取組みを資料形式で公開してます！ 

 実践発表や、委員会活動などの情報を充実させて 

 おり同業者の方にも好評を頂いております。 

ちなみにホームページのイメージを変えてか

ら閲覧数が大幅にアップし、採用試験の数も

増数するなどの嬉しい効果が出ました。ここ

では言い尽くせないので詳しくはエーデルの

ページを見て下さい！ 
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その③ 広報誌 

広報というのは、昔からある一種の広告媒体ですが、エーデルでは広報誌にも力を入れております。ただ単に発刊

すればよいというものではなく、『一体、利用者がどういった情報を求めているのか？』『より多くの方々に利用し

てもらいたい』等の具体的な目的をもって作成にあたっています。 

各事業所ごとに広報誌を出していますが、普段、パソコンを使用されない利用者の方々も沢山おられますので、特

にご高齢の方に非常に喜んでもらえます。広報についても『目的を定めて』作成することをお勧めします。 

 

①法人広報『あい愛エーデル』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ショートステイ広報『おいらのエーデル』       ③デイサービス広報『ハッピーデイ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④グループホーム広報『５丁目だより』         ⑤スタッフ限定 『大輪』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年に 2回程度発行 

・業者に発注していますが、一切の妥協はせず 

事細かに注文します。 

・全面カラー刷り。 

・明るく楽しいイメージを前面に出している。 

 
・年6回程度発刊 

・シンプルで素朴な 

 デザインを意識。 

・自前で製作 

・全カラ―2ページ 

 
・年6回程度発刊 

・カラフルで楽しさを 

 演出。 

・自前で製作 

・全カラ―4ページ 

 
・年3回程度発刊 

・敢えてパソコンを使 

 用せず『手書き』で 

 手作り感を演出。 

・自前で製作 

・全カラ―7ページ 

 
・エーデル土山スタッ 

 フ限定。法人内誌。 

・お薦めのグルメ店や 

 スタッフアンケート 

 などの情報満載！ 

・チームワーク強化委 

 員会とのコラボで作 

 成しています！ 
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その④ その他のイメージアップに関する取組み 

１．徹底した清潔空間 

館内のディスプレイなどのイメージアップに入る前に、先ず何より力を入れて取り組む必要があるのが、『清潔』に

対する配慮です。館内が散らかっているのに、イメージアップなど到底無理です。徹底した整理整頓、清掃に努め

た上で初めてイメージアップに取り組むことができると言えるでしょう。 

エーデルでは掃除専門スタッフの配置及び、広大な館内を『６つ』のエリアに分け、其々に清掃担当責任を配置し

毎月の清掃チェックを行っています。 

 

エーデル土山『清掃ブック』 

清掃管理のマニュアル本です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.法人ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中庭のガーデニング。 

スタッフも楽しみながら実施してます。 

『香り』の演出も忘れません。☟ 

『ホームページ変更のお知らせ』 

実際のスタッフを起用。 

他のスタッフにも家族にも、利用者にも好評でした。 

『2012 夏祭りのポスター』 

夏祭りのポスター。『ことしも夏はじまる』のキャッ

チフレーズで作成。 
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3.小物関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『2012年 年賀状』 

今年より趣向を凝らし、デザイン性を意識しました。 

『トイレ表示』☟ 

男性トイレに設置。思わず読んでしまいます！？ 

『浪漫電話』☝ 

レトロな雰囲気を醸し出す固定電話です。これに

ついては携帯が普及した今は、オブジェと化して

ます。。。 

格好良いプロフェッショナルを目指そう！ 

 [Ｃｏｏｌ Ｅｄｅｌ Ｐｒｏｊｅｃｔ] 

エーデル土山では[Ｃｏｏｌ Ｅｄｅｌ Ｐｒｏｊｅｃｔ]と題

して、格好良いケアワーカーを目指す取組みをしています。ビジ

ュアルやイメージではなく中身が介護の本質であることは承知

していますが、中身だけが良くても、イメージの向上に繋がらな

いことも、また現実なのです。格好良いケアワーカーとは、何も

ビジュアル重視だけではありません。介護のプロフェッショナル

として、しっかりと職業倫理を高め、自分達の仕事に誇りを持つ

こと。これらの想いを[目に見える形で発信していく]ことに主眼

を置いています。 

『Ｐｉｃａｓａによる写真掲示』☝ 

便利に手軽に写真をおしゃれに掲示出来ます。 
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最後までお付き合い下さり、誠にありがとうござい

ました。イメージだけが良いということにならないよ

う肝心のサービス、ケア内容も勿論、向上させな

ければならないことは言うまでもありません。 

 

この資料を読んで頂いた法人様で少しでもイメー

ジについて考えてもらえれば、幸せです！ 

 

またこの資料、発表についてご質問等あれば何

時でも連絡をお待ちしております！ 

 

0748-66-1911 

村井 孝演 ／ムライ タカノブ 

 

介護福祉士 

社会福祉法人あいの土山福祉会 

エーデル土山デイサービス 主任 

 

 

Ⓒcopyright  2012 edeltutiyama all rights reserved 

 

積極的な講師派遣 

エーデル土山では、[介護業界を変えていこう！ ]というスローガンの元、様々な研修に講師を派遣しています。 

研修内容については、１法人に対する相談から多人数に向けて行う研修まで、主催者や相談者のニーズに合わせた研修を企

画しています。これは、私たちの刺激にも繋がりますので、もし、研修や勉強会にお招き頂ければ、全国各地どこでも参上します。

お気軽にお問い合わせ下さい。なお、当方で使用している資料なども、ご希望があれば研修の際に無料でお渡しさせて頂きま

す。研修は事例などを使いながら［実践的］かつ［具体的］な内容を心がけております。 

 

得意分野 

人材育成全般に関する研修 ／施設における減災対策に関する研修／リーダー養成研修 ／介護現場におけるトラブル防止 

各種委員会の実践方法／ミーティングの活用術／各種マニュアル、様式の作成法／中間管理職の育成研修 

その他、各法人からの個別相談によっての研修 

 

 

研修・その他の相談に関するお問い合わせ先 

社会福祉法人あいの土山福祉会 エーデル土山  事務局  廣岡（ヒロオカ）／井上 

☎0748-66-1911  

✉info@edeltutiyama.com   
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小規模法人経営の基盤整備

社会福祉法人　千鳥会

住所／ TEL 兵庫県淡路市大町畑597番地４　／　0799－62－5100

URL／E-mail http://www.chidorikai.or.jp　／　honbu@chidorikai.or.jp

経営理念 理念
１．福祉はいつでも全ての人のために
２．個人の尊厳の保持
３．地域に貢献できる事業の提供
４．社会資源の効果的な利用で自己実現を目指す
５．専門性を高める教育・研修の充実

基本方針
１．地域福祉に関する機能や役割を担います
２．利用者に信頼されるよう高品質のサービスを提供します
３．利用者の主体的参加が得られるサービスメニューの展開と実施を目指します。

事業内容 ※特別養護老人ホーム千鳥会ゴールド（長期50名・短期11名） 
　　デイサービスセンター（定員35名）
　　在宅介護支援センター（居宅介護支援事業所）
　　高齢者住宅等安心確保事業
　　高齢者の生きがいと健康づくり推進事業
※グループホームしおさい　（定員18名）
　　認知症デイサービスセンター（定員３名）
※特別養護老人ホームゆうらぎ（長期50名・短期10名）
　　デイサービスセンター（定員40名）　
　　居宅介護支援事業所
　　訪問介護ステーション
※養護老人ホーム北淡荘（定員168名）（外部サービス利用型特定施設）
※小規模多機能型居宅介護事業所ぬくもり（登録定員25名）
※佐野デイサービスセンター（定員20名）
※地域密着型特別養護老人ホームほほえみ（長期29名・短期10名）
　　デイサービスセンター（定員９名）
　　居宅介護支援事業所
　　小規模多機能型居宅介護事業所（登録定員25名）

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業 1,211,387,656円
②公益事業 44,182,369円
③収益事業 0円
合　計 1,255,570,025円

39



従業員数
（法人全体）

 270名（非常勤含む）

当面する経営
課題 小規模法人経営の基盤整備

発表する取組
みに着手した
理由、背景

　千鳥会は平成４年に１法人１事業所で開設し、その後、地域福祉に関する機能
や役割の担い手として自負と責任のもと、地域貢献を目的とした事業展開を実施
し、現在は７事業所を拠点とし、特養３施設、養護１施設、グループホーム１施設、
小規模多機能事業所２施設を中心に、居宅・通所・訪問等の在宅サービスを運営
してきました。
　開設当初は措置制度で始まり、平成12年の介護保険制度の移行により、民間経
営のノウハウを取り入れ、競争原理に基づき、法人の運営状況・組織体制・職員
の意識改革等、顧客満足の向上を目的として積極的に見直す必要性が生じてきま
した。

発表する取組
みの現時点で
の効果

　平成16年にISO9001を導入し、法人の５つの理念と３つの基本方針に基づき、事
業所毎に事業目標を設定し、目標管理（サービスの質の向上、地域福祉の推進、教育・
訓練、財務基盤の安定化等）を実施し、継続的な改善を行いながら、経営基盤の
安定化を図ることにより、施設整備を実現してきました。
　又、事業所の増加に伴い、スピーディーに情報を共有化する事が難しくなり、
ITインフラ整備の必要が生じたため、全事業所間をオンラインで結び、端末を通
じて情報を共有することにより、トップの方針を法人全体に迅速に浸透させるシ
ステムを構築し、定期的なマネジメントレビューをオンラインで実施することに
より、目標を達成するための問題点を其々の事業所内の職員が把握し、組織全体
の方針と職員一人ひとりの職務における方向性や価値観を合致させることを可能
にしました。これにより、職員の意識改革を促すことができ組織の活性化に繋がっ
ていきました。
　今後は、構築してきたQMSを活用しながら、継続的改善を実施し、顧客満足度
を更に高めていくことにより、社会・地域から確固たる信頼を得る事ができると
信じ、新たな地域ニーズを満たすための事業展開として、高齢者施設の運営のみ
に止まらず、障害者、保育等の福祉事業への展開も視野に入れた法人運営が求め
られています。
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理念及び組織目標の共有化
〜目標管理制度及び社内報をツールとして〜

社会福祉法人　聖隷福祉事業団

住所／ TEL 静岡県浜松市中区元城町218−26　聖隷ビル（法人本部）　／　053−413−3300（代表）

URL／E-mail http://www.seirei.or.jp/hq/　／

経営理念 キリスト教精神に基づく「隣人愛」

事業内容 １都７県で、120施設（246事業）

　　・病院　６施設（2540床）
　　・診療所　７施設
　　・健康診断センター　３施設
　　・有料老人ホーム　11施設（2,977戸）
　　・特別養護老人ホーム　13施設
　　・老人保健施設　３施設
　　・軽費老人ホーム　３施設
　　・障害者支援施設、救護施設　10施設
　　・保育園　10施設
　　・訪問看護ステーション　14施設
　　・その他在宅施設　35施設　　　　　等
※施設・事業数には運営受託・指定管理受託等を含む

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業事業	 49,395,036,591円
②公益事業	 42,994,127,164円
③収益事業	 47,946,965円
	 合計　92,437,110,720円

従業員数
（法人全体）

常勤職員　7,973名・非常勤職員　3,737名　職員数　11,710名
（2012.4現在）
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当面する経営
課題

１．住み慣れた地域で暮らし続けることができるサービスの提供
　①　地域連携と法人内連携の強化　②　医療の提供体制の強化
　③　新たなサービスの創造
２．先駆的で良質なサービスの提供
　①　高度な予防医療･急性期医療の体制強化
　②　QOL向上のための高度専門ケアの提供　③　産学連携による価値創造
３．共に働ける環境の整備
　①　働き方の多様性の推進　②　次世代の人材育成
４．社会福祉法人の使命の追求
　①　社会福祉法人の在り方検討　②　地域への情報発信
　③　ガバナンス体制の強化　④　環境活動の推進
５．事業団の継続性と発展性の維持強化
　①　マーケティングに基づく事業計画　②　事業計画と実績の検証
（中期事業目標・中期事業戦略より）

発表する取組
みに着手した
理由、背景

・�2000年（創立70周年）、三代目理事長に山本敏博が就任した。
・�当時、施設数は60、職員数は5000名を大きく超え、すでに日本最大規模の社会
福祉法人であったが、介護保険等により、さらに急激な成長が予想された。
・�事業地域が広域であること、事業分野が多岐に渡り、施設数及び職員数も急激
に増加していることなどの理由により、特に、法人の理念（その時点では明文
化はされていない）の形骸化、職員の法人への帰属意識の希薄化等が懸念された。
・�それらを解決するため、経営の近代化をさらに推進することと同時に、80年前
の創立理念を、現在の職員にとっても分かりやすく伝えること及び法人の進む
方向（法人の目標）を職員全体で共有することに取り組んだ。

発表する取組
みの現時点で
の効果

・�目標参画システム（目標管理制度）については、制度として定着し、職員の共
通言語として機能している。
・�2010年、社内報のリニューアル第１号で、職員対象に無作為アンケートを実施
した結果、「あなたの考える聖隷らしさ」とは何か？という問いに対しては、81
名中17名が、「隣人愛」と回答、「聖隷のココが自慢」という問いに対しては、
81名中39名が「理念」と回答するなど、基本理念である「隣人愛」は職員に浸
透している。
・�上記の社内報リニューアルを機に、配布対象をパート職員等、非常勤職員まで
広げ、職員全員に１冊ずつ配布を行っている。写真を多用するレイアウトの工
夫や固くならない誌面づくりに取り組み、（数値化はできないが）役員から職員
までの社内報への関心度は高まった。
・��毎年１月発行の社内報に「理事長年頭所感」と題し、経営トップによる法人の
目標とその説明が掲載されることが、職員にとってある程度定着した。
・�今後も社内報においては、「双方向コミュニケーションの促進」、その中でも組
織の理念及び目標の共有については誌面を割いていくつもりである。
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「この子の「この子の55尺のからだを尺のからだを 天地の間天地の間にに

いれていれてやるところがない」やるところがない」

1.-1 聖隷福祉事業団の創設の心

桑原昇桑原昇次郎次郎氏氏
19301930年（昭和年（昭和55年）年）

自分のことのように、

あなたの隣人を愛しなさい

1930年（昭和5年）、聖書の教えに従い、

重度の結核患者を受入れ、お世話する

1. 法人の概要（歴史・現在の姿・経営の特徴）
2. 理念の明確化と理念～目標の体系化
3. 目標参画システム（目標管理制度）による

組織目標の共有への取組み

理念と組織目標の共有化
～目標管理制度・社内報をツールとして～

    

組織目標の共有への取組み
4. 社内報「聖隷」を活用した理念～目標の共有

への取組み
5. まとめ

社会福祉法人 聖隷福祉事業団
法人本部総務部 �������

吉田まなぶ
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1-3. 地域が求めるものを追求した結果、
医療偏重から保健・医療・福祉・
介護サービスを提供する複合体へ

健康診断・人間ドック健康診断・人間ドック
聖隷健康サポートセンター聖隷健康サポートセンター
ShizuokaShizuoka（（20102010年）年）

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム
森町愛光園（森町愛光園（19931993年）年）

有料老人有料老人ホームホーム等等
複合施設複合施設
奈良ニッセイ奈良ニッセイ
エデンのエデンの園園
（運営受託）（運営受託）
（（19921992年）年）

1977 聖隷浜松病院未熟児センター
（現在のNICU）

1973 浜名湖エデンの園（有料老人ホーム）

1977 愛光寮（ベトナム難民援護施設）

1981 聖隷三方原病院ホスピス開設

1983 日本救急医療ヘリコプター㈱
（現在のドクターヘリへ）
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1.-5 聖隷の現在の姿

1都7県
全120施設
246事業
を展開

（2012年8月現在）

2012年7月現在

職員数： 11,710人（うち常勤 7,973人）

医医 療療

福福 祉祉 保保 健健

病院・診療所など病院・診療所など

1.-4 聖隷の4つの事業分野

介介 護護
サービスサービス

介護老人福祉施設介護老人福祉施設
心身障害者施設心身障害者施設
保育事業など保育事業など

介護老人保健施設・通所事業介護老人保健施設・通所事業
在宅訪問事業など在宅訪問事業など

健康増進・健康診断・健康増進・健康診断・
人間ドック・疾病予防など人間ドック・疾病予防など

4つの分野のサービスを総合的に提供
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特養ホーム特養ホーム 1313
介護老人保健施設介護老人保健施設 （（33施設）施設）

有料老人ホーム有料老人ホーム等等 1111
【2,977戸】

1.-5 聖隷の現在の姿

訪問看護ＳＴ訪問看護ＳＴ 1414
その他在宅サービス事業その他在宅サービス事業 （（3535施設）施設）

保育園保育園等等 1010
身体身体障害者療護障害者療護施設施設
・・救護施設救護施設(10(10施設施設))

他
収益事業：貸事務所 1

介護老人保健施設介護老人保健施設 （（33施設）施設）
軽費老人ホーム軽費老人ホーム （（33施設）施設）

病院病院 66 【2540床】

診療所：7施設

総入院患者数 796 698人/年

1.-5 聖隷の現在の姿

健診施設健診施設 33
総健診受診者数 478,670人/年

総入院患者数 796,698人/年

総外来患者数 1,229,640人/年

総手術件数（入外） 18,978件/年

（2011年度実績）
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2011年4月開設
（介護付/住宅型）有料老人ホーム

藤沢エデンの園
特別養護老人ホーム 藤沢愛光園
聖隷デイサービスセンター藤沢
聖隷ケアプランセンター藤沢
聖隷ヘルパーステーション藤沢
聖隷訪問看護ステーション藤沢

聖隷藤沢ウェルフェアタウン1.-6 新規施設等

神奈川県藤沢市

2010年4月開設
介護付き有料老人ホーム

50室
神奈川県横浜市

横浜エデンの園

NEW

1.-6 新規施設等
医療型障害児入所施設、療養介護 （重症心身障害児施設）

聖隷おおぞら療育センター

聖隷三方原病院
新棟（3号館）増築 2012年4月開設
60床増床（入所50/短期入所10）
・ショートステイ20床へ

浜松市北区三方原町浜松市北区三方原町
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障害福祉サービス事業所
・就労移行支援事業
・就労継続支援事業B型
-2012年3月事業開始-

聖隷厚生園チャレンジ工房

1.-6 新規施設等

浜松市浜松市中中区区和合和合浜松市浜松市中中区区和合和合

浜北愛光園

NEW

和合愛光園初生サテライト

2012年4月開設
地域密着型特別養護老人ホ ム

浜松市北区浜松市北区初初生町生町浜松市北区浜松市北区初初生町生町

1.-6 新規施設等

3号館増築 2012年4月開設
80床増床（入所75/短期入所5）で
特養（190床）へ。
広域型特別養護老人ホーム
＋在宅事業所+障害者相談事業所

浜松市浜北区浜松市浜北区 森町愛光園天宮サテライト

地域密着型特別養護老人ホーム
サテライト型（29床）

周智郡森町周智郡森町周智郡森町周智郡森町
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1.-7 経営の特徴

人材の育成
（サービスの質の向上）

理事会

理事長評議員会
議案提出

PP
諮 問

意 見

提案

する

意見を聞く

説明を聞く

・理事会決裁事項のうち

重要事項（1億円以上の
計画等）に意見

事 選任

・施設許認可 ・新たな事業計画

・年度予算,決算,事業計画 ・重要人事

・重要制度 ・重要財産

・法人組織 ・剰余金処分

lanlan 意思決定

1.-7 経営の特徴

DDSS
内部監査

外部監査

監 事

する

チェック
チェック

CC

CC

・理事の選任

職 員

管理者

代表執行役員

執行役員

ooeeee
執行

監督

聖隷のガバナンス体制
（企業的経営手法の採用）

執行役員会

54



1.-8 事例紹介

巨大化する組織において、すべての職員が
「組織の進むべき方向」を共有するための事例として、
以下、3つの取組みを紹介

2. 理念の明確化と理念～目標の体系化
3. 目標参画システム（目標管理制度）による

組織目標の共有への取組み
4. 社内報「聖隷」を活用した理念～目標の共有

への取組み

1.-7 経営の特徴

先駆的・開拓的取組み

（⇒1.-2）
日本で最初のホスピス（聖隷
三方原病院）をはじめ、制度
がなくても、必要があればチ

レンジしてきた

創立の理念の継承

ャレンジしてきた。

（⇒2.で説明予定）
「隣人愛」の基本理念を継承、
共有に向けて取り組んでいる。
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基本理念

組織が何のために存在するか、
根本となる基本的価値観

2010年（創立80周年）
理念～目標体系を再整理

↓
組織の存在意義・

目指す方向性を共有

2.-1 体系の再構築

使 命

ビジョン２０２０

職員行動指針

職員は何を大切に考えて
仕事をするか

2020年にどのような組織で
あるべきか

基本理念・使命に基づき、
職員はこう動くという指針

キリスト教精神

2000年
創立70周年を機に
理念を「明文化」

↓
創立の心を

分かりやすく継承

2.-1 理念の明文化

に基づく隣人愛

ヒューマニズム
（人類愛）
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法人年度目標をもとに、
事業部⇒施設⇒職場⇒個人

が目標設定
（⇒目標参画システム）

2.-3 法人年度目標

2012年度法人目標

１．関西地区における
総合化力の発揮

２．すべての施設が取り組む
質の追求と価値の創造

３．さまざまな人材・さまざまな
働き方への広がり

４．地域の災害拠点づくりと
法人ガバナンスの見直し

５．マーケティングから
確かな「聖隷」ブランドづくり

中期事業目標

ビジョン２０２０を
達成するため 5年後に

2010年（創立80周年）
中期（5年）の

事業目標・事業戦略
を策定・共有

2.-2 体系の再構築

中期事業戦略

達成するため、5年後に
具現化すべき目標

中期事業目標を達成
する上で重点としたい
ポイント

57



｢隣人愛｣の実現

・質の高い専門サービスの提供
・利用者満足の追求

・現場のチャレンジ
・聖隷だからこそできる仕事

｢隣人愛｣の実現

隣人愛の実現のために、
安定した経営基盤は不可欠

2.-3 理念と経営

安定した経営基盤

非営利法人 ≠ 利益がでなくても良い法人

聖隷だからこそできる仕事

聖隷の仕事＝
｢隣人愛｣の実現

聖隷の仕事＝
｢隣人愛｣の実現

創立当時と、
仕事の内容は変わっても、

目指すべきものは不変

2.-3 隣人愛の実現とは？

1930年： ・貧しい結核患者の救済
2011年： ・質の高いサービスを提供し、

利用者に満足いただくこと
・現場がやりたいことにチャレンジ
・聖隷だからこそできる仕事
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3.-1 目標参画システムとは

導入の背景

・職員の育成ニーズ（評価ツールではなく、
育成ツールとしての位置づけ）育成ツ ルとしての位置づけ）

・外的環境の変化への対応（2000年介護保険
導入等、経営環境の変化が加速）

・組織の急激な拡大への対応（1991～2000年
で施設数・職員数とも2倍以上に）

3.-1 目標参画システムとは

導入の概要

・新人事制度の一環として、2002年度に導入。
・従来の「目標管理制度」（MBO）を・従来の「目標管理制度」（MBO）を

自法人向けにアレンジ
・「組織の目標」に、個人も『参画』する、

という意味で「目標参画システム」と命名
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中間面接で大幅に目標を変更した場合は、該当欄を横線で抹消のうえ、下記に追加記入する 

№ 
目     標 

（具体的に数値・期限等を記入）   

具体的方法 
（観点：何を、いつまでに、どこで、誰と、なぜ、どうやっ

て、どのぐらいのコストで、要望事項） 

自己評価 マネージャー評価 

達成度 評価 達成度 評価 

 

 
Ｓ 

Ａ

 

Ａ 

Ｂ

 

Ａ 

Ｂ

 

2009 年度 聖隷福祉事業団「目標参画」シート（部門・職場・スタッフ用） 

組織目標        

施設 法人本部      

職場 総務部              

経験年数  年(現職場  年) 

 氏名    

目標設定面接 

実施      月    日 

中間面接 

実施      月   日 

マネージャー 

からの期待       

 マネージャー 

 氏名   
評価フィードバック面接 

実施      月   日 

年度重点目標（重点目標の記入は５つ以内とする・ウェイトは合計で 100(％)になるように記入する・難易度は困難の度合いをＳ～Ｂで設定）・修正する場合は該当部を横線で抹消のうえ、朱書きすること 

№ 
目     標 

（具体的に数値・期限等を記入） 

  

具体的方法 

（観点：何を、いつまでに、どこで、誰と、なぜ、どうやって、どのぐらいのコストで、要望事

項） 

自己評価 マネージャー評価 

達

成

度 

評価 

達

成

度 

評価 

１ 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

3.-2 目標参画シート 所定のシートを
作成し、上司と面接
（年3回）を通じて
自ら設定した達成に
取り組む。上位の組織目標

 
％ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｃ 

 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

 

（本人記入） 
自己反省 

（中間面接） （評価面接） 

（マネージャー記入） 
フィードバック 

（中間面接） （評価面接） 

難易度 目標の難易度（チャレンジ度） 

 

達成度 達成状況 達成率 
Ｓ 達成にはかなりの努力が必要 Ａ 設定した目標通り、または目標に近い成果をあげた ８０％～ 
Ａ 努力をすれば達成可能 Ｂ 設定した目標に及ばない成果だった ５０～７９％ 
Ｂ 比較的容易に達成が可能 Ｃ 設定した目標に全く及ばない成果だった ５０％未満 

 

２ 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

３ 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

４ 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

５ 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

 

個人目標
（5つ以内）

自己評価・
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ評価

3.-1 目標参画システムとは

期待する効果

・目標の共有化による一体感の醸成
・組織目標と個人目標の統合による

シナジー効果の発揮
・チャレンジする職場風土づくり
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4.-1 社内報「聖隷」について

概 要

・1966年より、「機関誌 聖隷」を発行
（通巻 263号）

・2010年、創立80周年を機に、誌面リニューアル。
社内報「聖隷」として、季刊（年4回）発行社内報 聖隷」として、季刊（年4回）発行

・発行部数 約15,000部
・対象： 職員（�ー��アル�����）、

派遣職員、業務委託職員、
採用関�（��等）、行���法人、
職員ご家族等

・費用： 年間約600万円（＠約96円）

4.-1 社内報「聖隷」について

発行目的

・双方向の社内コミュニケーションの促進
⇒ 経営トップとスタッフ
⇒ 事業部と事業部⇒ 事業部と事業部
⇒ 事業部内、施設内、職場内
⇒ 上司と部下等

組織の進むべき方向を
「見える化」するツール

という位置づけ
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社内報「聖隷」263号
（2012.4発行）

事業部目標の紹介

4.-2 理念～目標共有の取組み

法人目標に基づき設定された事業部の目標を
紹介。（他の事業部の目標の理解）

社内報「聖隷」261号
（2012.1発行）

理事長年頭所感2012

4.-2 理念～目標共有の取組み

毎年1月、組織のトップが自ら、
法人における年度目標を発表、説明。
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理 念

双方向ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
の促進

社内報「聖隷」

組織の理念及び目標を、全職員が共有することで、
組織の力はさらに強くなる。

組織目標
個人目標

2009 年度 聖隷福祉事業団「目標参画」シート（部門・職場・スタッフ用） 

組織目標        

施設 法人本部      

職場 総務部              

経験年数  年(現職場  年) 

 氏名    

目標設定面接 

実施      月    日 

中間面接 

実施      月   日 

マネージャー 

からの期待       

 マネージャー 

 氏名   
評価フィードバック面接 

実施      月   日 

年度重点目標（重点目標の記入は５つ以内とする・ウェイトは合計で 100(％)になるように記入する・難易度は困難の度合いをＳ～Ｂで設定）・修正する場合は該当部を横線で抹消のうえ、朱書きすること 

№ 
目     標 

（具体的に数値・期限等を記入） 

  

具体的方法 

（観点：何を、いつまでに、どこで、誰と、なぜ、どうやって、どのぐらいのコストで、要望事

項） 

自己評価 マネージャー評価 

達
成

度 

評価 
達
成

度 

評価 

１ 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

２ 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

３ 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

４ 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 
 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

５ 

 

％ 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 
Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

 

 

組 織 職 員

目標参画システム

の促進

組織目標と個人目標
の統合

社内報「聖隷」264号
（2012.7発行）

法人目標に基づく
新規計画等の紹介

4.-2 理念～目標共有の取組み

法人目標と連動する新規計画・新規施設を紹介。
（法人目標との「連鎖」を意識）

社内報「聖隷」265号
（2012.10発行）

法人目標に連鎖する個人目標に
取組む職員を紹介（予定）
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「気づき」の共有の大切さ
（慶應義塾大学と協働による小型端末機を活用した利用者の状況把握等）

社会福祉法人　こうほうえん

住所／ TEL 鳥取県境港市誠道町2083　／　0859−24−3111

URL／E-mail http://www.kohoen.jp　／　

経営理念 【理念】
「わたくしたちは、地域に開かれた、地域に愛される、地域に信頼される『こうほ
うえん』を目指します」
【基本方針】
「わたくしたちは、サービス業のプロとして、正しい情報を伝達し、自分が受けた
い保健、医療、福祉サービスの提供、改善に努めます」

事業内容 介護老人福祉施設（557名）８ヶ所、介護老人保健施設（230名）３ヶ所
ケアハウス（280名）５ヶ所、（内特定施設入居者生活介護（67名）３ヶ所）
高齢者向け優良賃貸住宅（162名）２ヶ所（内特定施設入居者生活介護（88名）
高齢者専用賃貸住宅（20名）２ヶ所、短期入所生活介護（103名）８ヶ所
通所介護（346名）13 ヶ所、通所リハビレテーション（194名）５ヶ所
認知症対応型通所介護（60名）５ヶ所、小規模多機能型居宅介護６ヶ所
認知症対応型共同生活介護（135名）９ヶ所、訪問介護５ヶ所、訪問看護４ヶ所
訪問リハビリテーション１ヶ所、居宅介護支援６ヶ所、福祉用具貸与１ヶ所
福祉用具販売１ヶ所、保育（550名）５ヶ所、夜間対応型保育所（75名）２ヶ所、
リハビリテーション病院（48床）１ヶ所、児童デイサービス１ヶ所、
障害者就労継続支援施設１ヶ所、在宅療養支援診療所１ヶ所。給食事業

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業事業	 9,360,801,075円
②公益事業	 1,574,837,546円
③収益事業	 750,086,720円
合計	 11,685,725,341円

従業員数
（法人全体）

	 2,004名（非常勤含む）

当面する経営
課題

・地域包括ケア体制の構築
・利用者満足向上に向けた強みの構築
　高品質ケアの提供
　マニュアルに遵守したケアの提供
・人財の確保
・充実した人生へのアプローチ
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発表する取組
みに着手した
理由、背景

　ご利用者により良いサービスを提供する為には、「介護の質の向上」は不可欠で
ある。
　しかし、それは介護者の成熟度により大きく異なる。熟練介護士と経験の浅い
介護士との違いはどこにあるのか。具体的に成熟度を評価するにはどうしたらよ
いのか等の課題がある。
慶応義塾大学との協働した活動では、目的を
①　�データに基づく自己評価や他の介助者との議論による自身の特徴把握と介護
内容の改善

②　�現場で研修効果が得られることによる教育研修に関する負担の軽減としてお
り上記課題点の改善が期待できる。

発表する取組
みの現時点で
の効果

　自分のデータと他スタッフのデータを比較し、客観的に見ることができ、様々
な視点があることにも、気が付いた。
・自己表現の少ない重介護の方への関わりが意識して多く持てるようになった。
・�ベテランスタッフと新人スタッフの気づきの差異から、成熟度の評価値が明ら
かになり、OJTに活用できるようになった。
・��これらの共有によりさらに気づきが増え、ケアの質が上がりチーム力アップに
も繋がった。
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介護老人福祉施設 よなご幸朋苑
・平成５年従来型特養として開設 個室20室
・平成18年11月全室個室ユニット施設に改修
・平成19年10月よりユニットリーダー研修実地施設

・入居定員74名

・平均年齢 86.5歳

・平均介護度 4.2 H24.9月現在

・短期入居生活介護（ショートステイ）

定員10名

施設紹介施設紹介

気づきの共有の大切さ気づきの共有の大切さ
～慶応義塾大学事業を通じて～

IT等を活用した医療・介護周辺サービス産
業創出調査事業

社会福祉法人 こうほうえん
介護老人福祉施設 よなご幸朋苑

介護福祉士 長谷川めぐみ
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研究目的研究目的

１）データに基づく自己評価や他
の介護者との議論による自身
の特徴把握と介護内容の改善

２）現場で研修効果が得られるこ
とによる、教育研修に関する
負担の軽減

はじめにはじめに
平成22年度・23年度と慶応義塾大学の「小型端

末を使用し介護現場の質向上を図るための研究」に
協働し活動を行ってきた。介護現場においは、介護
者の成熟度によるサービス提供の差はいがめない。
利用者に、より良いサービスを提供するためには「介
護の質の向上」は不可欠である。この研究協働から、
ITを活用して可視化による熟練介護士と経験の浅い
介護士との違い、気づきを共有しながら、成熟度を
評価する尺度を得つつあるので、その過程を報告す
る。
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ユニット紹介ユニット紹介

【大地ユニット】
・利用者 １２名
・平均要介護度 ４．５
・常勤スタッフ ５名

（各自の経験年数）
・１５年・７年・２年・１年・１０ヶ月
・非常勤スタッフ １名（３ヶ月）

実験期間実験期間
平成２２年度
・１か月間小型端末を使用し、データの

入力を行う。
・最後にフィードバックを実施。

平成２３年度
・入力項目の修正などバージョンアップ

した小型端末を使用し、５か月間データ
の入力を行う。

・この間、１か月ごとにフィードバック
を実施
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携帯端末と入力項目携帯端末と入力項目

8

評価項目入力画面

利用者の状態を把握するための能動
的な働きかけに関する項目

明確な行動が見られない状態で気に
なった様子を記録するための項目

行動に関する項目

利用者の状態をより深く考察し何らか
の判断に至った場合に記録する項目

利用者状態に対する「気づき」の項目

＋

これらの項目と5段階の評価値
（-2, -1, 0, +1, +2）の組み合わせで

利用者状態を随時記録

実験方法実験方法
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行動に関する項目の記録行動に関する項目の記録

10

＊各週における1勤務（8時間）あたりの平均記録数

・結果：経験年数に関係なく、入力できている。

気づきに関する項目の記録気づきに関する項目の記録

・結果：新人スタッフは、少なく、経験年数に偏りがある。

ビューアビューア

9

 ブラウザを用い、各自のデータならびに比較対象のデータ
（ユニット内平均値等）をフィードバック

 項目ごとまたは利用者ごとの、全記録件数またはプラス・
マイナスの評価値の記録件数を閲覧可能

棒グラフ：各自のデータ

折れ線グラフ：
比較対象データ
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プラス評価とマイナス評価のバランスプラス評価とマイナス評価のバランス

12

結果 →
ご利用者の評価値も、ベテランスタッフの
方が、気づきの項目に対してのプラスの
評価が、相対的に多い事もわかった。

理由
新人スタッフは、ご利用者の不穏な状態
に直面した時、如何して良いのか解らな
く、マイナスと受け止めてしまいがち、そ
の反面、ベテランスタッフは、ご利用者の
状態をよく知り、不穏の状態の対処も解
り、そこから、新たに良い1面を見つけよ

うとする為、プラスの評価が多いと思わ
れる。

ご利用者間の記録の偏りご利用者間の記録の偏り

（気づきに関する項目）（気づきに関する項目）

11

結果：新人スタッフは、ご利用者1人の方への関わりが多く、全体が見えていない。

また、端末入力をしていても毎日記入する個人記録の自由記述の欄に記録がない。
その反面、ベテランスタッフは、端末入力と個人記録の自由記述がリンクしている事
もわかった。
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・自分のデータと他スタッフのデータを
比較し、客観的に見ることができ、さま
ざまな視点があることにも気が付いた。

・関わりの少ない利用者に対しては、今ま
でより関わりをもつようになった。

これらの共有によりさらに気づきが増え、
ケアの質が上がりチーム力アップにも繋
がった。

考察考察

「見える化」で得た情報からの「見える化」で得た情報からの

ユニット内でのユニット内での『『気づき気づき』』
①ユニット会を通して、自分のケアを客観的に見る

ことにより傾向、癖が分かり、ケアの振り返りが
できた。

②他のスタッフと比較し、競争心、向上心を引き
出せた。

③ご利用者の表情を以前より、気にするように
なった。

④１人の気づきから、皆の気づきになり、ケアの質
が上がった。

⑤全ての端末のデータ量、個人記録の自由記述も増
えた。
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【今後の課題】

 データにおける職員間の差異をより容
易に気づかせるための仕組みづくり

 データにより得られた気づきから「介
護の質の向上」に繋げるための方法の検
討

まとめまとめ
【成果】

 『気づき』の共有の場の必要性を理解するこ
とができた。

 ベテランスタッフと新人スタッフの

気づきの差異から、成熟度の評価値が

明らかになり、ＯＪＴを行う際のツールと

して活用できることが確認できた。

 スタッフ一人、一人のケアの質が向上した

ことから、ユニット全体のケアの質の向上

がみられた。
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法人基本理念の周知徹底と理解の促進

社会福祉法人　滋賀県障害児協会

住所／ TEL 滋賀県守山市守山町168−１　かいつぶりハウス　／　077−514−1685

URL／E-mail www.open-mind.jp/　／　

経営理念 貢献（社会に役立つよう努力します）
創造（創業の夢を忘れず頑張ります）
育成（未来に向かって育ち合います）
文化（やさしさ文化を守り育てます）
挑戦（困難な事にも立ち向かいます）

事業内容 １、指定障害者支援施設（施設入所50名、生活介護60名）１か所
２、指定障害者支援施設（施設入所40名、生活介護50名）１か所
３、その他
　①　保険診療所２か所（施設に付帯）
　②　滋賀県障害児者と父母の会連合会の運営をバックアップ

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業事業	 592,718,076円
②公益事業	 56,180,298円
③収益事業	 0円
合計	 648,898,374円

従業員数
（法人全体）

法人本部＋２施設　合計	 160名（非常勤含む）

当面する経営
課題

１、ハード整備資金準備
　①　施設ハードの老朽化改修資金
　②　手狭な施設の増築・拡張資金
　③　グループホーム等地域化事業整備資金
　④　各種改修資金
２、理事会、本部機能の強化

発表する取組
みに着手した
理由、背景

　法人の歴史は長いが、施設経営に着手して以来、予算規模の大きな施設経営に
関する理念や経営技術に関心が偏りがちとなるため、法人の原点ともいえる基本
理念の確認を絶え間なく継続的に実施する必要を感じているため。
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発表する取組
みの現時点で
の効果

　理念の中身を解説文書として資料化し、全ての新人に対して入職時に研修を図
るとともに、就労継続中の役職員に対して３カ年に一度以上の理念研修を課す。
　概ね、理念に関しての解釈や意見に関する齟齬は見られない。また、制度が著
しく変化する昨今、経営・運営に関する拠り所として、基本理念へ絶えず立ち返
ることができ、迷いが払拭される。

75



 
2 

＜
目

次
＞

 

 
は

じ
め

に
 

 
 

歴
史

を
ひ

も
解

く
 

 
 

激
動

の
時

代
に

 

１
、
 基

本
理

念
に

つ
い

て
 

１
） 

第
1
理

念
「貢

献
（社

会
に

役
立

つ
よ
う
努

力
し

ま
す

）
」
 

 
福

祉
施

設
と

貢
献

 

 
地

域
の

社
会

資
源

と
し

て
 

 
社

会
の

ま
っ
た

だ
中

で
 

 
社

会
貢

献
の

実
現

に
向

け
て

 

 
入

居
者

に
も

適
用

さ
れ

る
貢

献
理

念
 

２
） 

第
2
理

念
「創

造
（創

業
の

夢
を

忘
れ

ず
に

頑
張

り
ま

す
）
」
 

 
事

業
と

し
て

の
社

会
福

祉
 

 
事

業
開

発
者

と
創

造
理

念
 

 
事

業
へ

の
出

資
者

と
創

造
理

念
 

 
事

業
体

の
労

働
者

と
創

造
理

念
 

 
チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

と
し

て
 

３
） 

第
3
理

念
「育

成
（未

来
に

向
か

っ
て

育
ち

合
い

ま
す

）
」
 

 
 

育
成

の
意

味
 

 
育

成
と

共
育

 

 
育

つ
と
は

発
達

す
る

と
い

う
こ

と
 

 
永

遠
の

発
達

に
向

か
っ

て
 

 
関

係
の

撚
り

合
わ

せ
 

４
） 

第
4
理

念
「文

化
（や

さ
し

さ
文

化
を

守
り

育
て

ま
す

）」
 

 
 

文
化

と
は

何
か

 

 
 

福
祉

と
社

会
と
の

関
係

構
造

 

 
 

ち
ょ

っ
と

寄
り

道
し

て
考

え
て

み
よ
う

 

 
 

教
育

（共
育

）と
福

祉
は

め
ぐ

り
巡

る
 

 
 

三
世

代
モ

デ
ル

や
お

ば
あ

さ
ん

仮
説

か
ら

 

 
 

文
化

は
循

環
す

る
価

値
体

系
 

 
 

文
化

の
側

面
 

 
 

文
化

と
し

て
の

業
務

体
系

 

 
 

優
し

さ
と

し
て

の
文

化
 

５
） 

第
5
理

念
「挑

戦
（困

難
な

事
に

も
立

ち
向

か
い

ま
す

）
」
 

障
が

い
福

祉
の

歴
史

を
紐

解
け

ば
 

世
界

の
障

が
い

者
統

計
か

ら
 

障
が

い
が

あ
る

方
々

を
支

え
る

者
に

求
め

ら
れ

る
姿

勢
 

挑
戦

と
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
な

の
か

 

ど
の

よ
う
に

開
拓

・
挑

戦
す

る
の

か
 

開
拓

と
挑

戦
に

必
要

な
も
の

 

 

私
た

ち
の

航
海

羅
針

盤
（我

々
は

ど
こ

へ
向

か
う

べ
き

か
） 

 

基
本

理
念

解
説

書
 

＜
20

10
年

度
版

＞
 

 

社
会

福
祉

法
人

滋
賀

県
障

害
児

協
会

 

76



 
4 

 
 

で
は

、
具

体
的

に
は

 

 
 

寝
た

子
を

起
こ

す
？

 

 
 

職
員

に
と

っ
て

も
 

 
 

ワ
ク

ワ
ク

暮
ら

し
は

、
命

を
は

ぐ
く

む
 

※
本

文
は

、
「
１

、
基

本
理

念
に

つ
い

て
」ま

で
の

抜
粋

で
す

。

 

 
3 

時
代

を
読

む
。
た

だ
し

、
惑

わ
さ

れ
な

い
 

２
、
 職

員
の

心
構

え
（
倫

理
綱

領
＝

か
い

つ
ぶ

り
マ

イ
ン

ド
）か

ら
 

１
） 

サ
ー

ビ
ス

マ
イ

ン
ド
（私

た
ち

は
、
障

害
が

あ
る

方
の

自
律

生
活

へ
の

支
援

を
基

本
に

し
ま

す
。
） 

 
サ

ー
ビ

ス
と
は

 

 
ニ

ー
ズ

と
サ

ー
ビ

ス
 

 
ニ

ー
ズ

の
把

握
 

 
ケ

ア
と

ラ
イ

フ
サ

ポ
ー

ト
 

 
も

っ
と

深
い

支
援

サ
ー

ビ
ス
へ

 

 
自

律
的

生
活

 

 
サ

ー
ビ

ス
マ

イ
ン

ド
に

お
け

る
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

 

 
サ

ー
ビ

ス
マ

イ
ン

ド
の

堅
持

 

２
） 

オ
ー

プ
ン

マ
イ

ン
ド
（私

た
ち

は
、

誰
に

も
心

を
開

い
て

陰
ひ

な
た

な
く

正
直

に
勤

務
し

ま
す

）
 

 
人

間
関

係
の

圧
縮

 

 
人

間
関

係
に

よ
る

疲
労

に
対

し
て

 

 
 

経
営

の
オ

ー
プ

ン
マ

イ
ン

ド
 

 
 

失
敗

し
た

時
こ

そ
 

３
） 

ラ
ポ

ー
ル

マ
イ

ン
ド
（
私

た
ち

は
、

地
域

市
民

の
信

頼
を

得
る
た

め
に

日
々

研
鑽

に
努

め
ま

す
） 

 
 

ラ
ポ

ー
ル

と
は

 

 
 

立
場

の
違

い
を

乗
り

越
え

る
 

 
 

信
頼

関
係

の
形

成
と
は

 

 
 

職
務

上
の

誓
約

 

 
 

し
つ

こ
く

立
ち

向
か

う
 

３
、
 私

用
者

処
遇

の
基

本
方

針
 

１
） 

Ｂ
Ｏ

Ｌ
（
b
as

e 
o
f 
lif

e＝
の

び
の

び
暮

ら
し
）に

つ
い

て
 

  
 

最
初

の
願

い
 

  
 

２
つ

目
の

願
い

 

  
 

ま
ず

、
最

低
限

度
の

生
活

が
保

障
さ

れ
る
こ

と
か

ら
 

  
 

例
え

ば
 

  
 

安
心

で
き

る
暮

ら
し

 

２
） 

Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
q
u
al

it
y 

o
f 
lif

e=
イ

キ
イ

キ
暮

ら
し
）に

つ
い

て
 

  
 

貧
困

に
立

ち
向

か
う

 

  
 

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン
の

理
念

 

  
 

マ
ズ

ロ
ー

の
要

求
の

3
段

階
目

 

  
 

4
段

階
目

は
 

  
 

坂
本

の
穴

太
衆

の
石

積
み

 

  
 

Q
O

L
と
は

 

３
） 

Ｖ
Ｏ

Ｌ
（
va

ri
et

y 
o
f 
lif

e=
ワ

ク
ワ

ク
暮

ら
し
）に

つ
い

て
 

  
 

明
日

の
意

味
 

  
 

利
用

者
に

と
っ

て
の

1
0
年

先
 

  
 

職
員

に
と

っ
て

の
1
0
年

先
 

77



 
6 

 
で

き
る

だ
け

現
実

に
即

し
て

具
体

・
平

明
を

心
が

け
て

書
き

綴
り

ま
す

。
帆

を
揚

げ
て

港
を

出
た

と
き
か

ら
、

明
ら
か

に

社
会

の
風

向
き
は

変
わ

り
つ

つ
あ

り
ま

す
が

、
思

わ
ぬ

方
向

へ
吹

き
流

さ
れ

な
い

よ
う

、
目

指
す

港
へ

た
ど

り
着

け
る

よ

う
確

か
め

な
が

ら
、

共
に

航
海

を
続

け
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

※
 
羅

針
盤

＝
方

位
を

定
め

る
計

器
、

コ
ン

パ
ス

 

１
、

基
本

理
念

に
つ

い
て

 

 
私

た
ち

の
基

本
理

念
は

、
平

成
8
年

（
1
99

6
年

）に
制

定
さ

れ
ま

し
た

。
制

定
後

1
0
年

を
経

て
、

改
め

て
見

直
し

を

し
ま

し
た

が
、

特
に

大
き

く
変

更
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と
は

見
つ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
一

部
の

言
葉

の
並

び
を

今

様
に

置
き

換
え

た
だ

け
で

、
今

も
十

分
通

用
す

る
も
の

で
あ

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。

 

基
 
本

 
理

 
念

 
（私

た
ち

の
使

命
） 

 
社

会
福

祉
法

人
滋

賀
県

障
害

児
協

会
で

は
、

こ
の

法
人

に
勤

め
る

者
は

も
ち

ろ
ん

、
ご

利
用

い
た

だ
く

方
々

に
も

ご
協

力
を

お
願

い
す

る
理

念
（

使
命

）
が

あ
り

ま
す

。
 

１
、

 
貢

献
（

社
会

に
役

立
つ

よ
う

努
力

し
ま

す
）

 

２
、

 
創

造
（

創
業

の
夢

を
忘

れ
ず

頑
張

り
ま

す
）

 

３
、

 
育

成
（

未
来

に
向

か
っ

て
育

ち
合

い
ま

す
）

 

４
、

 
文

化
（

や
さ

し
さ

文
化

を
守

り
育

て
ま

す
）

 

５
、

 
挑

戦
（

困
難

な
状

況
に

立
ち

向
か

い
ま

す
）

 

 

倫
 
理

 
綱

 
領

 
（私

た
ち
の

心
構

え
＝

か
い

つ
ぶ

り
マ

イ
ン

ド
） 

 
法

人
の

姿
勢

と
勤

務
す

る
職

員
の

心
構

え
を

、
以

下
の

よ
う

に
定

め
ま

す
。

万
一

、
こ

の
心

構
え

に
違

反
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
第

三
者

委
員

会
の

委
員

も
し

く
は

委
員

会
窓

口
担

当
者

に
、

そ
の

旨
を

ご
連

絡
下

さ
い

。
（

館
内

掲
示

の
第

三
者

委
員

会
ポ

ス
タ

ー
を

ご
参

照
下

さ
い

。
）

 

１
、

 
サ

ー
ビ

ス
マ

イ
ン

ド
 

＜
私

た
ち

は
、

障
害

が
あ

る
方

の
自

律
生

活
へ

の
支

援
を

基
本

に
し

ま
す

＞
 

２
、

 
オ

ー
プ

ン
マ

イ
ン

ド
 

＜
私

た
ち

は
、

誰
に

も
心

を
開

い
て

陰
ひ

な
た

な
く

正
直

に
勤

務
し

ま
す

＞
 

３
、

 
ラ

ポ
ー

ル
マ

イ
ン

ド
 

＜
私

た
ち

は
、

地
域

市
民

の
信

頼
を

得
る

た
め

に
日

々
研

鑽
に

努
め

ま
す

＞
 

利
用

者
処

遇
の

基
本

方
針

 
 

 
 

 
 

 
 

１
、

 
Ｂ

Ｏ
Ｌ

（
b
a
s
e
 o

f 
lif

e
=
ノ

ビ
ノ

ビ
暮

ら
し

）
 

＜
安

全
で

清
潔

な
暮

ら
し

を
守

り
ま

す
＞

 

 
 

 
 

 
 

 
２

、
 

Ｑ
Ｏ

Ｌ
（

q
u

a
lit

y 
o
f 

lif
e
=
イ

キ
イ

キ
暮

ら
し

）
 

＜
願

い
に

沿
っ

た
処

遇
を

目
指

し
ま

す
＞

 

 
 

 
 

 
 

 
３

、
 

Ｖ
Ｏ

Ｌ
（

v
a
ri
e
ty

 o
f 

lif
e
=
ワ

ク
ワ

ク
暮

ら
し

）
 

＜
彩

り
あ

る
暮

ら
し

創
り

に
努

め
ま

す
＞

 

 
基

本
理

念
は

、
社

会
福

祉
法

人
滋

賀
県

障
害

児
協

会
に

関
わ

る
者

全
て

に
守

り
育

て
て

欲
し

い
考

え
方

や
行

動
の

 
5 

は
じ
め

に
 

 
私

た
ち

の
法

人
や

施
設

が
ど
こ
へ

向
か

っ
て

進
ん

で
い

る
の

か
・
・
・
と

い
う

テ
ー

マ
は

い
つ

の
日

も
重

要
で

す
。

毎

年
の

進
路

や
経

緯
（け

い
い

、い
き

さ
つ

）は
、

紀
要

や
事

業
報

告
書

な
ど

を
読

む
こ

と
で

、
自

分
の

身
の

回
り

に
あ

る
業

務
だ

け
で

な
く

、
他

の
職

員
が

分
掌

し
て

い
る

部
分

を
も

含
め

て
大

ま
か

に
は

把
握

す
る
こ

と
が

出
来

ま
す

。
つ

ま
り

、
今

は

海
図

の
上

で
ど
の

あ
た

り
に

い
る
の

か
、

そ
し

て
進

路
は

ど
の

方
角

に
向

か
っ

て
い

る
の

か
・
・
・
と

い
う

よ
う

な
。
こ
の

よ

う
な

把
握

の
仕

方
は

、
航

海
日

誌
の

各
ペ

ー
ジ

に
相

当
す

る
も
の

で
す

。
 

 

 
で

は
、

最
初

は
ど
こ

を
目

指
し

て
出

帆
し
た

の
で

し
ょ
う
か

。
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
紀

要
の

第
一

号
（
平

成
九

年
度

版
）

に
は

巻
頭

に
「
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
丸

の
処

女
航

海
」
と

い
う

タ
イ

ト
ル

で
出

帆
当

初
の

気
持

ち
が

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

時
か

ら
時

間
が

過
ぎ

て
航

海
が

進
む

う
ち

に
、

進
路

や
目

的
地

を
変

更
す

る
こ

と
が

あ
る
の

で
し

ょ
う
か

？
 

あ
る

い
は

、
時

代
や

社
会

の
変

化
に

も
影

響
さ

れ
ず

守
り

続
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

積
荷

が
船

底
に

保
管

さ
れ

て
い

る
の

で
し

ょ
う
か

？
 

＜
歴

史
を

ひ
も
解

く
＞

 

 
と
こ

ろ
で

、
私

た
ち

に
は

昭
和

6
３
年

（
1
9
8
8
年

）に
刊

行
さ

れ
た

「
滋

賀
の

肢
体

不
自

由
児

者
を

と
り

ま
く

諸
問

題
に

つ
い

て
の

検
討

委
員

会
 

報
告

書
」
と

い
う

冊
子

が
あ

り
ま

す
。
こ

れ
は

、
法

人
が

滋
賀

県
肢

体
不

自
由

児
福

祉
協

会

と
称

し
て

い
た

頃
に

、
滋

賀
県

肢
体

不
自

由
児

者
父

母
の

会
連

合
会

が
主

催
し

て
、
滋

賀
県

の
肢

体
不

自
由

児
者

を
取

り
巻

く
福

祉
や

生
活

の
環

境
に

つ
い

て
、

多
面

的
に

デ
ー

タ
を

集
め

て
、
ど
の

よ
う

な
課

題
が

あ
る
の

か
と

い
う
こ

と
検

討
し
た

も
の

で
す

。
こ

れ
を

読
み

返
し

て
み

ま
す

と
、

組
織

形
態

こ
そ

違
い

ま
す

が
、

課
題

と
し

て
指

摘
さ

れ
て

い

る
こ

と
は

今
も

新
し

く
、

現
在

も
な

お
沢

山
の

課
題

が
克

服
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
が

よ
く

分
か

り
ま

す
。

 
こ
の

報
告

書
を

受
け

て
、

翌
64

年
（
19

8
9
年

）に
、

当
時

の
最

大
の

課
題

で
あ

る
「
親

亡
き

後
に

対
す

る
問

題
」
、

そ

し
て

障
害

児
者

本
人

に
と

っ
て

は
「
自

立
生

活
の

実
現

」
に

対
し

て
対

策
案

を
立

案
す

る
べ

く
、

南
・
北

二
つ

の
対

策

委
員

会
が

設
置

さ
れ

ま
し
た

。
南

北
に

分
け

た
の

は
、

当
時

の
滋

賀
県

の
障

害
者

福
祉

は
、

著
し

い
南

高
・
北

低
の

状
態

で
あ

っ
た

こ
と

が
理

由
で

す
。

ま
た

、
対

策
委

員
会

の
名

称
は

、
「
滋

賀
の

肢
体

不
自

由
児

者
の

自
立

と
生

き
が

い
を

実
現

す
る

環
境

整
備

に
つ

い
て

の
対

策
委

員
会

（
南

部
委

員
会

・
北

部
委

員
会

）
」
と

い
う

長
い

も
の

で
す

が
、
こ

の
時

す
で

に
、
障

害
者

福
祉

の
基

本
が

、
自

立
と

生
き

が
い

で
あ

り
、

そ
の

骨
格

は
「
環

境
整

備
」
で

あ
る

と
い

う
、

現

在
の

ＩＣ
Ｆ
の

理
念

と
適

合
し
た

も
の

で
あ

っ
た

と
い

う
点

に
着

目
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

 
こ
の

委
員

会
は

、
当

事
者

を
含

め
た

多
方

面
か

ら
の

委
員

の
ご
協

力
を

得
て

設
立

さ
れ

ま
し
た

が
、

北
部

委
員

会
か

ら
は

、
同

6
5
年

（1
9
9
0
年

）に
「滋

賀
県

北
部

に
お

け
る

対
策

案
＝

タ
ウ

ン
ホ

ー
ム

構
想

」が
、

翌
６

６
年

（
19

9
1
年

）に

は
、

南
部

委
員

会
か

ら
は

「
滋

賀
県

南
部

に
お

け
る

対
策

案
＝

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン

構
想

」
が

相
次

い
で

発
表

さ
れ

ま
し
た

。

法
人

は
今

に
つ

な
が

る
大

き
な

二
つ

の
目

標
を

設
定

し
た

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 
平

成
9
年

（
19

9
7
年

）に
開

設
し
た

「
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
」
は

、
こ
の

構
想

を
具

体
化

し
た

も
の

で
す

。
そ

し
て

、
平

成

1
8
年

（
20

0
6
年

）に
、

も
う
一

方
の

構
想

で
あ

る
「湖

南
ホ

ー
ム

タ
ウ

ン
」が

開
設

さ
れ

ま
し
た

。
最

初
の

検
討

委
員

会
報

告
か

ら
、

実
に

１
８
年

の
歳

月
を

経
て

、
二

つ
の

構
想

が
実

現
し
た

わ
け

で
す

。

＜
激

動
の

時
代

に
＞

 

 
昨

今
の

福
祉

、
特

に
障

害
児

者
福

祉
は

、
文

字
通

り
激

動
の

様
相

を
呈

し
て

い
ま

す
。
こ
う

し
た

と
き
こ

そ
、
私

た
ち

の
先

達
が

歩
ん

で
き
た

道
の

り
や

、
自

ら
が

目
指

し
て

い
る

も
の

、
そ

し
て

、
時

代
の

変
化

に
あ

っ
て

も
守

り
続

け
た

い

と
思

っ
て

い
る
こ

と
を

、
改

め
て

見
つ

め
な

お
し

て
、

タ
ウ

ン
ホ

ー
ム

丸
や

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン

号
の

航
海

の
方

向
を

見
誤

ら

せ
な

い
た

め
の

「
航

海
羅

針
盤

」と
で

も
呼

べ
る

も
の

が
重

要
に

な
っ

て
き

ま
す

。
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・
 

通
所

部
門

「
ポ

レ
ポ

レ
」
は

、
施

設
の

地
域

開
放

や
地

域
貢

献
の

拠
点

的
機

能
を

持
つ

付
帯

事
業

で
す

。
地

域

の
障

害
が

あ
る

方
々

の
情

報
は

、
ポ

レ
ポ

レ
を

通
じ

て
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
に

届
け

ら
れ

ま
す

し
、

逆
に

湖
北

タ
ウ

ン
ホ

ー
ム
か

ら
の

風
を

地
域

へ
運

ん
で

く
れ

ま
す

。
通

所
部

門
は

、
社

会
と

施
設

の
渡

り
廊

下
の

よ
う

な
役

割
を

果

た
し

て
い

ま
す

。
 

・
 

地
域

交
流

ホ
ー

ム
「
月

ヶ
瀬

亭
」
と

サ
ロ

ン
「
B

O
T

T
A

K
U

R
I」
は

地
元

住
民

の
利

用
を

優
先

す
る

開
放

型
施

設
で

す
。

さ
ら

に
玄

関
前

に
あ

る
ゲ

ー
ト
ボ

ー
ル

場
も

、
月

ヶ
瀬

亭
と

同
様

の
役

割
を

持
っ

て
い

ま
す

。
 

・
 

平
成

１
１
年

（
19

9
9

年
）度

か
ら
は

、
「
ピ

ッ
ト
・
イ

ン
」に

市
町

村
障

害
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

機
能

を
付

加
し

、
地

元
行

政
や

近
隣

施
設

と
協

力
し

て
、
2
4

時
間

対
応

型
の

相
談

・調
整

機
関

「ほ
っ

と
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

」
へ

の
職

員
派

遣
も

行
う

よ
う
に

な
り

ま
し
た

。
 

・
 

こ
れ

ら
、

地
域

社
会

に
貢

献
す

る
施

設
や

事
業

を
統

括
す

る
部

門
と

し
て

、
平

成
1
2
年

（
20

0
0
年

）
度

に
は

、
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
で

は
、

新
た

に
地

域
課

を
編

成
し

、
地

域
医

療
や

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
を

統
合

し
て

、
一

層
の

地
域

貢
献

体
制

の
整

備
を

図
っ
た

と
こ

ろ
で

す
。

 

・
 

ま
た

、
平

成
16

年
（
2
0
04

年
）度

に
は

、
懸

案
の

ヘ
ル

パ
ー

事
業

所
を

設
置

し
、

サ
ー

ビ
ス
の

出
前

に
も

取
り

組

む
よ
う
に

な
り

ま
し
た

。
（
た

だ
し

、
平

成
18

年
9

月
か

ら
一

時
休

止
）
 

 
こ
の

よ
う

に
、

湖
北

タ
ウ

ン
ホ

ー
ム
は

、
重

い
障

害
者

が
県

下
各

地
か

ら
虎

姫
と

い
う

小
さ

な
田

舎
町

に
パ

ラ
シ

ュ
ー

ト

降
下

で
植

民
し

て
き
た

よ
う

な
、

孤
立

し
た

施
設

で
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
が

で
き

た
こ

と
を

湖
北

の
住

民
に

喜
ん

で
も

ら
え

る
よ
う

な
地

域
の

社
会

資
源

で
な

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

考
え

て
い

る
の

で

す
。

＜
社

会
の

ま
っ
た

だ
中

で
＞

 

 
一

方
、

湖
南

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン
＜

か
い

つ
ぶ

り
ハ

ウ
ス
＞

で
は

、
よ

り
積

極
的

な
地

域
貢

献
を
目

指
し

て
い

ま
す

。
と
こ

ろ

で
、

二
つ

の
事

業
体

の
名

称
を

「
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
」
か

ら
「
ホ

ー
ム

タ
ウ

ン
」
と

逆
転

さ
せ

て
い

る
訳

は
、

そ
の

計
画

当
初

か
ら

、
「
家

創
り

構
想

」
と

「
街

創
り

構
想

」
と

い
う

よ
う

に
機

能
を

変
え

て
整

備
し

よ
う

と
し

て
い

た
こ

と
が

理
由

で
す

。
計

画
の

当
初

、
滋

賀
県

の
福

祉
は

、
南

高
北

低
と

い
う

特
異

な
状

況
で

し
た

。
そ

の
た

め
、
県

北
部

に
は

、
先

ず
「
家

創

り
」
に

取
り

組
ん

で
、
こ

れ
を
障

害
者

福
祉

の
「
砦

」
に

し
よ
う

と
考

え
ま

し
た

。
一

方
、
県

南
部

に
お

い
て

は
、

多
く
の

社

会
資

源
が

点
在

し
、
障

害
が

あ
る

方
々

自
身

の
運

動
体

や
組

織
が

根
を

張
っ

て
、

活
発

な
動

き
が

始
ま

っ
て

い
ま

し
た

。

そ
こ

で
、
県

南
部

に
お

い
て

は
、

「
街

創
り

」
が

テ
ー

マ
と

な
り

、
そ

の
た

め
の

「
拠

点
」
と

な
る

セ
ン

タ
ー

作
り

が
求

め
ら

れ
ま

し
た

。

・
 

立
地

条
件

は
、

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン
の

名
称

に
マ

ッ
チ

し
た

市
街

地
に

確
保

す
る
こ

と
が

で
き

ま
し
た

。
発

展
著

し
い

び

わ
湖

の
南

湖
周

辺
エ

リ
ア
の

福
祉

・
医

療
・
文

教
ゾ

ー
ン
の

中
心

に
あ

り
、

施
設

か
ら

徒
歩

10
分

圏
内

に
は

、
守

山
市

役
所

を
は

じ
め

と
す

る
行

政
や

経
済

団
体

が
集

中
す

る
エ

リ
ア

で
、

市
民

病
院

や
県

立
成

人
病

セ
ン

タ
ー

、

県
立

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
、
県

立
小

児
保

健
医

療
セ

ン
タ

ー
、
県

立
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
、

市
立

す
こ

や
か

（
健

康
福

祉
）セ

ン
タ

ー
、

市
民

ホ
ー

ル
、

市
立

図
書

館
、

中
央

公
民

館
、

各
種

の
学

校
な

ど
も

集
積

し
て

い

ま
す

。
し
か

も
、

新
旧

の
住

宅
が

密
集

し
て

い
ま

す
。

湖
北

の
事

業
体

が
「
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
」
な

ら
、

湖
南

は
「
シ

テ
ィ

ー
ホ

ー
ム

」
と

別
称

し
て

も
よ

い
ほ

ど
で

す
。

施
設

の
入

居
者

・利
用

者
は

、
そ

こ
が

そ
の

ま
ま

街
の

中
心

で
あ

る
と

い
う

恵
ま

れ
た

環
境

に
暮

ら
す

こ
と

に
な

り
ま

す
し

、
そ

も
そ

も
重

い
障

害
者

の
存

在
は

、
市

民
と
の

出
会

い
や

交

流
そ

の
も
の

が
市

民
の

意
識

や
価

値
観

の
変

化
を

促
進

す
る

と
い

う
社

会
貢

献
の

効
果

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

 

・
 

湖
南

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン
の

特
徴

は
、

生
活

支
援

部
分

に
あ

っ
て

も
、

機
能

を
分

け
た

ユ
ニ

ッ
ト
を

複
数

設
置

す
る

形
を

採
用

し
た

こ
と

で
す

。
つ

ま
り

、
要

医
療

・
重

度
の

方
々

に
対

応
す

る
ユ

ニ
ッ

ト
、

生
活

リ
ハ

ビ
リ
（
滋

障
協

で
は

、
こ

れ
を

「
暮

ら
し

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

」
と

位
置

づ
け

、
暮

ら
し

そ
の

も
の

が
社

会
参

加
で

あ
る

姿
を

組
み

立
て

よ
う

と
し

て
い

 
7 

基
準

で
す

。
こ
の

場
合

の
「
関

わ
る

」
と
は

、
法

人
を

経
営

す
る

、
管

理
す

る
、

勤
め

る
、
法

人
が

設
置

し
た

施
設

や
シ

ス
テ

ム
を

利
用

す
る

、
入

居
す

る
、

そ
し

て
法

人
を

支
援

す
る

と
い

う
こ

と
な

ど
を

指
し

ま
す

。
つ

ま
り

、
社

会
福

祉
法

人

滋
賀

県
障

害
児

協
会

を
経

営
・
運

営
し

、
あ

る
い

は
管

理
す

る
役

員
や

、
事

業
体

で
働

く
職

員
、

そ
し

て
運

営
す

る
事

業
体

の
入

居
者

・利
用

者
、

さ
ら

に
こ
の

組
織

の
支

援
者

・
後

援
者

に
も

、
守

り
育

て
て

欲
し

い
考

え
方

を
基

本
理

念
と

呼
ん

で
い

ま
す

。
こ
の

基
本

理
念

は
、
法

人
の

定
款

を
中

心
と

し
た

色
々

な
規

定
や

ル
ー

ル
に

も
具

体
化

さ
れ

て
い

ま
す

し
、

ま
た

、
日

常
の

営
み

に
も

現
わ

さ
れ

て
い

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

 
基

本
理

念
は

、
組

織
が

航
海

の
方

向
に

迷
っ
た

り
、

乗
組

員
の

意
見

が
異

な
っ
た

時
な

ど
に

、
原

点
へ

戻
っ

て
確

か

め
る

拠
り

処
で

も
あ

り
ま

す
。

で
す

か
ら
私

た
ち

は
、

先
ず

基
本

理
念

か
ら

出
発

し
、
航

海
途

上
に

お
い

て
も

、
基

本
理

念
か

ら
乖

離
（か

い
り＝

掛
け

離
れ

て
い

る
さま

）し
て

い
な

い
か

を
常

に
点

検
し

な
が

ら
進

ま
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
 

 

１
）
第

１
理

念
「
貢

献
（
社

会
に

役
立

つ
よ

う
努

力
し
ま
す

）」
 

＜
福

祉
施

設
と

貢
献

＞
 

 
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
設

立
の

計
画

が
検

討
さ

れ
た

時
に

は
、

す
で

に
「貢

献
」の

理
念

が
掲

げ
ら

れ
て

い
ま

し
た

。

 
社

会
福

祉
施

設
と
は

、
そ

の
施

設
を

利
用

す
る
人

に
社

会
福

祉
を

「
施

＝
ほ

ど
こ

す
」
た

め
に

「
設

＝
も
う

け
」
ら

れ
た

と
こ

ろ
と

い
う

意
味

で
す

が
、

も
う

一
つ

の
読

み
方

も
可

能
で

す
。

そ
れ

は
「
社

会
に

福
祉

を
施

す
と
こ

ろ
」
と

い
う

読
み

方
で

す
。

言
い

換
え

る
な

ら
「施

設
に

入
居

し
た

り
利

用
し
た

り
す

る
人

に
対

す
る

だ
け

で
は

な
く

、
施

設
の

周
り

で
暮

し

た
り

関
わ

り
を

持
っ
た

り
す

る
人

々
に

対
し

て
も
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

と
い

う
機

能
を

も
っ
た

「
社

会
資

源
で

あ

る
」
と

い
う

考
え

方
で

す
。
こ
の

場
合

、
「
施

す
」
と

い
う

文
字

を
「
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

」
と

読
み

直
し
た

方
が

現
代

的
な

福

祉
理

念
を
う

ま
く

表
わ

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
が

、
基

本
理

念
に

言
う

「
貢

献
」
は

こ
の

考
え

方
に

深
く

関
係

し
て

い
ま

す
。

理
念

の
補

足
文

に
は

「
社

会
に

役
立

つ
よ
う

努
力

し
ま

す
」
と

記
さ

れ
て

い
ま

す
。
こ
の

「
役

立
つ

よ
う

」
と

い
う

言
葉

が

貢
献

を
表

わ
し
た

も
の

で
す

。

 
で

は
「貢

献
＝

役
立

つ
」と

い
う
理

念
を
ど
の

よ
う
に

捉
え

る
の

か
と

い
う
こ

と
の

中
身

を
考

え
て

み
ま

し
ょ
う

。

＜
地

域
の

社
会

資
源

と
し

て
＞

 

 
法

人
経

営
と

い
う

立
場

で
「
貢

献
」
す

る
具

体
的

な
手

立
て

は
、

定
款

や
施

設
の

諸
機

能
に

端
的

に
現

さ
れ

て
い

ま

す
。
本

法
人

の
定

款
に

は
「
公

益
事

業
」
と

い
う

章
を

設
け

て
、
県

下
の

障
害

児
者

や
そ

の
家

族
へ

の
多

様
な

支
援

事

業
の

展
開

を
掲

げ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
定

款
を

具
体

的
に

執
行

す
る

経
営

陣
を
理

事
や

監
事

と
言

い
ま

す
が

、
本

法

人
の

理
事

は
名

誉
職

の
よ
う

な
こ

と
で

は
な

く
、

そ
れ

ぞ
れ

に
事

業
執

行
、

財
務

、
事

業
評

価
な

ど
の

、
経

営
担

当
が

決
め

ら
れ

、
重

点
的

に
貢

献
す

べ
き

職
務

が
明

確
化

さ
れ

て
い

ま
す

。

 
施

設
の

機
能

の
面

か
ら

も
貢

献
は

意
識

さ
れ

て
い

ま
す

。

 
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
は

、
国

内
で

も
有

数
の

面
積

や
設

備
を

装
備

す
る
こ

と
に

よ
り

、
本

格
的

な
個

室
の

実
現

や
医

療
施

設
の

充
実

、
各

種
の

付
帯

機
能

の
確

保
を

行
い

、
入

居
者

の
生

活
拡

大
の

た
め

の
条

件
整

備
を

図
っ

て
い

ま

す
が

、
こ

れ
ら
の

機
能

は
入

居
者

に
対

す
る

貢
献

だ
け

で
は

な
く

地
域

に
対

す
る

貢
献

を
も
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

・
 

グ
リ

ー
ブ

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

は
保

険
診

療
施

設
の

許
可

を
と

る
こ

と
で

、
地

域
の

住
民

や
障

害
が

あ
る

方
々

の
外

来
受

診
が

で
き

る
よ
う

に
し

ま
し
た

。
県

下
の

福
祉

施
設

で
常

勤
の

医
師

や
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

を
配

置
し

て

い
る

と
こ

ろ
は

、
も

と
も

と
病

院
機

能
を

持
つ

「
び

わ
こ

学
園

」
や

「
県

立
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
」
な

ど
以

外
で

は
県

内
で

は
少

数
で

す
。

 

・
 

シ
ョ
ー

ト
ス

テ
イ

施
設

「
ピ

ッ
ト
・
イ

ン
」
は

５
ベ

ッ
ド

と
し

、
こ

れ
ま

で
の

福
祉

施
設

の
シ

ョ
ー

ト
利

用
の

枠
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
児

童
に

も
利

用
枠

を
広

げ
、

緊
急

利
用

だ
け

で
な

く
私

的
な

理
由

で
も

使
え

る
も
の

に
な

っ
て

い
ま

す
。
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人
を

気
持

ち
よ

く
し

て
く

れ
る

と
い

う
意

味
に

解
釈

さ
れ

ま
す

。
こ

れ
ら

に
は

時
間

も
お

金
も

必
要

あ
り

ま
せ

ん
。

普
段

の

心
が

け
だ

け
で

実
行

で
き

る
も
の

で
す

。
職

員
の

や
さ

し
い

表
情

や
言

葉
に

よ
っ

て
入

居
者

が
快

適
な

暮
ら

し
を

感
じ

ら
れ

る
な

ら
、

地
域

の
方

々
も

施
設

を
訪

れ
や

す
く

、
延

い
て

は
施

設
の

諸
機

能
を

利
用

し
や

す
く

な
り

ま
す

。
う

ま
く

行
け

ば
ち

ょ
っ

と
手

伝
っ

て
み

よ
う
か

な
と

い
う

気
持

ち
も

起
き

ま
す

。
何

事
も
こ
こ

が
ス

タ
ー

ト
地

点
で

す
。

地
域

に
心

地
よ

い
風

を
運

ん
で

行
き
た

い
。
こ

れ
が

貢
献

へ
の

第
一

歩
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

同
僚

が
忙

し
い

時
や

体
調

が
不

全

な
時

に
協

力
し
た

り
、

逆
に

自
分

が
消

し
忘

れ
た

電
灯

を
誰

か
が

替
わ

っ
て

消
し

て
く

れ
た

り
と

、
相

互
協

力
は

真
の

意
味

で
の

貢
献

で
す

。
基

本
か

ら
キ

チ
ン

と
仕

事
を
は

じ
め

る
。

い
つ

も
向

上
心

を
も

っ
て

臨
む

。
こ

れ
ら
は

全
て

貢
献

の
理

念
を

具
体

化
す

る
営

み
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

 
 
＜

入
居

者
に

も
適

用
さ

れ
る

貢
献

理
念

＞
 

 
 

 
 

さ
て

、
所

属
す

る
施

設
、

地
域

や
社

会
に

役
立

と
う

と
す

る
気

持
ち

を
持

つ
と

い
う
理

念
は

、
施

設
の

入
居

者
に

も
適

用
さ

れ
ま

す
。
こ
の

法
人

や
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
、

湖
南

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン

に
関

わ
り

を
持

つ
全

て
の

人
と

い
う
か

ら
に

は
、

当
然

、
施

設
入

居
者

自
身

も
貢

献
と

い
う
理

念
に

向
か

っ
て

進
ん

で
行

く
べ

き
で

す
。
た

だ
し

、
「
あ

な
た

貢
献

し
な

さ

い
。

」
と

入
居

者
に

云
う

だ
け

で
は

全
く

不
十

分
で

す
。

施
設

を
利

用
し
た

り
、

あ
る

い
は

施
設

に
入

居
し
た

り
し

て
い

る

方
は

、
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
側

だ
・
・
・
と

言
う

位
置

か
ら

ス
タ

ー
ト
し

て
い

ま
す

か
ら

、
な

お
さ

ら
の

こ
と

。
入

居
者

に
お

い

て
も

貢
献

が
で

き
る

と
い

う
環

境
の

整
備

が
肝

要
（か

ん
よ
う）

で
す

。
 

 
 

 
た

だ
し

、
こ
こ

で
「
環

境
」
と

云
う
の

は
、

ハ
ー

ド
、

ソ
フ

ト
、
理

念
な

ど
、

全
て

に
お

い
て

の
環

境
で

す
。
福

祉
施

設
の

利
用

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

人
、

即
ち

施
設

入
居

者
・
利

用
者

は
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

る
権

利
を

有
す

る
人

々
で

す
。

そ
の

権
利

は
厳

密
に

擁
護

（よ
うご

）さ
れ

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

し
か

し
、

施
設

入
居

者
は

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

だ
け

の
存

在

で
し

ょ
う
か

？
 

い
い

え
、

決
し

て
そ

う
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 
 

 
具

体
的

な
例

を
い

く
つ

か
示

し
て

見
ま

し
ょ
う

。
例

え
ば

、
入

居
者

一
人

に
対

す
る

施
設

利
用

の
支

援
費

は
、

月
額

３

０
万

円
余

に
も

な
り

ま
す

。
し
か

も
毎

月
７

万
円

余
り
の

年
金

も
受

給
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
金

銭
的

に
見

れ
ば

、
施

設

入
居

者
は

市
民

か
ら
の

多
額

の
支

援
（
税

金
）
を

受
け

て
い

る
と

い
う
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。
こ
の

貴
重

な
税

金
は

、
施

設
に

入
れ

ば
永

久
に

そ
の

入
居

者
に

対
し

て
支

払
わ

れ
続

け
る

も
の

と
思

わ
れ

が
ち

で
す

が
、

実
は

そ
う

で
は

あ
り

ま

せ
ん

。
も

と
も

と
施

設
は

誰
に

で
も

使
わ

れ
る
べ

き
社

会
資

源
で

す
か

ら
、

少
し

で
も

サ
ー

ビ
ス

を
求

め
て

い
る
人

が
い

れ
ば

そ
の

利
用

に
答

え
る

よ
う

に
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

言
い

換
え

ま
す

と
、
ど

ん
な

に
障

害
が

重
く

て
も

、
入

居

者
に

と
っ

て
は

社
会

に
戻

っ
て

暮
し

て
い

く
た

め
の

一
時

の
住

い
で

あ
る

と
い

う
側

面
が

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

も
ち

ろ
ん

単
純

に
機

能
訓

練
を

し
て

社
会

へ
・
・
・
と

言
う

よ
う

な
こ

と
で

は
な

く
、

同
じ

入
居

者
と
の

支
え

合
い

、
家

族
や

出

身
地

域
と
の

関
係

の
維

持
、

あ
る

い
は

職
員

と
の

人
間

関
係

の
構

築
、

自
分

で
で

き
る
こ

と
を

少
し

で
も

増
や

す
等

、

入
居

者
な

り
に

貢
献

で
き

る
こ

と
は

い
く

ら
で

も
あ

り
ま

す
。
こ
の

こ
と

を
「
自

律
」と

言
い

ま
す

。
自

分
の

こ
と

を
自

分
で

考

え
て

自
分

で
社

会
に

立
ち

向
か

っ
て

い
く

営
み

の
自

覚
。

つ
ま

り
障

害
が

あ
っ

て
も

、
ま
た

、
ど

ん
な

環
境

に
い

て
も

「
自

立
・
自

律
」
に

向
か

っ
て

進
ん

で
い

く
と

い
う

生
き

方
の

選
択

を
求

め
ら

れ
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

す
。
こ
の

こ
と
は

市

民
や

納
税

者
に

対
し

て
、

入
居

者
に

課
せ

ら
れ

た
責

務
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
施

設
の

利
用

を
心

待
ち

に
し

て

い
る

自
分

に
続

く
方

々
へ

の
貢

献
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

 

 
 

 
さ

て
、

自
分

で
自

分
の

こ
と

を
よ

り
自

然
な

形
で

意
識

出
来

る
よ
う

に
と

、
個

室
が

準
備

さ
れ

ま
し
た

。
自

分
の

好
み

で

部
屋

を
飾

る
こ

と
も

、
自

分
だ

け
の

秘
密

を
守

る
こ

と
も

、
気

の
合

う
人

を
泊

め
る
こ

と
も

出
来

ま
す

。
社

会
で

生
き

て
い

く
力

＝
社

会
生

活
力

を
身

に
つ

け
る
こ

と
に

対
す

る
自

覚
を

「
自

律
」
と

考
え

れ
ば

良
い

と
思

い
ま

す
。

職
員

は
こ
の

「
自

律
」
を

促
進

す
る
た

め
の

支
援

を
行

う
役

割
を

担
っ

て
い

ま
す

。
こ
の

支
援

技
術

は
単

に
ア

テ
ン

ダ
ン

ト
技

術
の

範

疇
（は

ん
ち

ゅ
う）

で
は

説
明

が
出

来
な

い
も
の

で
す

。
言

い
代

え
れ

ば
、

職
員

自
身

の
人

生
観

に
も

深
く

関
わ

る
も
の

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。
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ま
す

）
ユ

ニ
ッ

ト
、

そ
し

て
、

自
立

（
自

律
）生

活
体

験
（
自

立
体

験
＋

Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
）の

ユ
ニ

ッ
ト
で

す
。

 

・
 

特
に

、
自

立
生

活
体

験
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
、

期
間

を
定

め
て

生
活

拠
点

を
街

の
中

へ
移

す
こ

と
を

前
提

に
暮

ら
し

を

組
み

立
て

る
こ

と
が

、
予

め
プ

ロ
グ

ラ
ム

さ
れ

ま
す

。
ま
た

、
施

設
に

居
な

が
ら

も
、

街
や

企
業

へ
の

仕
事

通
じ
た

参
加

を
想

定
し
た

Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
（
ス

モ
ー

ル
オ

フ
ィ

ス
、

ホ
ー

ム
オ

フ
ィ

ス
）
も

設
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
熱

心
で

良
質

な
仕

事
が

実
現

で
き

れ
ば

、
そ

れ
自

体
が

社
会

貢
献

で
す

。
 

・
 

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
事

業
に

お
い

て
は

、
地

域
で

の
生

活
を

支
援

す
る

と
い

う
点

に
、

よ
り

重
き

を
お

い
た

運
用

が
行

わ
れ

ま
す

。
レ

ス
パ

イ
ト
（
介

護
者

・
家

族
等

と
障

害
者

本
人

の
休

息
を

援
助

す
る
）
の

観
点

か
ら
の

組
み

立
て

が

一
層

重
要

に
な

り
ま

す
。

地
域

生
活

は
、

ポ
イ

ン
ト
を

抑
え

た
支

援
が

あ
れ

ば
、

よ
り

安
定

し
て

継
続

す
る
こ

と
が

で

き
ま

す
し

、
地

域
で

の
孤

立
を

防
ぎ

、
ま
た

、
自

立
へ

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

に
対

す
る

不
安

を
緩

和
す

る
機

能
を

担
う
こ

と
で

、
地

域
生

活
の

拡
充

に
貢

献
し

ま
す

。
こ

れ
ま

で
の

、
施

設
に

お
預

か
り

し
ま

す
、

あ
る

い
は

、
い

つ
で

も
ご

利

用
下

さ
い

と
い

う
運

用
か

ら
、

一
歩

進
め

て
、
障

害
が

あ
る

市
民

が
資

源
を

活
用

し
な

が
ら

、
よ

り
快

適
な

地
域

暮

ら
し

を
演

出
で

き
る

サ
ポ

ー
ト
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト
が

、
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

の
根

幹
に

な
り

ま
す

。
 

・
 

通
所

療
護

施
設

に
お

い
て

は
、

毎
日

通
う

方
か

ら
、

週
に

１
～

2
回

の
利

用
の

方
ま

で
、

多
様

な
受

け
止

め
を

行

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

他
の

作
業

所
等

と
の

並
行

利
用

や
機

能
訓

練
な

ど
が

可
能

に
な

り
ま

す
。

特
に

、
中

途
障

害
の

方
々

に
と

っ
て

は
、

医
療

的
な

リ
ハ

ビ
リ

と
生

活
リ

ハ
ビ

リ
を

適
度

に
混

在
さ

せ
つ

つ
、

地
域

で
の

生
活

を
継

続
す

る
こ

と
を

支
え

る
機

能
を

持
っ

て
い

ま
す

。
 

・
 

か
い

つ
ぶ

り
診

療
所

は
、

湖
北

タ
ウ

ン
ホ

ー
ム
（
グ

リ
ー

ブ
ク

リ
ニ

ッ
ク
）
と

同
様

に
、

施
設

利
用

者
へ

の
診

療
に

合

わ
せ

て
、

対
外

的
な

保
険

診
療

を
開

始
し

ま
す

が
、

医
療

機
関

が
少

な
い

湖
北

と
は

少
し

趣
が

違
う

取
り

組
み

が

必
要

に
な

り
ま

す
。

先
述

の
小

児
保

健
医

療
セ

ン
タ

ー
の

対
象

者
や

成
人

病
セ

ン
タ

ー
利

用
者

の
狭

間
に

入
る

成
人

障
害

者
に

対
す

る
医

療
的

支
援

が
、

分
担

す
べ

き
役

割
で

あ
ろ
う

と
考

え
ま

す
。

 

・
 

今
後

、
湖

南
ホ

ー
ム

タ
ウ

ン
で

は
、

ヘ
ル

パ
ー

セ
ン

タ
ー

や
訪

問
看

護
セ

ン
タ

ー
、

相
談

セ
ン

タ
ー

な
ど

を
本

体

施
設

の
安

定
状

況
と

政
策

・
制

度
の

動
向

を
見

比
べ

な
が

ら
整

備
を

検
討

す
る

予
定

で
す

。
 

・
 

ま
た

、
ホ

ー
ム

タ
ウ

ン
の

整
備

の
1
0
年

以
上

前
か

ら
、

湖
南

圏
域

を
対

象
と

し
た

、
湖

南
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｓ
と

い
う

事
業

も
展

開
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

、
地

域
通

貨
を

活
用

し
た

互
助

的
な

事
業

で
、

制
度

外
の

支
援

に
積

極
的

に
取

り
組

ん

で
い

ま
す

。
今

後
、

公
助

と
自

助
の

中
間

に
必

要
と

さ
れ

る
「互

助
」
の

典
型

的
シ

ス
テ

ム
と

し
て

、
地

域
の

新
た

な

ニ
ー

ズ
の

開
拓

に
貢

献
す

る
も
の

と
思

わ
れ

ま
す

。
 

＜
社

会
貢

献
の

実
現

に
向

け
て

＞
 

 
さ

て
、
こ
う

し
た

貢
献

を
実

践
す

る
に

は
、

第
１

に
、

貢
献

を
実

施
す

る
「
組

織
の

組
立

」
が

貢
献

を
考

慮
に

入
れ

た
も

の
で

あ
る
こ

と
。

そ
し

て
、

第
２

に
は

、
施

設
に

お
い

て
、

所
属

す
る
社

会
に

役
立

つ
「
運

営
シ

ス
テ

ム
」
が

構
築

さ
れ

る

こ
と

が
必

要
で

す
。

施
設

建
設

計
画

の
初

期
か

ら
企

画
さ

れ
て

い
た

こ
れ

ら
貢

献
の

た
め

の
諸

機
能

や
、

設
備

の
整

備
目

的
を

違
え

る
こ

と
な

く
実

際
に

運
用

す
る
こ

と
は

、
こ
の

施
設

に
勤

め
る

者
の

責
務

で
す

。
た

だ
単

に
施

設
内

の

入
居

者
へ

の
介

護
・
医

療
状

況
の

向
上

だ
け

で
は

な
く

、
法

人
経

営
や

施
設

運
営

に
役

立
と
う

と
す

る
姿

勢
、

ま
た

、

職
員

相
互

の
協

力
的

な
人

間
関

係
構

築
や

所
属

す
る

地
域

へ
の

貢
献

を
自

覚
し
た

行
動

が
社

会
福

祉
法

人
滋

賀

県
障

害
児

協
会

の
職

員
に

は
求

め
ら

れ
て

い
る
の

で
す

。

 
で

は
ど
う

す
れ

ば
、

忙
し

い
中

で
そ

の
よ
う

な
取

り
組

み
が

で
き

る
の

で
し

ょ
う
か

。
日

々
の

業
務

だ
け

で
も

厳
し

い
と

思
え

る
の

に
、

施
設

外
の

地
域

住
民

に
ま

で
も

…
…

な
ど

と
、

つ
い

つ
い

考
え

て
し

ま
い

が
ち

で
す

。
そ

ん
な

時
は

と
り

あ
え

ず
「
明

る
い

挨
拶

」
か

ら
は

じ
め

て
下

さ
い

。
外

来
者

に
対

す
る

だ
け

で
な

く
同

僚
に

も
、

入
居

者
に

対
し

て
も

…

…
で

す
。

古
い

仏
教

の
教

え
に

「
和

顔
悦

色
施

（わ
が

ん
え

つ
じ
き

せ
）」

と
い

う
も
の

が
あ

り
ま

す
。

和
や

か
な

表
情

そ
の

も
の

が
人

を
和

ま
せ

る
施

し
で

あ
る

と
言

う
意

味
で

す
。

同
様

に
「
言

辞
施

（げ
ん

じ
せ

）」
と

い
う

施
し

も
、

や
さ

し
い

言
葉

か
け

が

80
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は
当

然
で

す
。

入
居

者
・
利

用
者

に
よ

り
良

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。
・
・
・
こ

れ
も

ま
た

、
当

た
り

前
と

言
え

ば
当

た
り

前
過

ぎ
ま

す
。

所
属

す
る

地
域

へ
の

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
貢

献
す

る
。

・
・
・
こ

れ
も

大
切

で
し

ょ
う

。
法

人
や

施
設

の
情

報

を
積

極
的

に
公

開
す

る
。

・
・
・少

し
配

当
ら

し
く

な
っ

て
き

ま
し
た

。
出

資
し

て
く

だ
さ

っ
た

多
方

面
の

期
待

に
応

え
る

努

力
は

、
開

設
後

何
年

経
と
う
と

忘
れ

る
こ

と
が

あ
っ

て
は

な
り

ま
せ

ん
。

＜
事

業
経

営
者

と
創

造
理

念
＞

 

 
前

項
に

お
い

て
、
こ
の

施
設

の
経

営
者

は
社

会
福

祉
法

人
滋

賀
県

障
害

児
協

会
で

あ
る

と
云

い
ま

し
た

。
社

会
福

祉
の

た
め

の
法

人
を
社

会
福

祉
法

人
と

云
い

ま
す

。
法

人
の

経
営

体
制

は
理

事
会

と
評

議
員

会
と

い
う

、
二

種
類

の

役
員

会
と

監
事

お
よ

び
参

与
と

い
う

役
員

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
理

事
会

の
役

割
は

、
会

社
で

言
う

取
締

役

会
の

よ
う

な
も
の

で
す

。
代

表
取

締
役

に
相

当
す

る
の

が
理

事
長

で
す

。

 
さ

て
、

一
般

の
会

社
と

最
も

違
う

点
は

、
取

締
役

で
あ

る
理

事
長

以
下

全
て

の
役

員
が

ほ
ぼ

無
報

酬
で

こ
の

任
を

引

き
受

け
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

す
。

商
法

上
の

法
人

で
あ

る
株

式
会

社
な

ど
で

は
、

役
員

報
酬

と
い

う
も
の

が
認

め
ら

れ

て
い

ま
す

。
普

通
は

、
経

営
に

あ
た

る
役

員
は

こ
の

報
酬

を
得

る
た

め
に

役
員

を
引

き
受

け
て

い
る
の

で
す

が
、
社

会

福
祉

法
上

の
法

人
で

あ
る
社

会
福

祉
法

人
で

は
、

ほ
ん

の
少

し
前

ま
で

報
酬

が
認

め
ら

れ
て

い
ま

せ
ん

で
し
た

。
（
近

年
に

な
っ

て
、
会

計
基

準
が

改
正

さ
れ

、
業

務
の

実
態

に
応

じ
て

、
費

用
の

実
費

弁
済

の
よ
う

な
趣

旨
で

の
報

酬
を

設

け
る
こ

と
が

で
き

る
よ
う

に
な

り
ま

し
た

が
・
・
・
。
）
と
こ

ろ
が

、
事

業
を

失
敗

し
た

時
の

責
任

は
、
会

社
で

は
株

式
出

資
の

範
囲

に
お

い
て

有
限

責
任

で
あ

る
の

に
対

し
て

、
社

会
福

祉
法

人
の

役
員

は
無

限
責

任
で

す
。

事
業

に
失

敗
し
た

ら
、

家
ま

で
も

売
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

時
が

あ
り

ま
す

。
い

わ
ば

、
大

変
大

き
な

リ
ス

ク
を

背
負

い
な

が
ら

も
無

償
で

奉
仕

す
る

と
い

う
の

が
、
社

会
福

祉
法

人
の

経
営

者
に

課
せ

ら
れ

て
い

る
義

務
で

す
。

一
般

社
会

の
常

識
で

は
到

底
考

え

ら
れ

な
い

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
で

、
こ
の

法
人

は
運

営
さ

れ
て

い
る
の

で
す

。

 
評

議
員

会
は

、
普

通
の

会
社

に
は

あ
り

ま
せ

ん
。
こ

れ
は

国
の

機
関

で
言

う
な

ら
ば

、
理

事
会

が
内

閣
で

あ
り

、
評

議

員
会

が
国

会
の

よ
う

な
役

割
を

も
っ

て
い

ま
す

。
会

社
に

当
て

は
め

れ
ば

、
株

主
総

会
の

よ
う

な
役

割
と

で
も

い
う
の

で

し
ょ
う
か

、
法

人
の

経
営

や
運

営
を

評
議

（
相

談
し

て
評

価
・
確

認
す

る
）
す

る
権

能
と

責
任

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ

な
り

に

手
間

の
か

か
る

業
務

を
分

担
し

て
い

ま
す

が
、

や
は

り
無

報
酬

で
す

。
こ

れ
ら

役
員

の
方

々
の

夢
や

期
待

は
何

で
し

ょ

う
か

。
何

の
報

酬
も

な
く

手
間

の
か

か
る

仕
事

を
引

き
受

け
、

場
合

に
よ

れ
ば

重
大

な
責

任
と

い
う

リ
ス

ク
を

負
わ

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

 
こ

れ
に

対
す

る
見

返
り
は

何
な

の
で

し
ょ
う
か

。
こ
の

よ
う

な
責

任
に

、
ど
の

よ
う

に
報

い
れ

ば
良

い
の

で
し

ょ
う
か

。
出

資
者

に
対

す
る

配
当

以
上

に
、

丁
寧

な
運

営
内

容
の

開
示

や
報

告
が

必
要

で
あ

る
こ

と
は

言
う

ま
で

も
あ

り
ま

せ
ん

。

経
営

の
責

任
を

負
う
人

の
や

る
気

が
出

る
よ
う

な
仕

組
み

作
り

が
不

可
欠

の
要

素
に

な
ろ
う

と
思

い
ま

す
。

 
理

事
会

が
取

締
役

会
な

ら
、
理

事
は

取
締

役
で

す
。

し
か

し
、

従
来

の
社

会
福

祉
法

人
で

は
、
法

人
経

営
の

当
事

者
と

い
う

よ
り

、
名

誉
職

の
よ
う

な
存

在
と

し
て

扱
わ

れ
て

き
ま

し
た

。
し
か

し
、

当
法

人
で

は
各

理
事

に
役

割
を

分
担

し

て
い

た
だ

い
て

、
経

営
当

事
者

と
し

て
の

機
能

を
発

揮
し

て
も

ら
お

う
と

工
夫

し
て

い
ま

す
。

経
営

者
の

姿
勢

や
方

針

が
し

っ
か

り
し

て
い

な
い

と
、

現
場

は
ど
ち

ら
へ

向
か

え
ば

良
い

か
分

ら
な

く
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
常

に
現

場
の

状
況

、

つ
ま

り
風

向
き

が
ど
う
か

、
波

の
高

さ
は

ど
う
か

、
乗

組
員

の
士

気
は

ど
う
か

、
乗

船
客

の
具

合
は

ど
う
か

等
を

正
確

に

伝
え

、
役

員
会

が
あ

る
た

び
に

方
向

性
に

対
す

る
指

示
を

受
け

る
よ
う

に
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
が

、
経

営
者

と
現

場
の

つ

な
ぎ

役
を

し
て

い
る

管
理

職
員

の
責

務
で

す
。

経
営

者
は

こ
れ

ら
の

情
報

が
し

っ
か

り
し

て
い

る
と

、
適

宜
、

自
ら
の

目

で
も
航

海
の

状
態

を
把

握
し

つ
つ

、
出

帆
し
た

所
期

の
目

的
・
方

向
に

正
し

く
進

ん
で

い
る
の

か
、
目

標
を

勝
手

に
変

え
て

い
な

い
か

等
を

確
か

め
、

も
し

乗
船

客
が

と
て

も
喜

ん
で

お
ら

れ
る

な
ら

、
も
う

一
艘

建
造

し
よ
う
か

と
か

、
今

度
は

、

タ
イ

プ
の

違
う

船
足

が
速

い
小

型
船

を
考

え
よ
う
か

・
・
・
と

、
経

営
の

夢
を

膨
ら

ま
せ

る
こ

と
が

出
来

る
の

で
す

。
こ
の

楽

し
み

が
な

く
な

れ
ば

経
営

の
意

欲
は

薄
れ

て
し

ま
い

ま
す

。
ま

し
て

無
報

酬
で

手
間

と
責

任
ば

か
り
か

か
る
の

で
は

嫌
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２
）
第

２
理

念
「
創

造
（
創

業
の

夢
を
忘

れ
ず

頑
張

り
ま
す

）
」
 

 
 
＜

事
業

と
し

て
の

社
会

福
祉

＞
 

 
社

会
福

祉
も

事
業

の
一

つ
で

す
。

事
業

を
始

め
る

と
き
は

そ
れ

な
り
の

苦
労

と
楽

し
み

が
あ

り
ま

す
。

個
人

の
事

業
で

も
商

売
で

も
、

あ
る

い
は

会
社

で
も

そ
の

業
種

に
よ

っ
て

様
々

な
準

備
の

苦
労

と
物

事
を

始
め

る
と
き
の

期
待

に
満

ち

た
夢

と
も

い
う
べ

き
も
の

が
あ

り
ま

す
。

 
か

つ
て

社
会

福
祉

は
慈

善
事

業
か

ら
出

発
し

、
近

代
で

は
社

会
事

業
の

ひ
と

つ
に

位
置

付
け

ら
れ

て
き

ま
し
た

が
、

今
日

で
は

新
し

い
産

業
の

一
分

野
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

よ
う

と
し

て
い

ま
す

。
そ

う
言

う
意

味
で

は
、
社

会
福

祉
施

設

で
あ

る
「
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
」
の

経
営

や
「
湖

南
ホ

ー
ム

タ
ウ

ン
」
の

開
設

は
、

新
し

い
産

業
に

属
す

る
新

規
事

業
の

創
業

と
言

え
ま

す
。

 
さ

て
、

創
業

に
は

ど
ん

な
事

業
に

あ
っ

て
も

共
通

し
た

苦
労

と
夢

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
創

業
に

関
わ

っ
た

立
場

に
よ

っ
て

、
苦

労
も

夢
も

違
い

ま
す

。
通

常
の

事
業

で
は

、
開

発
者

の
立

場
、

出
資

者
（
株

主
等

）
の

立
場

、
経

営
者

の
立

場
、

労
働

者
の

立
場

と
い

う
よ
う

な
分

類
に

な
ろ
う
か

と
思

い
ま

す
が

、
障

害
者

福
祉

で
は

ど
の

よ
う

に
な

る
の

で
し

ょ
う

か
。

＜
事

業
開

発
者

と
創

造
理

念
＞

 

 
先

ず
、

第
一

の
立

場
と

し
て

の
開

発
者

に
つ

い
て

。

 
障

害
者

福
祉

施
設

の
開

発
者

は
、
こ
う

し
た

施
設

が
欲

し
い

と
思

っ
て

建
設

の
運

動
を

し
た

人
々

に
な

ろ
う
か

と
思

い

ま
す

。
主

と
し

て
障

害
が

あ
る

方
々

の
ご

家
族

や
障

害
者

ご
本

人
に

あ
た

る
人

達
で

す
。
こ
の

方
々

は
開

発
者

と
し

て

の
役

割
も

担
っ

て
い

ま
す

が
、

施
設

に
自

分
の

子
弟

や
家

族
を

入
居

さ
せ

た
い

と
か

、
自

ら
入

っ
て

暮
し

て
み

た
い

と

思
う

受
益

者
で

も
あ

り
ま

し
た

。
開

発
者

で
あ

り
受

益
者

で
も

あ
る

と
い

う
人

が
関

わ
っ

て
い

る
と

い
う
の

が
、
こ
の

事
業

の
特

徴
の

一
つ

で
す

。
で

は
、
こ
の

立
場

の
人

達
に

と
っ

て
、

創
業

は
実

り
多

い
も
の

で
あ

っ
た

で
し

ょ
う
か

？
 

実
は

、

こ
の

点
に

お
い

て
深

刻
な

事
態

が
生

じ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
例

え
ば

、
一

所
懸

命
に

「
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
」
を

創
ろ

う
と

運
動

し
、

募
金

活
動

を
展

開
し
た

方
々

の
多

く
が

、
こ
の

施
設

に
入

居
・
利

用
で

き
な

か
っ
た

の
で

す
。
こ

れ
は

ど
う

言

う
こ

と
で

し
ょ
う
か

？
 

最
も

大
き

い
理

由
は

福
祉

施
設

利
用

に
係

る
制

度
に

よ
る

も
の

で
す

。
し
か

し
、
こ
の

点
に

つ
い

て
は

、
項

を
改

め
て

述
べ

た
い

と
思

い
ま

す
の

で
、
こ
こ

で
は

詳
し

く
触

れ
ま

せ
ん

。
い

ず
れ

に
し

ろ
、

開
発

者
兼

受
益

者
の

多
く

が
、

開
発

の
た

め
の

膨
大

な
苦

労
に

も
関

わ
ら

ず
、

そ
の

夢
を

実
現

で
き

な
か

っ
た

の
で

す
。

 
言

い
換

え
れ

ば
、

「
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
丸

」
は

沢
山

の
事

業
開

発
者

の
夢

を
積

み
残

し
た

ま
ま
の

「
出

帆
」
で

あ
っ
た

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
で

す
か

ら
、
私

達
に

は
積

み
残

し
の

「
夢

」
が

あ
る

と
い

う
こ

と
を

い
つ

も
心

に
留

め
て

、
日

々
の

業

務
に

当
た

ら
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

＜
事

業
へ

の
出

資
者

と
創

造
理

念
＞

 

 
次

に
、

出
資

者
の

立
場

に
つ

い
て

。

 
こ
の

事
業

に
お

い
て

、
企

業
の

株
主

に
あ

た
る

出
資

者
と

云
う

立
場

の
人

を
挙

げ
る

と
す

れ
ば

、
次

の
３

者
で

あ
ろ
う

と
思

い
ま

す
。

第
１
は

、
建

設
補

助
金

を
準

備
し

提
供

し
て

い
た

だ
い

た
行

政
機

関
、

第
２
は

、
善

意
の

募
金

を
下

さ
っ

た
方

々
や

日
本

財
団

や
馬

主
財

団
な

ど
、

そ
し

て
第

３
は

、
募

金
活

動
を

展
開

し
た

滋
賀

県
障

害
児

者
と

父
母

の
会

連
合

会
の

方
々

な
ど

で
す

。
た

だ
し

、
行

政
の

財
源

は
税

金
を
基

本
に

し
て

い
ま

す
か

ら
、

第
１

に
つ

い
て

は
、

市
民

と
置

き
換

え
る
こ

と
も

で
き

よ
う
か

と
思

い
ま

す
。
こ

れ
ら
の

出
資

者
の

期
待

と
夢

を
実

現
す

る
こ

と
が

こ
の

施
設

に
課

せ

ら
れ

た
責

務
で

あ
る
こ

と
は

言
う

ま
で

も
あ

り
ま

せ
ん

。
株

主
に

は
配

当
と

い
う

見
返

り
や

株
価

の
値

上
が

り
と

い
う

楽
し

み
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
ら
の

出
資

者
に

は
何

を
配

当
す

べ
き

な
の

で
し

ょ
う
か

。
建

物
や

設
備

を
大

切
に

使
う

。
・
・
・
こ

れ

81
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き
な

け
れ

ば
、

タ
ウ

ン
ホ

ー
ム

丸
の

乗
組

員
と
は

言
え

ま
せ

ん
。
ど

ん
な

苦
労

も
、

夢
の

実
現

に
向

か
っ

て
進

ん
で

い
る

か
ら
こ

そ
い

つ
か

報
わ

れ
る

と
知

る
べ

き
で

す
。

 

 

３
、
第

三
理

念
「育

成
（未

来
に

向
か

っ
て

育
ち

合
い

ま
す

）」
 

＜
育

成
の

意
味

＞
 

 
育

成
と

い
う

表
現

か
ら
は

、
親

が
子

供
を

、
教

師
が

生
徒

を
、

あ
る

い
は

先
輩

が
後

輩
を

育
て

る
と

い
う
こ

と
を

指
し

て

い
る

と
思

い
勝

ち
で

す
が

、
こ

と
、

育
ち

の
実

態
か

ら
云

え
ば

、
簡

単
に

教
え

る
側

と
教

え
ら

れ
る

側
と

い
う

組
み

立
て

が
で

き
ま

せ
ん

。
ど
の

親
も

、
１
人

目
よ

り
２
人

目
、

２
人

目
よ

り
３
人

目
と

経
験

を
重

ね
る

に
つ

れ
て

、
親

ら
し

く
な

っ
て

い
き

ま
す

。
最

初
は

、
闇

雲
だ

っ
た

子
育

て
も

、
２
人

目
と

な
れ

ば
、

「
あ

あ
な

る
ほ

ど
・
・
・
。

」と
い

う
感

じ
で

、
多

少
気

分

的
に

も
ゆ

と
り

を
も

っ
て

対
応

す
る
こ

と
が

出
来

る
よ
う

に
な

り
ま

す
。

そ
れ

が
３
人

目
と

も
な

れ
ば

、
か

な
り
の

ベ
テ

ラ
ン

の
親

と
し

て
、

子
供

が
多

少
熱

を
出

し
て

も
右

往
左

往
す

る
こ

と
な

く
適

切
な

判
断

が
出

来
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

云
い

か
え

れ
ば

、
子

供
に

よ
っ

て
親

が
育

て
ら

れ
る
の

で
す

。
こ
の

現
象

は
人

類
が

始
ま

っ
て

以
来

、
連

綿
と

世
代

交
代

の

度
に

く
り

返
さ

れ
て

き
ま

し
た

。

 
実

は
、

子
育

て
に

限
ら

ず
、

経
験

と
言

う
も
の

は
経

験
者

で
あ

る
そ

の
人

自
身

を
育

て
て

く
れ

ま
す

。
い

つ
の

時
代

も
、

ど
の

分
野

に
お

い
て

も
育

て
る
（教

え
る
）
役

を
し

て
い

る
つ

も
り

が
、

自
分

自
身

の
成

長
を

実
感

す
る

と
い

う
経

験
を

持

つ
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て
き

ま
し
た

。
こ

れ
に

は
、

大
き

く
分

け
て

２
つ

の
側

面
が

あ
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
１

つ
は

育
て

る
（
教

え
る
）
と

い
う
こ

と
を

身
に

つ
け

て
行

く
と

い
う
こ

と
で

す
。

経
験

を
積

む
事

に
よ

っ
て

、
教

え
方

が
上

手
に

な
る

。
つ

ま
り

よ
い

教
育

者
に

育
っ

て
行

く
と

い
う
こ

と
で

す
。

２
つ

目
は

、
育

て
る
た

め
に

自
分

の
技

術
を

お
浚

い
し
た

り
確

か
め

直

し
た

り
す

る
と
か

、
育

っ
て

行
く
人

と
の

関
係

で
相

手
の

人
柄

か
ら
人

格
的

な
影

響
を

受
け

た
り

・
・
・
と

、
自

分
自

身
が

人
格

的
に

も
成

長
す

る
こ

と
で

す
。
こ
う

し
た

こ
と
か

ら
、

育
て

る
側

が
育

つ
現

象
が

起
こ

る
と

言
う

意
味

で
「
共

育
」
と

い

う
言

葉
が

使
わ

れ
た

り
し

ま
す

。

＜
育

成
と

共
育

＞
 

 
あ

る
時

、
新

人
の

実
地

研
修

で
こ

ん
な

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

。
そ

れ
は

、
オ

ム
ツ
の

当
て

方
が

教
え

る
先

輩
職

員
に

よ
っ

て
異

な
る

と
い

う
こ

と
で

、
そ

の
新

人
職

員
は

ど
ち

ら
の

方
法

を
身

に
つ

け
た

ら
良

い
か

判
ら

な
い

と
悩

ん
だ

・
・
・
と

い
う

出
来

事
で

す
。

教
え

た
そ

れ
ぞ

れ
の

先
輩

職
員

は
、

自
分

の
方

法
が

よ
り

良
い

と
思

っ
て

そ
の

方
法

を
選

ん
で

い
た

の
だ

そ
う

で
す

。
そ

れ
は

そ
れ

で
、

熱
心

な
改

善
意

欲
で

あ
り

、
叱

ら
れ

る
こ

と
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
し
か

し
、

集
団

が
集

団
に

対
応

す
る

と
い

う
生

活
環

境
の

中
で

は
、

重
要

な
こ

と
を

忘
れ

て
い

た
と

言
わ

ざ
る

を
得

ま
せ

ん
。

そ
れ

は
、

よ
り

良
い

と
思

っ
た

オ
ム

ツ
の

当
て

方
を

他
の

職
員

に
対

し
て

周
知

徹
底

し
な

か
っ
た

と
言

う
点

で
す

。
こ
の

手
続

は
組

織

的
な

業
務

体
制

で
は

不
可

欠
で

、
こ

と
と
次

第
に

よ
っ

て
は

事
故

さ
え

誘
発

し
か

ね
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
何

人
か

が
協

議
を

行
い

、
ケ

ー
ス

担
当

者
が

最
終

的
な

介
護

方
法

（
ケ

ー
ス

マ
ニ

ュ
ア

ル
）
を

決
定

す
る

と
い

う
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

、
介

護
手

順
な

ど
業

務
上

の
変

更
を

行
う

際
に

は
、

変
更

さ
れ

た
手

順
の

周
知

徹
底

を
図

る
と

い
う

組
織

ル
ー

ル
が

再
確

認
さ

れ
ま

し
た

。
結

果
と

し
て

、
組

織
は

業
務

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
ル

ー
ル

の
重

要
性

や
新

人
研

修
の

際
の

手
順

を
学

習

す
る
こ

と
が

で
き

ま
し
た

。
ま

さ
に

、
教

え
る

と
い

う
行

為
に

よ
っ

て
教

え
る

側
が

教
え

ら
れ

、
結

果
と

し
て

共
に

成
長

し
た

の
で

す
。

 
こ
の

よ
う

に
、
人

は
あ

ら
ゆ

る
関

係
に

お
い

て
育

て
育

て
ら

れ
、

共
に

育
っ

て
行

く
の

に
違

い
あ

り
ま

せ
ん

。
こ

れ
は

、

新
人

職
員

と
先

輩
職

員
と
の

関
係

だ
け

で
な

く
、

上
司

と
部

下
、

同
僚

同
士

に
お

い
て

も
そ

う
で

あ
り

、
も
ち

ろ
ん

言
う
ま

で
も

な
く

職
員

と
入

居
者

・
利

用
者

に
お

い
て

も
、

あ
る

い
は

、
入

居
者

間
に

お
い

て
も

同
様

で
あ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。
こ

の
時

、
共

に
育

つ
と

い
う
こ

と
の

奥
に

は
、

お
互

い
が

支
え

、
支

え
ら

れ
て

い
る

関
係

で
あ

る
と

い
う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
互

助
的

関
係

と
い

う
点

に
思

い
を

ふ
く

ら
ま

す
こ

と
が

出
来

れ
ば

、
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
や

ホ
ー

ム
タ

ウ
ン

で
暮

し
た

り
、

働
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に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

経
営

者
は

現
場

と
の

連
携

を
常

に
密

に
し

て
、

当
初

の
目

的
を

確
認

し
な

が
ら

、
次

へ
の

夢

を
見

据
え

る
の

が
役

割
で

あ
る

と
言

え
ま

す
。

 

※
 

参
与

＝
識

者
が

相
談

に
あ

た
る

役
を

す
る
こ

と
 

＜
事

業
体

に
お

け
る

労
働

者
と

創
造

理
念

＞
 

 
更

に
、

労
働

者
の

立
場

に
つ

い
て

も
考

え
て

見
ま

し
ょ
う

。

 
労

働
者

は
、
法

人
か

ら
雇

用
さ

れ
て

現
場

に
配

属
さ

れ
、

賃
金

の
対

価
と

し
て

の
労

働
を

提
供

し
ま

す
。

労
働

者
は

自
己

の
健

康
と

安
全

を
守

り
な

が
ら

働
き

つ
づ

け
る

権
利

を
保

障
さ

れ
て

い
ま

す
。
こ

れ
は

労
働

者
の

労
働

者
た

る
所

以
（ゆ

え
ん

＝
意

味
、わ

け
）で

す
。

で
は

、
職

員
は

、
ど

ん
な

職
場

で
も

良
い

と
思

っ
て

就
職

し
た

の
で

し
ょ
う
か

。
き

っ
と

そ
う
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
こ
の

仕
事

が
、

重
い

障
害

が
あ

る
方

々
の

生
活

を
支

え
る

労
働

で
あ

る
と

い
う
こ

と
を

自
覚

し
て

求
職

し
て

来
た

筈
で

す
。

そ
の

よ
う

な
職

種
で

あ
る

と
言

う
説

明
も

受
け

て
受

験
し
た

の
に

違
い

あ
り

ま
せ

ん
。
こ
の

法
人

の

基
本

的
な

理
念

や
何

を
目

指
し

て
い

る
の

か
も

一
応

理
解

し
た

上
で

職
に

就
い

た
の

に
違

い
あ

り
ま

せ
ん

。

 
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
開

所
に

向
け

た
初

め
て

の
新

人
職

員
研

修
で

は
、

自
分

た
ち

の
力

で
こ
の

施
設

を
国

内
で

も

有
数

の
処

遇
レ

ベ
ル

の
高

い
施

設
に

し
よ
う

と
い

う
意

気
込

み
が

あ
っ
た

こ
と

を
記

憶
し

て
い

ま
す

し
、

開
所

当
初

の
３

か
月

間
は

毎
週

の
新

入
居

者
の

受
け

入
れ

と
介

護
方

法
の

確
認

・
申

し
送

り
に

寝
食

を
忘

れ
て

取
り

組
ん

だ
事

を
覚

え
て

い
ま

す
。

 
あ

る
職

員
が

こ
の

よ
う

に
表

現
し

ま
し
た

。
「
も
の

す
ご

く
し

ん
ど

い
け

ど
、

む
ち

ゃ
く
ち

ゃ
面

白
い

。
」
と

。
そ

し
て

こ
う

も

言
っ

て
い

ま
し
た

。
「
後

か
ら

来
る

職
員

は
、
こ
の

オ
モ

シ
ロ

サ
を

体
験

で
き

ん
の

や
ろ
う
か

？
」
と

・
・
・
。

創
業

の
醍

醐

味
は

、
過

酷
な

労
働

を
す

る
職

員
に

し
て

さ
え

こ
の

よ
う

な
も
の

で
あ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。
こ
の

楽
し

さ
と

手
応

え
を

忘
れ

て
は

い
か

に
も

も
っ
た

い
な

い
・
・
・
と

思
う
の

は
私

一
人

で
は

な
い

で
し

ょ
う

。
創

業
の

手
応

え
を

常
に

新
し

い
職

員
へ

伝
え

て
行

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

＜
チ

ャ
レ

ン
ジ

ャ
ー

と
し

て
＞

 

 
で

は
、

後
か

ら
就

職
す

る
職

員
に

対
し

て
、
ど
う

す
れ

ば
創

業
の

夢
を

引
き

継
が

ぐ
こ

と
が

出
来

る
の

で
し

ょ
う
か

。
創

業
の

手
応

え
の

よ
う

な
感

覚
は

、
ど
の

施
設

に
お

い
て

も
、
た

っ
た

一
回

限
り
の

こ
と

な
の

で
し

ょ
う
か

。
そ

の
答

え
は

ノ

ー
で

す
。

何
故

な
ら

、
こ
の

法
人

で
は

、
経

営
者

の
立

場
の

と
こ

ろ
で

も
触

れ
ま

し
た

よ
う
に

、
事

業
拡

大
と

更
新

、
つ

ま

り
、

よ
り

新
し

く
夢

多
い

福
祉

シ
ス

テ
ム

を
求

め
て

取
り

組
み

を
広

げ
よ
う

と
確

認
し

合
っ

て
い

る
か

ら
で

す
。

予
め

折
り

込
ん

で
い

た
と
は

云
え

、
創

業
５

ヶ
月

で
シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

を
開

始
し

、
６

ヶ
月

後
に

は
デ

イ
セ

ン
タ

ー
事

業
を

始
め

ま
し
た

。
２
年

目
に

は
本

部
職

員
を

強
化

し
本

部
事

業
や

公
益

事
業

が
動

き
始

め
ま

し
た

。
３
年

目
に

は
、

厨
房

の
直

営
化

と
い

う
内

部
改

革
が

行
わ

れ
ま

し
た

し
、

地
域

生
活

支
援

事
業

の
受

託
も

開
始

さ
れ

ま
し
た

。
障

害
児

分
野

へ
の

シ
ョ
ー

ト
ス

テ
イ
の

事
業

拡
大

も
始

ま
り

ま
し
た

。
こ
の

よ
う
に

、
次

々
に

新
し

い
、

よ
り

高
度

な
サ

ー
ビ

ス
に

開
拓

的
に

取

り
組

む
事

は
、

常
に

創
業

の
気

持
ち

と
夢

を
忘

れ
な

い
と

い
う
こ

と
の

証
で

も
あ

り
ま

す
。

そ
し

て
職

能
が

認
め

ら
れ

高

い
評

価
を

得
た

職
員

は
、
本

体
施

設
の

中
枢

へ
配

置
さ

れ
た

り
、

新
し

い
分

野
へ

配
属

さ
れ

た
り

す
る
こ

と
で

、
新

し
い

事
業

を
担

う
醍

醐
味

を
味

わ
う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

 
そ

し
て

、
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
開

設
か

ら
１

０
年

目
の

平
成

１
８
年

に
は

、
２

つ
目

の
拠

点
型

施
設

「
湖

南
ホ

ー
ム

タ
ウ

ン
」
の

開
設

に
漕

ぎ
着

け
ま

し
た

。
常

に
創

業
に

取
り

組
む

。
先

発
の

施
設

で
も

自
己

改
革

に
取

り
組

む
・
・
・
と

い
う
の

が
、
こ
の

法
人

の
姿

勢
で

す
。

そ
し

て
、
こ
の

法
人

に
勤

め
る

職
員

に
課

せ
ら

れ
て

い
る
の

は
、
こ

ん
な

船
の

乗
組

員
と

し
て

航
海

に
参

加
し
た

こ
と

、
即

ち
「
最

初
の

動
機

を
忘

れ
ず

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
続

け
る

」
こ

と
で

す
。

快
適

な
労

働
環

境

の
保

障
は

大
切

で
す

。
し
か

し
、

労
働

環
境

の
改

善
が

主
た

る
目

的
と

な
る

錯
覚

に
陥

っ
て

は
い

け
ま

せ
ん

。
労

働
環

境
と

創
業

の
継

続
が

バ
ラ

ン
ス

さ
れ

た
形

で
前

進
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
働

き
な

が
ら
次

の
夢

を
育

成
す

る
こ

と
が

で

82
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バ

ブ
ル

最
盛

の
頃

こ
ん

な
会

話
が

あ
り

ま
し
た

。

母
：
そ

ん
な

贅
沢

し
て

・
・
・私

が
若

い
頃

は
何

で
も

修
繕

し
て

長
く

使
っ
た

も
の

よ
。

妻
：
お

ば
あ
ち

ゃ
ん

、
今

時
は

使
い

捨
て

の
方

が
安

く
つ

く
の

よ
。

夫
：
そ

り
ゃ

ー
女

房
の

言
う
事

に
も

一
理

あ
る
か

な
。

大
体

、
消

費
が

国
の

経
済

を
支

え
る
の

だ
か

ら
・
・
・
。

 
で

も
こ

ん
な

考
え

方
が

、
今

と
な

っ
て

は
幻

想
で

あ
っ
た

こ
と

が
証

明
さ

れ
、

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

が
健

在
で

あ
っ
た

お
家

は
、

バ
ブ

ル
崩

壊
の

ダ
メ

ー
ジ

も
少

な
く

て
済

ん
だ

の
で

は
な

い
で

し
ょ
う
か

。
こ

れ
が

高
齢

者
の

知
恵

と
い

う
も
の

で
、

多
様

な
価

値
観

が
存

在
す

る
こ

と
の

意
義

が
明

か
に

な
る
は

ず
で

す
。
こ
う

し
た

多
様

性
を

認
め

合
う
こ

と
が

家
族

と
い

う
集

団
の

中
で

自
覚

さ
れ

る
よ
う
に

な
れ

ば
、

す
な

わ
ち

発
達

と
呼

ん
で

も
良

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か

。

＜
関

係
の

撚
り

合
わ

せ
＞

 

 
こ
の

発
達

と
い

う
概

念
を

、
法

人
や

施
設

の
育

ち
と

置
き

換
え

て
み

た
ら

色
々

な
こ

と
が

見
え

て
き

ま
す

。

 
湖

北
タ

ウ
ン

ホ
ー

ム
の

開
所

以
来

、
入

居
者

が
定

員
を

満
た

し
、

シ
ョ
ー

ト
ス

テ
イ

と
デ

イ
セ

ン
タ

ー
が

相
次

い
で

ス
タ

ー
ト
し

、
ク

リ
ニ

ッ
ク
の

患
者

は
日

ご
と

に
増

え
て

、
地

域
生

活
支

援
事

業
の

受
託

が
開

始
さ

れ
ま

し
た

。
職

員
は

こ
の

間
徐

々
に

ス
キ

ル
が

向
上

し
、

開
所

当
初

か
ら

す
れ

ば
、
か

な
り
の

業
務

を
こ

な
せ

る
よ
う
に

な
り
は

し
た

け
れ

ど
、

し
残

し
て

い
る
こ

と
に

気
が

つ
く

速
度

の
方

が
速

く
、

忙
し

さ
は

益
々

増
え

る
ば

か
り

。
い

か
に

も
量

的
拡

大
が

進
ん

で
い

ま

す
。

 
業

務
内

容
と

そ
の

構
造

が
解

明
さ

れ
る

に
つ

れ
て

、
業

務
を

分
掌

す
る

立
場

ご
と
の

意
見

や
手

法
の

違
い

が
顕

在

化
（け

ん
ざ

い
か

＝
は

っ
き

り現
れ

る
こ

と）
し

て
各

分
野

の
専

門
性

へ
の

相
互

理
解

が
必

要
に

な
る

な
ど

、
組

織
の

横
方

向
へ

の
広

が
り
の

把
握

や
撚

（よ
）り

合
わ

せ
が

必
要

に
な

り
ま

す
。

経
営

者
、

中
間

管
理

者
、

先
輩

、
後

輩
、

新
人

と
か

の
縦

方
向

の
つ

な
が

り
や

風
通

し
も

再
点

検
さ

れ
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
し
か

も
、
次

の
ス

テ
ッ

プ
へ

発
達

の
階

段
を

登
る

時
に

は
、

必
ず

何
ら
か

の
軋

轢
（あ

つ
れ

き
）が

生
じ

ま
す

。
お

互
い

の
無

理
解

や
、

急
ぎ

過
ぎ

や
、

十
分

な
研

修
の

不
足

が
こ

の
軋

轢
に

輪
を
か

け
ま

す
。

し
か

し
、
こ
う

し
た

軋
轢

、
つ

ま
り

矛
盾

が
生

じ
な

い
時

は
、
か

え
っ

て
後

か
ら

も
っ

と
大

き

な
問

題
が

起
こ

る
懸

念
が

あ
り

ま
す

。
識

者
は

発
達

に
は

矛
盾

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

矛
盾

が
な

い
と
こ

ろ

に
は

望
ま

し
い

発
達

が
期

待
で

き
な

い
と

も
言

え
ま

す
。

そ
し

て
、
こ
の

矛
盾

を
放

置
せ

ず
、

そ
の

都
度

丁
寧

に
取

組

ん
で

行
く
こ

と
が

次
の

ス
テ

ッ
プ

へ
の

必
要

条
件

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
こ
の

考
え

方
を

「
止

揚
（し

よ
う＝

高
ま

る
こ

と）
」
と

言
い

ま
す

。
発

達
の

原
動

力
で

あ
る

矛
盾

に
目

を
そ

ら
さ

ず
に

、
正

面
か

ら
立

ち
向

か
っ

て
、

い
つ

の
日

に
か

、
な

ん
と
か

し

て
克

服
す

る
こ

と
が

発
達

を
確

実
に

す
る

唯
一

の
道

の
り

で
す

。

 
と
こ

ろ
で

、
ロ

ー
プ

は
細

い
繊

維
が

複
数

合
わ

さ
っ

て
相

互
に

撚
り

合
わ

さ
れ

て
糸

に
な

り
、

そ
の

糸
が

ま
た

複
数

合

わ
さ

っ
て

相
互

に
撚

り
合

わ
さ

れ
て

紐
に

な
り

、
そ

し
て

そ
の

紐
が

ま
た

・
・
・
と

言
う

よ
う

に
何

度
も

何
度

も
撚

り
合

わ
せ

る
こ

と
が

繰
り

返
さ

れ
て

、
つ

い
に

は
で

き
上

が
る

も
の

な
の

で
す

。
こ
の

「
撚

る
」
と

い
う
こ

と
は

「
軋

轢
」
そ

の
も
の

で
す

。

た
だ

複
数

を
重

ね
て

束
ね

た
り

捻
る

だ
け

で
は

撚
る

事
に

な
ら

な
い

の
で

す
。

一
本

一
本

が
独

自
に

捻
ら

れ
て

い
て

、

そ
れ

ら
が

ま
た

合
わ

せ
て

捻
ら

れ
て

い
る

状
態

を
撚

る
と

言
う
の

で
す

。
機

会
が

あ
れ

ば
縄

を
解

い
て

見
て

く
だ

さ
い

。

あ
る

い
は

草
鞋

作
り

を
見

せ
て

も
ら
う
こ

と
で

も
良

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
明

石
海

峡
の

大
橋

を
吊

っ
て

い
る

太
い

ロ
ー

プ
も
こ
の

理
論

に
基

づ
い

て
作

ら
れ

て
い

ま
す

。

 
発

達
、

成
長

そ
し

て
育

ち
合

い
と

言
う
の

は
、
こ
の

よ
う

な
強

い
撚

り
合

わ
せ

に
よ

っ
て

作
ら

れ
た

職
員

間
、

職
員

と
入

居
者

、
地

域
と

施
設

、
出

資
者

と
経

営
者

な
ど
の

関
係

の
あ

り
方

を
指

す
の

だ
ろ
う
と

思
い

ま
す

。
 

 

４
）
第

四
理

念
「
文

化
（や

さ
し
さ
文

化
を
守

り
育

て
ま
す

）
」
 

＜
文

化
と
は

何
か

＞
 

 
文

化
と

い
う
理

念
は

、
他

の
理

念
に

比
べ

て
了

解
が

難
し

い
も
の

で
す

。
何

故
な

ら
、
こ

れ
ま

で
福

祉
の

分
野

に
お
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い
た

り
す

る
こ

と
の

意
味

が
、

よ
り

深
く
理

解
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

＜
育

つ
と
は

発
達

す
る

と
い

う
こ

と
＞

 

 
で

は
、

「
育

つ
」
と

い
う
こ

と
は

ど
の

よ
う

な
中

身
な

の
で

し
ょ
う
か

。
入

居
者

が
育

つ
、

職
員

が
育

つ
、

組
織

が
育

つ
、

施
設

が
育

つ
、

地
域

社
会

が
育

つ
・
・
・
。

色
々

な
意

味
で

「
育

つ
」
と

い
う
こ

と
は

ど
う

い
う
こ

と
な

の
で

し
ょ
う
か

。
こ
こ

で
、

発
達

と
い

う
概

念
を

紐
解

（ひ
も

と）
い

て
「
育

ち
」
の

説
明

を
試

み
ま

し
ょ
う

。
障

害
児

の
発

達
や

人
の

生
涯

発
達

と
い

う
こ

と
が

よ
く

言
わ

れ
て

い
ま

す
が

、
一

般
的

に
は

以
下

の
よ
う

な
こ

と
が

言
え

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。

 
発

達
の

諸
要

素
に

は
、

量
的

な
増

大
、

機
能

的
な

多
様

化
と

高
次

化
、

役
割

の
分

担
と

そ
の

組
織

化
、

存
在

や
活

動
へ

の
自

覚
や

意
義

の
明

確
化

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

 
こ

れ
ら
の

内
、

量
的

な
増

大
は

比
較

的
理

解
し

や
す

い
概

念
で

す
。

生
命

体
に

お
い

て
は

体
重

の
増

加
、

身
長

の

伸
び

等
が

こ
れ

に
当

た
り

ま
す

。
地

域
の

発
達

で
は

人
口

や
所

帯
数

の
増

加
な

ど
に

な
り

ま
す

。

 
機

能
的

な
多

様
化

と
か

高
次

化
は

少
し

難
し

い
概

念
で

す
。

子
供

が
寝

返
り

を
す

る
よ
う

に
な

っ
た

と
か

、
ハ

イ
ハ

イ

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

と
い

う
こ

と
が

こ
れ

に
当

た
り

ま
す

。
寝

返
り

が
で

き
た

と
言

う
こ

と
は

、
子

供
が

体
位

変
換

を
自

分
で

で
き

る
よ
う

に
な

っ
た

こ
と

を
示

し
ま

す
が

、
こ

れ
は

子
供

が
体

を
捻

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

と
い

う
機

能
的

な
多

様
性

を
獲

得
し
た

証
で

す
。

ま
た

、
そ

の
こ

と
に

よ
っ

て
、

い
つ

も
物

や
外

界
を

上
向

き
に

見
て

い
た

も
の

が
、
う

つ
伏

せ
で

も

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

外
界

へ
の

視
点

を
変

え
る
こ

と
も

で
き

ま
す

し
、

腕
で

上
体

を
支

え
て

頭
を

前
に

向
け

、
ハ

イ
ハ

イ
の

準
備

を
始

め
る

よ
う
に

な
る

と
い

う
高

次
化

も
獲

得
し

ま
す

。

 
こ

れ
を

地
域

や
都

市
の

発
達

に
置

き
か

え
れ

ば
次

よ
う

に
な

る
で

し
ょ
う

。
街

道
沿

い
に

家
が

建
ち

、
２

軒
、

３
軒

と
増

え
「
量

的
増

大
」が

起
こ

り
、

１
０

軒
に

も
な

れ
ば

、
ゴ

ミ
の

回
収

場
所

が
出

来
た

り
、

も
う

少
し

増
え

る
と

ポ
ス

ト
が

置
か

れ

た
り

・
・
・
と

、
そ

の
地

域
の

機
能

が
多

様
化

し
て

き
ま

す
。

近
所

の
人

が
集

ま
る

為
に

集
会

所
で

も
作

ら
れ

る
こ

と
に

な

れ
ば

、
立

派
な

町
内

会
の

成
立

で
す

。
こ

れ
が

多
様

化
と

高
次

化
で

す
。

 
役

割
の

組
織

化
は

更
に

難
し

い
概

念
で

す
。

家
族

内
で

個
人

の
役

割
が

年
齢

に
合

わ
せ

て
変

化
す

る
の

は
誰

し
も

身
を

も
っ

て
体

験
し

て
き
た

こ
と

で
す

。
も
う

小
学

校
へ

行
く
の

だ
か

ら
お

手
伝

い
で

も
し

な
さ

い
と

、
毎

朝
玄

関
の

履
物

の
整

頓
を

さ
せ

ら
れ

た
と
か

、
自

分
の

布
団

は
自

分
で

片
付

け
る

よ
う

に
な

っ
た

と
か

・
・
・
で

す
。

先
述

の
町

の
例

を
も

う
一

度
取

り
上

げ
れ

ば
、

集
会

所
で

会
議

が
あ

っ
た

り
、

回
覧

版
を

作
っ

て
区

内
へ

ま
わ

そ
う
か

と
か

、
年

金
の

集
金

を

行
政

か
ら

請
け

負
う
等

の
、

町
と

し
て

の
役

割
が

付
与

さ
れ

ま
す

。
万

一
、

バ
ス

停
で

も
町

外
れ

に
出

来
よ
う
も
の

な
ら

、

周
辺

地
域

の
大

切
な

拠
点

機
能

を
持

つ
よ
う

に
な

り
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

そ
の

頃
に

は
パ

ン
屋

か
雑

貨
屋

も
開

店
し

て
い

る
か

も
知

れ
ま

せ
ん

。
こ
う

し
て

地
域

や
都

市
は

単
純

に
人

口
が

増
え

る
だ

け
で

な
く

機
能

を
持

ち
、

役
割

を
持

つ
よ
う

に
な

る
の

で
す

。

 
存

在
の

自
覚

や
活

動
の

意
義

へ
の

理
解

に
つ

い
て

も
具

体
的

に
例

を
あ

げ
て

説
明

し
ま

し
ょ
う
。

 
例

え
ば

子
供

が
成

長
し

ま
す

と
、

そ
の

う
ち

小
遣

い
を

も
ら

え
る

よ
う

に
な

っ
て

金
銭

の
自

己
管

理
と

い
う
こ

と
が

生
じ

ま
す

。
自

分
は

こ
の

家
族

の
中

で
ど

ん
な

位
置

に
居

る
の

か
・
・
・
と

言
う
こ

と
も

考
え

る
よ
う

に
な

り
ま

す
。

お
父

さ
ん

は

畑
で

野
菜

を
作

っ
た

り
、

お
母

さ
ん

は
お

父
さ

ん
を

手
伝

っ
て

家
事

を
取

り
仕

切
っ
た

り
し

ま
す

。
も

っ
と

も
そ

の
逆

も
あ

り
ま

す
が

！
 

自
分

が
も

ら
っ
た

お
小

遣
い

の
元

に
な

る
お

金
は

ど
の

よ
う

に
し

て
作

ら
れ

た
の

か
・
・
・
と
か

、
お

小
遣

い
を

使
い

す
ぎ

て
早

く
無

く
な

っ
た

ら
何

故
叱

ら
れ

る
の

か
・
・
・
な

ど
、

集
団

の
構

成
員

相
互

の
関

係
と

そ
の

中
で

の

自
分

の
置

か
れ

て
い

る
位

置
が

理
解

さ
れ

始
め

ま
す

。
意

味
が

判
ら

ず
や

っ
て

い
た

履
物

の
整

頓
手

伝
い

の
意

義
を

、

子
供

な
が

ら
に

理
解

し
始

め
る
の

で
す

。

＜
永

遠
の

発
達

に
向

か
っ

て
＞

 

 
最

近
は

、
生

涯
を

通
し
た

発
達

と
い

う
こ

と
も

言
わ

れ
る

よ
う
に

な
っ

て
き

ま
し
た

。
高

齢
者

が
家

庭
で

共
に

暮
す

意
義

は
こ
の

考
え

方
と

繋
が

り
ま

す
。
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は
、
本

当
は

公
害

と
言

う
よ

り
企

業
犯

罪
に

近
い

も
の

で
し
た

。
し
か

し
、

琵
琶

湖
の

豊
栄

養
化

な
ど
は

、
単

一
企

業
の

責
任

だ
け

で
は

な
く

産
業

や
市

民
の

生
活

そ
の

も
の

が
原

因
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

公
害

の
本

来
的

な
意

味
は

、
加

害
者

と
被

害
者

の
同

一
性

で
す

。
加

害
者

で
も

あ
り

被
害

者
で

も
あ

る
と

い
う
社

会
・
経

済
構

造
状

態
を

公
害

と
呼

び

ま
す

。
現

代
の

環
境

問
題

は
こ
の

構
造

で
す

。
社

会
活

動
や

暮
し
の

営
み

に
よ

っ
て

必
然

的
に

発
生

す
る

出
来

事
に

自
ら

が
対

処
出

来
な

け
れ

ば
、
社

会
そ

の
も
の

が
成

立
た

な
く

な
る

・
・
・
と

い
う

構
造

が
環

境
問

題
に

は
あ

る
の

で
す

。

生
産

し
消

費
す

る
過

程
の

発
生

物
を
ど
う

取
り

扱
う
か

が
問

題
に

な
っ

て
い

ま
す

。

 
家

庭
ゴ

ミ
、

産
業

廃
棄

物
、

畑
か

ら
流

れ
出

す
栄

養
素

や
農

薬
、

フ
ロ

ン
、

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

、
果

て
は

、
こ

れ
ま

で
無

害
だ

と
思

わ
れ

て
い

た
二

酸
化

炭
素

et
c・

・
・
。

実
に

膨
大

な
事

例
が

挙
げ

ら
れ

て
い

ま
す

。
社

会
・
経

済
活

動
に

お

い
て

必
然

的
に

生
じ

る
結

果
に

対
処

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
し
か

も
、

そ
れ

は
生

産
、

消
費

、
廃

棄
の

全
過

程
を

見
越

し
て

考
え

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。
こ
の

様
相

が
、

教
育

か
ら
福

祉
へ

の
発

展
過

程
に

酷
似

し
て

い
る
の

で
す

。

＜
教

育
（
共

育
）
と
福

祉
は

め
ぐ

り
巡

る
＞

 

 
教

育
は

、
将

来
の

社
会

を
支

え
る

市
民

の
育

成
過

程
で

す
。

で
す

か
ら

、
未

来
に

ど
ん

な
社

会
を

作
り

上
げ

よ
う

と

す
る
の

か
・
・
・
と

い
う

ビ
ジ

ョ
ン

が
教

育
に

は
込

め
ら

れ
て

い
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
教

育
は

単
な

る
知

識
の

伝
達

で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
フ

ァ
シ

ズ
ム

を
導

き
出

し
て

し
ま
う
か

、
民

主
主

義
を

育
く

む
か

は
教

育
の

あ
り

方
に

大
き

く
関

係
し

ま

す
。

見
誤

れ
ば

次
世

代
へ

悔
い

を
残

し
て

し
ま

い
ま

す
。

 
と
こ

ろ
が

、
最

近
の

教
育

は
大

変
な

状
況

で
す

。
家

庭
で

は
子

育
て

に
対

す
る

不
安

が
あ

る
親

や
、

つ
い

に
は

幼
児

虐
待

や
遺

棄
（い

き
＝

す
て

る
）と

い
う

状
態

に
ま

で
深

刻
化

し
て

い
ま

す
し

、
学

校
で

は
不

登
校

ど
こ

ろ
か

学
級

崩
壊

の
危

機
ま

で
叫

ば
れ

て
い

ま
す

。
こ
の

原
因

は
、

核
家

族
化

に
あ

る
と

い
う
人

が
い

ま
す

。
お

じ
い

さ
ん

や
、

お
ば

あ
さ

ん
が

同
居

し
な

く
な

っ
て

、
育

て
方

を
教

わ
る
人

も
な

く
、

子
供

の
数

が
減

っ
て

子
供

同
士

の
育

ち
合

い
の

経
験

が
希

薄
に

な
り

、
地

域
社

会
が

崩
壊

し
て

子
育

て
の

助
け

合
い

が
な

く
な

り
ま

し
た

。
そ

の
結

果
、

親
は

子
ど

も
の

育
て

方
が

分
か

ら
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
云

い
代

え
れ

ば
、

「
子

育
て

の
準

備
が

で
き

て
い

な
い

ま
ま

親
に

な
る

。
そ

し
て

親
に

な

っ
た

あ
と
の

お
手

本
も

指
導

者
も

不
在

」
と

い
う

状
況

が
生

じ
て

い
る
の

で
す

。

 
こ
の

状
態

は
、

教
育

と
い

う
大

切
な

生
命

的
営

み
の

過
程

に
お

い
て

何
が

大
切

な
の

か
・
・
・
が

理
解

さ
れ

て
こ

な
か

っ
た

か
ら

だ
と

思
い

ま
す

。
で

は
、

「
何

が
教

育
を

支
え

る
」
の

で
し

ょ
う
か

。
こ

れ
が

、
こ
の

項
の

テ
ー

マ
で

す
。

 
結

論
か

ら
言

い
ま

す
。

「
教

育
は

、
福

祉
が

取
組

ん
で

い
る

各
要

素
を

丁
寧

に
組

み
立

て
直

す
こ

と
に

よ
っ

て
基

礎

付
け

ら
れ

る
」の

で
す

。
こ
の

こ
と

を
分

か
り

易
く
説

明
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

＜
三

世
代

モ
デ

ル
や

お
ば

あ
さ

ん
仮

説
か

ら
＞

 

 
近

年
の

論
文

や
論

説
に

、
人

類
特

有
の

生
命

的
特

徴
が

指
摘

さ
れ

る
よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
例

え
ば

「
お

ば
あ

さ
ん

仮

説
」が

そ
う
で

す
。

「人
類

は
、

生
殖

や
子

育
て

時
期

を
終

え
て

な
お

3
0
年

余
も

行
き

続
け

る
唯

一
の

生
物

種
」
と

い
う

捉
え

な
お

し
で

す
。

つ
ま

り
、

普
通

の
生

き
物

は
繁

殖
力

が
な

く
な

る
と

そ
の

生
命

を
終

え
る

が
、

ヒ
ト
だ

け
は

生
き

続
け

る
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

。
こ
の

特
徴

に
よ

っ
て

、
人

類
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

獲
得

し
て

き
た

の
で

し
ょ
う
か

。

 
繁

殖
や

生
命

の
持

続
を

主
た

る
目

的
と

し
た

生
命

の
あ

り
方

か
ら

云
え

ば
、

繁
殖

期
が

終
わ

っ
た

生
命

体
は

、
生

命

的
価

値
が

低
く

な
っ
た

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
ほ

と
ん

ど
の

生
物

種
が

繁
殖

能
力

を
失

う
と

共
に

、
そ

の
命

を
終

え
ま

す
。

と
こ

ろ
が

、
人

類
だ

け
は

、
繁

殖
時

期
に

は
関

係
な

く
長

生
き

を
常

と
し

ま
す

。
こ

れ
を

後
生

殖
期

と
云

い
ま

す
。

特
に

女
性

は
、

閉
経

後
も

男
性

を
越

え
て

長
寿

を
誇

っ
て

い
ま

す
。

何
故

で
し

ょ
う
か

。
仮

説
に

よ
れ

ば
、

繁
殖

と
は

違

う
「
生

命
的

価
値

伝
達

」の
役

割
を

担
っ

て
い

る
か

ら
長

生
き

を
す

る
の

だ
と

い
う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
私

は
、
こ
の

価
値

こ

そ
が

「
文

化
」
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

 
子

育
て

期
間

が
他

の
生

物
種

に
比

べ
て

随
分

長
い

こ
と

も
人

類
の

特
徴

で
す

。
そ

の
た

め
母

親
は

、
複

数
の

子
ど

 
17

 

い
て

は
、

文
化

と
い

う
概

念
を
説

明
し

、
構

造
化

す
る
た

め
の

取
組

が
出

来
て

い
な

か
っ
た

か
ら

で
す

。
逆

に
、

い
わ

ゆ

る
文

化
（
文

化
的

活
動

、
文

化
事

業
な

ど
）
と

言
わ

れ
て

い
る

分
野

か
ら

眺
め

直
し

て
み

て
も

、
福

祉
と

い
う

営
み

は
見

出
す

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

で
し
た

。

 
と
こ

ろ
が

、
憲

法
に

は
、

国
民

は
健

康
で

文
化

的
生

活
を

営
む

最
低

限
の

権
利

を
有

し
て

い
る

・
・
・
と

い
う
こ

と
が

規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。
こ

れ
は

福
祉

の
公

的
責

任
を

裏
付

け
て

い
る

も
の

で
す

。
し
か

し
、
こ
の

文
化

的
生

活
と

い
う

も
の

が
ど

ん
な

も
の

か
が

余
り

明
確

に
は

な
っ

て
い

な
い

の
で

す
。

例
え

ば
、

一
昔

前
に

「
文

化
住

宅
」
と

い
う

家
が

流
行

っ

た
こ

と
が

あ
り

ま
し
た

。
戦

後
の

荒
廃

し
た

住
宅

事
情

を
改

善
す

る
た

め
に

、
政

策
的

な
意

味
合

い
も

あ
っ

て
、

少
し

西

欧
的

な
匂

い
が

す
る

２
Ｋ

く
ら

い
の

小
さ

な
家

を
文

化
住

宅
と

称
し

て
普

及
を

図
り

し
ま

し
た

が
、
こ

れ
が

文
化

か
・
・
・
と

言
わ

れ
る

と
、
ち

ょ
っ

と
違

う
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
つ

ま
り

、
文

化
と

い
う

概
念

は
福

祉
の

世
界

で
余

り
考

察
さ

れ
て

来
な

か
っ
た

の
で

す
。

わ
ず

か
に

、
文

化
的

活
動

、
つ

ま
り

絵
を

描
い

た
り

、
音

楽
に

触
れ

た
り

、
あ

る
い

は
芸

術

的
環

境
を

用
意

し
た

り
・
・
・
と

い
う

意
味

に
解

釈
し

て
、

施
設

利
用

者
に

芸
術

活
動

へ
の

参
画

機
会

を
設

け
た

り
、

演

劇
観

賞
等

を
促

し
た

り
し

て
い

ま
し
た

。
し
か

し
こ

れ
も

、
残

念
な

が
ら

一
面

か
ら

だ
け

し
か

捉
え

て
い

な
い

と
云

え
ま

す
。

文
化

を
あ

る
特

定
の

ジ
ャ

ン
ル

（
分

野
）
で

あ
る

と
誤

解
し

て
い

る
か

ら
で

す
。

で
は

、
基

本
理

念
に

云
う

文
化

と
は

ど
の

よ
う

な
も
の

な
の

で
し

ょ
う
か

。
こ

れ
を
理

解
す

る
た

め
に

、
少

し
だ

け
福

祉
と
社

会
と
の

関
係

構
造

を
覗

い
て

見
ま

し
ょ

う
。

＜
福

祉
と
社

会
と
の

関
係

構
造

＞
 

 
さ

て
、
社

会
保

障
を

含
め

て
、

今
日

の
社

会
福

祉
は

、
民

主
主

義
と

不
可

分
の

関
係

に
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
ま
た

、
経

済
学

的
に

は
富

の
分

配
の

あ
り

方
と

考
え

ら
れ

て
き

ま
し
た

。
し
か

し
、

富
の

分
配

に
は

そ
れ

を
決

定
し

て
い

く
政

治
構

造
と

し
て

の
民

主
主

義
が

必
要

で
す

か
ら

、
結

局
、

民
主

主
義

が
福

祉
の

基
礎

的
要

件
で

あ
る
こ

と
が

判
り

ま
す

。
つ

ま
り

、
民

主
主

義
は

福
祉

の
必

要
条

件
な

の
で

す
。

介
護

保
険

の
議

論
を
こ
の

観
点

か
ら
説

明
す

れ
ば

、
税

で
対

応

し
て

い
た

富
の

再
分

配
の

あ
り

方
に

、
公

的
保

険
と

云
う

方
法

を
ミ

ッ
ク

ス
す

る
と

い
う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
そ

し
て

、
こ
の

シ
ス

テ
ム

を
選

択
す

る
の

は
、

国
民

と
言

う
主

権
者

が
選

出
し
た

国
会

議
員

で
あ

る
と

い
う

構
造

に
な

っ
て

い
ま

す
。

 
で

は
、

民
主

主
義

を
作

る
条

件
は

何
で

し
ょ
う
か

。
こ

れ
は

す
で

に
明

か
に

さ
れ

て
い

ま
す

。
民

主
主

義
を

育
て

る
の

も
破

壊
す

る
の

も
教

育
で

す
。

身
近

な
例

で
説

明
し

ま
し

ょ
う

。
先

述
し

ま
し
た

文
化

住
宅

の
建

設
時

期
に

、
椅

子
に

よ

る
生

活
様

式
の

導
入

が
国

家
的

に
行

わ
れ

ま
し
た

。
そ

れ
ま

で
は

日
本

人
は

地
べ

た
や

床
に

し
ゃ

が
み

込
む

生
活

様

式
で

し
た

が
、

義
務

教
育

現
場

で
全

て
の

子
供

達
に

椅
子

生
活

を
実

施
し
た

結
果

、
３

０
年

後
に

は
少

な
く

と
も

２
０

０
０

年
以

上
続

い
た

と
思

わ
れ

る
床

や
地

べ
た

に
「
し

ゃ
が

む
」
と

い
う

生
活

様
式

が
、

簡
単

に
変

化
し

て
し

ま
い

ま
し
た

。
ま

た
、

太
平

洋
戦

争
の

前
駆

的
な

時
期

に
は

、
教

育
が

大
き

な
役

割
を

果
た

し
ま

し
た

。
こ
の

よ
う

な
端

的
な

例
を

挙
げ

る
ま

で
も

な
く

、
教

育
は

民
主

主
義

の
最

も
主

要
な

原
因

で
す

。

 
こ

れ
ら

を
並

べ
て

み
ま

す
と

、
民

主
主

義
が

中
心

に
あ

り
、

そ
の

手
前

に
原

因
と

し
て

の
教

育
が

存
在

し
、

後
ろ

に
は

結
果

と
し

て
の

社
会

福
祉

が
位

置
付

く
（
教

育
―

民
主

主
義

―
福

祉
）
と

い
う

順
序

に
な

り
ま

す
。

で
す

か
ら

、
福

祉
の

拡
充

を
考

え
れ

ば
、

先
ず

教
育

に
力

を
入

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
は

自
明

で
す

。

＜
ち

ょ
っ

と
寄

り
道

し
て

考
え

て
み

よ
う
＞

 

 
し
か

し
、
こ

れ
で

社
会

の
関

係
構

造
の

解
明

が
完

結
す

る
訳

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

こ
と

を
考

え
る
た

め
に

少
し

遠

回
り

を
し

て
み

ま
す

。
そ

れ
は

最
近

、
国

際
的

に
も

大
き

な
テ

ー
マ

に
な

っ
て

い
る

環
境

問
題

で
す

。
２

１
世

紀
は

環
境

の
世

紀
と

も
云

わ
れ

て
い

ま
す

が
、
こ
の

構
造

が
福

祉
と
社

会
と
の

関
係

に
酷

似
し

て
い

る
の

で
す

。

 
現

在
、

環
境

問
題

は
地

球
規

模
の

気
温

や
空

気
や

水
や

土
や

果
て

は
宇

宙
空

間
と
の

境
目

に
あ

る
オ

ゾ
ン

層
ま

で

も
が

人
為

的
営

み
と
の

関
係

で
課

題
に

な
っ

て
い

ま
す

。
か

つ
て

大
き

な
社

会
問

題
に

な
っ
た

水
俣

病
な

ど
の

公
害

84
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物
連

鎖
な

ど
が

そ
れ

で
す

。
お

よ
そ

、
人

間
を

取
り

巻
く

あ
り

と
あ

ら
ゆ

る
出

来
事

は
、
こ
の

循
環

の
構

造
を

持
っ

て
い

ま
す

。
も

っ
と

云
う

な
ら

、
こ
の

循
環

か
ら

逃
れ

ら
れ

な
い

・
・
・
の

で
す

。
社

会
的

な
活

動
や

営
み

の
循

環
は

こ
の

連
鎖

の
一

形
態

な
の

で
す

。

 
長

い
寄

り
道

の
意

味
を

お
分

か
り

い
た

だ
け

た
で

し
ょ
う
か

。
つ

ま
り

、
人

の
暮

し
に

必
要

な
「営

み
の

循
環

の
体

系
を

文
化

と
考

え
て

い
る

。
」
の

で
す

。
で

は
、
基

本
理

念
に

言
う

「
文

化
（
や

さ
し

さ
文

化
を

守
り

育
て

ま
す

）
」
と
は

、
ど
う

云

う
も
の

に
な

る
の

で
し

ょ
う
か

？
 

施
設

や
福

祉
事

業
者

が
取

組
む

べ
き

業
務

を
、
こ

れ
ま

で
説

明
し
た

基
本

理
念

か
ら

再
掲

し
て

み
ま

し
ょ
う

。
社

会
へ

の
貢

献
、

事
業

者
（
組

織
）
と

し
て

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

、
そ

し
て

、
教

育
（
共

育
）
へ

の
環

境

整
備

で
す

。
こ

れ
ら
は

、
現

在
考

え
ら

れ
て

い
る

最
新

の
福

祉
へ

の
企

画
・
戦

略
で

す
。
こ

れ
ら

が
福

祉
を

教
育

に
フ

ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

、
循

環
を

体
系

化
す

る
動

因
に

な
る
の

で
す

。

 
こ
の

こ
と

を
説

明
す

る
た

め
に

、
も
う

一
度

環
境

問
題

を
振

り
返

っ
て

見
ま

し
ょ
う

。
こ

れ
ま

で
政

府
は

、
形

の
上

で
は

環
境

を
守

る
こ

と
・
・
・
つ

ま
り

「
環

境
保

全
」
を

最
大

の
テ

ー
マ

と
し

て
取

組
ん

で
き

ま
し
た

？
！

？
 

し
か

し
、

現
段

階

で
は

す
で

に
そ

の
域

を
通

り
越

し
、

「
環

境
再

生
」
の

段
階

に
来

て
い

ま
す

。
東

京
湾

内
部

の
土

砂
掘

削
に

よ
る

凹
型

海
底

へ
の

埋
め

戻
し

や
、

ア
メ

リ
カ

で
行

わ
れ

て
い

る
河

川
再

生
（
改

修
し

て
ま

っ
す

ぐ
に

し
て

し
ま

っ
た

河
川

を
元

の

蛇
行

状
態

に
戻

す
）
工

事
な

ど
が

そ
の

数
少

な
い

例
で

す
が

、
こ
の

よ
う

な
対

策
を

必
要

と
す

る
と
こ

ろ
ま

で
環

境
問

題

は
深

刻
な

局
面

を
迎

え
て

い
る
の

で
す

。

 
翻

（ひ
る

が
え

）っ
て

、
福

祉
を

構
成

要
素

と
す

る
循

環
系

は
ど
う
で

し
ょ
う

。
改

め
て

語
る

ま
で

も
な

く
、

教
育

は
す

で
に

深

刻
な

段
階

に
来

て
い

ま
す

。
先

に
述

べ
た

循
環

の
構

造
か

ら
言

う
な

ら
、
私

達
は

新
し

い
福

祉
の

整
備

を
急

が
な

く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
崩

壊
し

つ
つ

あ
る

地
域

の
繋

が
り

を
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

い
う

相
互

協
力

シ
ス

テ
ム

に
よ

っ
て

再
生

し
、
障

害
者

や
高

齢
者

に
よ

る
堂

々
と

し
た

社
会

参
加

を
促

進
し

て
異

質
な

個
性

の
融

合
を

作
り

出
さ

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
の

こ
と

に
よ

っ
て

教
育

を
再

生
し

、
民

主
主

義
の

強
化

を
図

ら
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
こ
の

営
み

の
循

環
を

自
覚

し

て
、
法

人
や

施
設

の
持

つ
役

割
を

誠
実

に
履

行
（り

こ
う）

す
る
こ

と
が

必
要

で
す

。
つ

ま
り

、
地

域
に

所
属

す
る
福

祉
施

設
や

事
業

体
と

し
て

地
域

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
＝

貢
献

に
取

組
む

こ
と

が
必

要
な

の
で

す
。

 
先

に
述

べ
た

文
化

住
宅

の
例

は
別

に
し

て
、

絵
画

や
工

芸
あ

る
い

は
建

築
と

い
っ
た

美
術

的
作

品
や

、
音

楽
や

文

芸
と

い
っ
た

芸
術

が
文

化
と

し
て

捉
え

ら
れ

る
の

も
、
こ
う

し
た

も
の

が
、

時
代

を
超

え
る

価
値

を
持

ち
、
次

の
世

代
を

刺

激
し

つ
づ

け
る
か

ら
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

新
し

い
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
触

発
す

る
力

を
持

つ
程

度
に

高
め

ら
れ

た
も
の

に

対
し

て
、
私

達
は

文
化

を
感

じ
る
の

で
す

。
福

祉
が

こ
の

よ
う

な
レ

ベ
ル

に
高

め
ら

れ
た

と
き

、
つ

ま
り

、
次

の
世

代
の

チ

ャ
レ

ン
ジ

を
触

発
す

る
ま

で
に

高
ま

っ
た

時
、
福

祉
は

社
会

や
経

済
の

お
荷

物
で

は
な

く
、

余
っ
た

税
金

の
ば

ら
撒

き

先
で

も
な

い
、

歴
史

発
展

の
原

動
力

に
変

わ
る
の

だ
と

思
い

ま
す

。

＜
文

化
の

側
面

＞
 

 
さ

て
近

年
、
理

論
的

な
整

理
が

行
わ

れ
て

き
ま

し
た

文
化

心
理

学
が

云
う

と
こ

ろ
の

、
い

わ
ゆ

る
「
文

化
」
と

い
う

も
の

へ
の

組
み

立
て

に
つ

い
て

も
少

し
触

れ
た

い
と

思
い

ま
す

。
慶

応
大

学
の

波
多

野
誼

余
夫

氏
ら
は

、
文

化
の

特
性

を

３
つ

の
側

面
か

ら
分

析
し

て
い

ま
す

。

 
第

１
に

は
、

仮
に

文
化

を
「
あ

る
程

度
、

自
覚

的
・
永

続
的

な
集

団
の

慣
習

、
伝

統
、

実
践

、
さ

ら
に

共
有

さ
れ

た
意

味
や

視
点

」
と

捉
え

ま
す

と
、

そ
の

文
化

圏
に

属
す

る
大

多
数

の
人

が
、

あ
る

行
為

や
現

象
を

普
通

の
こ

と
だ

と
か

、
当

然
の

こ
と

だ
と
か

考
え

て
い

た
り

、
頻

度
の

高
い

行
動

上
の

特
徴

を
見

出
す

こ
と

が
可

能
だ

と
云

っ
て

い
ま

す
。

例
え

ば
、

生
ま

れ
た

ば
か

り
の

赤
ち

ゃ
ん

を
母

親
の

横
に

寝
か

せ
る
の

が
当

た
り

前
と

考
え

る
か

、
ア

メ
リ

カ
の

よ
う

に
一

人
で

寝

か
せ

る
の

が
良

い
と

信
じ

ら
れ

て
い

る
か

の
よ
う
に

・
・・

で
す

。

 
第

２
に

は
、

「
文

化
は

、
個

人
を

取
り

巻
き

、
絶

え
ず

そ
の

個
人

と
相

互
交

渉
す

る
他

者
お

よ
び

人
工

物
の

総
体

」
と

捉
え

ま
す

と
、

個
々

人
の

体
験

の
集

積
体

と
し

て
の

組
織

や
制

度
、

或
い

は
記

録
物

や
道

具
、

時
に

は
常

識
と

云
っ
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も
を

同
時

に
育

て
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま
た

、
本

能
的

な
行

動
だ

け
で

は
な

く
、

高
度

な
行

動
様

式
や

お
作

法
を

子
ど

も
に

教
え

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
の

と
き

、
繁

殖
期

を
終

え
た

お
じ

さ
ん

、
お

ば
あ

さ
ん

の
出

番
が

あ
る
の

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。

 
言

い
換

え
れ

ば
、

お
じ

い
さ

ん
、

お
ば

あ
さ

ん
が

居
る
か

ら
こ

そ
、
人

類
の

高
度

な
発

展
が

保
障

さ
れ

て
き
た

と
云

え

る
の

で
す

。
こ

れ
を

三
世

代
モ

デ
ル

（
広

井
良

典
 

東
洋

大
学

教
授

 
2
00

0
）と

云
い

ま
す

。

 
で

は
、

お
じ

い
さ

ん
、

お
ば

あ
さ

ん
が

家
庭

か
ら

居
な

く
な

っ
た

・
・
・
と

い
う
こ

と
は

、
ど
う

い
う
こ

と
な

の
で

し
ょ
う
か

。
核

家
族

化
が

一
つ

の
原

因
で

す
。

そ
し

て
、

高
齢

者
医

療
の

進
展

が
も
う

一
つ

の
原

因
で

す
。

更
に

云
う

な
ら

、
高

齢
者

施
設

の
整

備
も
こ

れ
に

挙
げ

ら
れ

る
で

し
ょ
う

。
つ

ま
り

、
所

帯
構

成
が

小
さ

く
な

り
、

３
世

代
、

場
合

に
よ

れ
ば

４
世

代
が

一
緒

に
住

ん
で

い
た

生
活

様
式

か
ら

、
短

期
間

に
２

世
代

（
つ

ま
り

、
親

と
子

）
だ

け
で

暮
す

生
活

形
態

に
変

化
し

て
し

ま
っ
た

・
・
・
と

い
う
こ

と
な

の
で

す
。

Ｄ
ｉｎ

ｋ
ｓ （

ダ
ブ

ル
イ

ン
カ

ム
ノー

キ
ッ

ズ
＝

子
ど

も
が

な
く夫

婦
が

働
い

て
い

る
）と

い
う

所
帯

な
ら

夫
婦

１
世

代
だ

け
の

生
活

で
す

。

 
こ

れ
ら
の

生
活

形
態

は
、
我

々
に

ど
ん

な
こ

と
を

も
た

ら
す

の
で

し
ょ
う
か

。
高

齢
者

が
生

活
の

知
恵

を
次

世
代

に
伝

達
す

る
こ

と
が

無
く

な
っ
た

と
云

う
こ

と
を

意
味

す
る

だ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

最
も

端
的

な
例

は
、

お
じ

い
ち

ゃ
ん

や
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
が

暮
し
の

中
で

「
亡

く
な

る
」
と

い
う

体
験

が
奪

わ
れ

た
と

言
う
こ

と
で

す
。
こ

れ
ま

で
、

一
緒

に
暮

し
て

き
た

人
が

亡
く

な
り

、
そ

の
悲

し
み

を
受

け
入

れ
る

体
験

は
、

子
ど

も
の

心
に

命
の

大
切

さ
を

刻
み

付
け

ま
す

。
高

齢
者

の

在
宅

福
祉

は
、
こ
の

こ
と

を
キ

チ
ン

と
押

さ
え

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。

 
ま
た

、
地

域
福

祉
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
オ

ー
ガ

ナ
イ

ゼ
ー

シ
ョ
ン
（
o
rg

an
iz

at
io

n=
組

織
化
）
と
か

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
ア

ク
シ

ョ

ン
、

そ
の

後
こ

れ
を

発
展

的
に

捉
え

な
お

し
た

ソ
ー

シ
ャ

ル
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
（
in

cl
u
si

o
n

＝
包

含
）と

い
う

考
え

方
が

基

礎
に

な
っ

て
い

ま
す

が
、
こ

れ
は

そ
の

ま
ま

地
域

の
子

育
て

力
の

育
成

に
繋

が
り

ま
す

。
ま
た

、
学

童
保

育
な

ど
の

活

動
は

、
世

代
間

の
輪

切
り

状
態

（
学

校
の

教
室

の
よ
う

に
同

年
齢

だ
け

が
暮

す
状

態
）
を
解

決
し

、
お

姉
さ

ん
か

ら
喧

嘩
や

仲
直

り
の

仕
方

を
教

わ
り

、
お

兄
さ

ん
か

ら
遊

び
の

技
術

伝
達

な
ど

受
け

る
と

い
う

、
子

ど
も

世
界

の
文

化
伝

承
を

保
障

し
ま

す
。

そ
し

て
、
福

祉
界

か
ら

教
育

界
へ

提
唱

を
続

け
て

い
る

「
障

害
児

と
健

常
児

の
統

合
教

育
」
は

、
お

互

い
の

個
性

の
違

い
を

受
け

入
れ

る
社

会
観

の
学

習
を

促
進

し
ま

す
。

 
等

質
な

者
だ

け
の

集
団

は
大

変
脆

く
、

多
様

な
生

活
観

を
受

け
入

れ
る
こ

と
が

で
き

な
く

な
り

ま
す

。
こ
の

多
様

性
の

受
け

入
れ

能
力

の
社

会
化

が
民

主
主

義
で

あ
る

と
言

う
人

も
い

ま
す

。
つ

ま
り

、
今

日
の

福
祉

が
取

組
ん

で
い

る
テ

ー

マ
は

、
教

育
が

そ
の

建
て

直
し
の

為
に

必
要

と
し

て
い

る
環

境
条

件
で

あ
る

と
云

え
る
の

で
す

。
つ

ま
り

、
「
福

祉
は

教

育
を

再
生

す
る

。
」
・
・・

で
す

。

＜
文

化
は

循
環

す
る

価
値

体
系

＞
 

 
こ
こ

ま
で

ひ
も
解

い
て

き
ま

す
と

、
福

祉
が

教
育

条
件

整
備

の
基

礎
要

件
で

あ
る
こ

と
が

理
解

さ
れ

ま
す

。
教

育
に

は

福
祉

が
不

可
欠

の
要

素
で

あ
っ
た

訳
で

す
。

よ
う

や
く
私

達
は

、
＜

教
育

―
民

主
主

義
―

福
祉

―
＞

と
い

う
流

れ
が

、

再
び

＜
教

育
へ

循
環

＞
す

る
こ

と
に

気
付

き
ま

す
。

つ
ま

り
、
福

祉
の

発
展

は
教

育
の

再
生

に
繋

が
る
の

で
す

。
教

育

は
民

主
主

義
を

育
み

、
民

主
主

義
は

福
祉

を
形

成
し

ま
す

。
そ

し
て

、
福

祉
は

循
環

し
て

教
育

を
基

礎
付

け
ま

す
。
こ

の
よ
う

な
循

環
を
社

会
発

展
の

螺
旋

（ら
せ

ん
）構

造
と

考
え

る
こ

と
も

可
能

で
す

。
そ

し
て

、
こ
う

し
た

営
み

の
循

環
が

ひ
と

ま
と

ま
り
の

体
系

と
し

て
成

立
す

る
状

態
を

「文
化

」云
う
の

で
す

。

 
環

境
問

題
も

よ
う

や
く

、
こ
の

循
環

の
体

系
に

収
斂

さ
れ

る
こ

と
が

理
解

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
単

に
廃

棄

物
の

再
利

用
と

い
う

だ
け

で
な

く
、

生
産

過
程

か
ら
の

エ
コ

ロ
ジ

ー
が

大
切

で
、
次

の
世

代
に

現
代

の
ツ

ケ
を

回
さ

な

い
シ

ス
テ

ム
構

築
が

必
要

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
エ

コ
プ

ロ
ダ

ク
ツ
（
エ

コ
ロ

ジ
ー

を
重

視
す

る
生

産
）
の

体
系

は
、

も
う

す
ぐ

「文
化

」
と

呼
べ

る
段

階
に

成
長

す
る

で
し

ょ
う

。

 
こ
う

し
た

構
造

を
持

つ
自

然
界

で
の

循
環

を
、

連
鎖

と
い

う
云

い
方

で
表

現
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。
生

命
連

鎖
、

食
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５
）
第

五
理

念
「
挑

戦
（困

難
な

事
に

も
立

ち
向

か
い

ま
す

）
」
 

＜
障

が
い

福
祉

の
歴

史
を

紐
解

け
ば

＞
 

 
障

が
い

福
祉

の
歴

史
を

紐
解

け
ば

、
意

外
に

短
い

と
い

う
こ

と
が

判
る

と
思

い
ま

す
。
福

祉
事

業
の

教
科

書
な

ど
に

は
、

悲
田

院
と

い
う

名
称

で
紹

介
さ

れ
て

い
る

も
の

が
、
福

祉
施

設
の

最
も

古
い

例
に

な
る

と
思

い
ま

す
。
こ

れ
は

、
仏

教
を

わ
が

国
に

導
入

し
た

聖
徳

太
子

が
中

国
の

例
に

な
ら

い
、
四

天
王

寺
に

四
箇

院
の

1
つ

と
し

て
設

置
し
た

と
伝

承
さ

れ
て

い
ま

す
。

記
録

に
残

る
最

古
の

悲
田

院
は

、
7
2
3

年
に

光
明

皇
后

が
平

城
京

に
設

置
し
た

と
い

う
こ

と
に

な

っ
て

い
ま

す
。
こ
う

し
た

こ
と

も
あ

っ
て

、
今

も
四

天
王

寺
が

経
営

す
る
障

が
い

者
福

祉
施

設
に

「
悲

田
」
の

名
称

が
冠

せ
ら

れ
た

も
の

が
あ

り
ま

す
。

鎌
倉

時
代

に
は

、
忍

性
（に

ん
し

ょう
）と

い
う

僧
侶

に
よ

っ
て

、
ハ

ン
セ

ン
病

患
者

の
救

済
を
目

的
と

し
た

北
山

十
八

間

戸
と

い
う
施

設
が

設
置

さ
れ

て
い

ま
す

。
1
2
43

年
の

こ
と

で
す

。
こ
の

施
設

の
遺

跡
は

奈
良

市
内

に
現

存
し

て
い

ま
す

。

こ
う

し
た

取
組

は
、

仏
教

の
広

が
り

に
よ

っ
て

徐
々

に
は

拡
大

し
ま

し
た

が
、

今
日

に
云

う
「
福

祉
」
と
は

随
分

趣
が

異
な

り
ま

す
。

悲
田

の
「
悲

」
は

慈
悲

の
「
悲

」
で

あ
り

、
功

徳
を

積
む

と
仏

に
よ

っ
て

自
ら

が
救

わ
れ

る
と

い
う

思
想

に
よ

る
も

の
で

す
。

江
戸

時
代

に
は

幕
府

に
よ

る
散

発
的

な
救

貧
政

策
や

、
村

落
共

同
体

の
相

互
扶

助
（
ゆ

い
、

講
な

ど
）
の

よ

う
な

形
で

の
福

祉
的

取
り

組
み

も
あ

り
ま

し
た

が
、
社

会
シ

ス
テ

ム
と

し
て

の
「
福

祉
」
と

い
う
こ

と
と
は

一
線

を
画

し
て

い

ま
す

。
ま
た

、
病

者
や

貧
困

民
の

救
済

と
い

う
も
の

が
そ

の
主

た
る

対
象

者
で

、
障

が
い

者
と

い
う

視
点

は
余

り
な

か
っ

た
よ
う
で

す
。

あ
え

て
云

う
な

ら
障

が
い

者
は

病
者

の
一

部
と

し
て

捉
え

て
い

た
と

思
わ

れ
ま

す
。

 
こ
の

よ
う

な
状

況
は

、
多

少
の

変
化

が
あ

っ
て

も
、

明
治

時
代

に
社

会
事

業
と

い
う

概
念

が
登

場
す

る
ま

で
続

い
て

い

ま
し
た

。
救

世
軍

、
セ

ツ
ル

メ
ン

ト
運

動
や

民
間

に
よ

る
孤

児
院

の
設

立
な

ど
が

こ
れ

ら
に

相
当

し
ま

す
。
ち

な
み

に
社

会
事

業
法

の
成

立
は

1
93

8
年

の
こ

と
で

す
が

、
そ

の
条

文
に

は
障

害
と

い
う
文

字
は

出
て

き
ま

せ
ん

。
障

が
い

児
者

の
福

祉
が

本
格

化
す

る
の

は
、

第
2

次
大

戦
後

ま
で

待
た

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
全

国
的

に
著

名
な

先
駆

的
施

設
、

例
え

ば
東

京
の

滝
乃

川
学

園
や

島
田

療
育

園
、
滋

賀
の

近
江

学
園

や
び

わ
こ

学
園

な
ど

が
こ

れ
に

あ
た

り

ま
す

。
し
か

し
、
障

害
者

の
人

口
等

を
全

国
的

に
推

定
し

な
が

ら
、
本

格
的

な
障

害
者

福
祉

と
呼

ん
で

も
良

い
シ

ス
テ

ム
が

動
き

始
め

た
の

は
、

「
国

際
障

害
者

年
（
19

8
1

年
）
」と

こ
れ

に
続

く
「国

連
障

害
者

の
１

０
年

」
の

取
組

や
、
こ

れ
ら

と
時

期
を

同
じ

く
す

る
障

害
者

自
身

に
よ

る
自

立
生

活
運

動
な

ど
が

、
障

害
者

福
祉

の
普

遍
化

に
大

き
く

影
響

を
及

ぼ

し
た

後
の

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 
以

上
の

よ
う

に
、
障

害
者

福
祉

と
い

う
も
の

の
歴

史
は

極
め

て
浅

く
、
社

会
シ

ス
テ

ム
と

し
て

評
価

で
き

る
よ
う

に
な

っ

て
よ
う

や
く

半
世

紀
と

い
っ
た

と
こ

ろ
で

す
。

そ
れ

ま
で

は
、

皇
族

や
宗

教
家

、
あ

る
い

は
篤

志
家

に
よ

る
慈

善
事

業
だ

っ
た

り
、

地
域

の
共

同
生

活
組

織
や

家
族

に
よ

る
支

え
合

い
や

献
身

的
努

力
と

い
う

状
態

で
し
た

か
ら

、
そ

の
恩

恵
を

受
け

る
こ

と
が

で
き
た

人
は

極
め

て
少

な
く

、
事

業
に

取
り

組
ん

だ
人

々
の

情
熱

や
苦

労
と
は

裏
腹

に
、

内
容

も
不

安

定
で

不
十

分
な

も
の

で
あ

っ
た

と
い

う
の

が
偽

ら
ざ

る
事

実
で

す
。

 
そ

れ
な

ら
社

会
的

な
シ

ス
テ

ム
が

整
備

さ
れ

る
ま

で
の

障
が

い
当

事
者

は
ど
の

よ
う

に
暮

し
て

き
た

の
で

し
ょ
う

。
ま
た

、

そ
れ

を
支

援
す

る
人

々
は

ど
の

よ
う

に
取

り
組

ん
で

き
た

の
で

し
ょ
う
か

。
多

く
は

極
め

て
厳

し
い

日
常

的
な

困
難

と
社

会
的

な
障

壁
に

閉
ざ

さ
れ

、
あ

る
い

は
、

闘
い

を
挑

ん
で

も
打

ち
ひ

し
が

れ
て

来
た

と
い

う
の

が
実

情
で

す
。

当
事

者
も

支
援

者
も

共
に

大
き

な
困

難
に

向
き

合
っ

て
い

ま
し
た

。

＜
世

界
の

障
が

い
者

統
計

か
ら
＞

 

で
は

、
現

代
で

は
こ

れ
ら

が
大

き
く

改
善

さ
れ

て
い

る
の

で
し

ょ
う
か

？
 

Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
（
経

済
開

発
協

力
機

構
 
2
00

4
年

）
の

統
計

で
は

、
国

に
よ

っ
て

障
害

者
統

計
（
国

民
総

数
に

対
す

る
障

が
い

者
の

割
合

）の
数

字
が

著
し

く
異

な
る
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ

加
盟

19
カ

国
の

平
均

は
１

４
％

で
す

。
北

欧
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て
い

る
「
も
の

＝
価

値
体

系
」に

至
る

ま
で

が
個

人
に

影
響

し
、

そ
の

文
化

圏
に

属
す

る
者

を
規

定
し

て
い

く
側

面
が

あ

る
こ

と
が

判
り

ま
す

。
こ

れ
も

、
逆

説
的

な
意

味
で

、
１

９
２

０
年

に
発

見
さ

れ
た

狼
少

女
の

よ
う

に
、
人

工
の

価
値

体
系

に
全

く
触

れ
る
こ

と
が

な
か

っ
た

「
ヒ

ト
」
が

ど
の

よ
う

に
振

る
舞

い
、
ど
の

よ
う

に
育

っ
て

い
っ
た

か
と

い
う
こ

と
を

考
え

る

時
、

そ
の

意
味

が
理

解
さ

れ
る

で
し

ょ
う

。

 
そ

し
て

第
３
の

捉
え

方
は

「
文

化
は

、
人

々
に

あ
る

見
方

を
強

制
し

、
そ

の
外

界
の

認
知

を
ゆ

が
め

る
も
の

」
と

い
う

も

の
で

す
。

戦
前

や
戦

時
中

の
情

報
統

制
が

果
た

し
た

文
化

と
し

て
の

「
人

へ
の

強
制

」
は

、
記

憶
か

ら
消

し
去

る
こ

と
が

で
き

な
い

人
が

今
な

お
沢

山
お

ら
れ

ま
す

。

＜
文

化
と

し
て

の
業

務
体

系
＞

 

 
以

上
の

文
化

に
関

す
る

捉
え

方
を

、
社

会
福

祉
法

人
滋

賀
県

障
害

児
協

会
が

取
り

組
む

施
設

・
事

業
の

業
務

に
、

こ
れ

ら
を

具
体

的
に

置
き

換
え

て
み

ま
す

と
こ

ん
な

風
に

な
り

ま
す

。

 
仮

に
「
掃

除
は

掃
除

担
当

職
員

が
す

る
も
の

。
」
と

い
う

文
化

が
職

場
内

で
形

成
さ

れ
て

し
ま

い
ま

す
と
（
こ

れ
が

第
１

の
捉

え
方

）
、

職
務

中
に

歩
い

て
い

て
ゴ

ミ
を

目
に

し
て

も
、
ち

ょ
っ

と
腰

を
か

が
め

て
拾

う
と
か

、
雑

巾
で

ふ
き

取
る

と

い
う
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
こ
の

傾
向

が
ひ

ど
く

な
れ

ば
多

少
の

ゴ
ミ

や
放

置
さ

れ
た

物
品

に
目

も
と

ま

ら
な

く
な

っ
て

（
第

２
の

捉
え

方
）
し

ま
い

ま
す

。
そ

し
て

、
こ
の

伝
統

は
次

の
世

代
の

職
員

に
も

受
け

継
が

れ
、

他
の

職

員
は

誰
も

公
共

ス
ペ

ー
ス

を
掃

除
し

な
く

て
良

い
と

い
う

権
利

意
識

が
形

成
さ

れ
て

し
ま
う
こ

と
（
第

３
の

捉
え

方
）
に

す

ら
な

っ
て

し
ま

い
か

ね
ま

せ
ん

。

 
ま
た

、
「
福

祉
事

業
は

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
業

だ
。

」
と

い
う

文
化

が
、

施
設

の
中

で
形

成
さ

れ
ま

す
と

、
違

っ
た

展
開

が

生
ま

れ
て

き
ま

す
。

入
居

者
に

対
す

る
言

葉
遣

い
も

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
が

持
つ

独
自

の
文

化
で

す
。

「
ど
う

さ
れ

ま
し

た
か

？
」
と
か

「
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
。

○
○

分
お

待
ち

下
さ

い
。

」
と

い
う

対
応

が
根

付
け

ば
、

「
何

し
て

た
～

ん
？

」
と

か
「
忙

し
い

し
、

待
っ

て
て

な
。

」と
い

う
悪

し
き

対
応

の
習

慣
は

私
達

の
文

化
か

ら
徐

々
に

消
滅

し
て

い
く

で
し

ょ
う

。

 
習

慣
付

い
た

り
伝

統
と

し
て

形
成

さ
れ

た
も
の

は
、

知
ら

な
い

間
に

自
分

た
ち

が
構

成
し
た

生
育

物
あ

る
い

は
価

値

観
と

し
て

私
達

を
規

定
し

、
そ

し
て

あ
る

時
、
私

達
の

行
動

を
支

配
し

ま
す

。
こ

れ
が

望
ま

し
い

文
化

で
あ

る
の

か
、

そ
う

で
な

い
も
の

で
あ

る
の

か
は

、
実

は
私

達
自

身
の

日
頃

の
振

る
舞

い
に

か
か

っ
て

く
る
の

で
す

。

 
先

述
し

ま
し
た

「
教

育
―

民
主

主
義

―
福

祉
―

教
育

・
・
・
」
と

い
う

循
環

の
構

造
を

持
っ
た

「
文

化
と

い
う

も
の

」
が

、
ど

の
よ
う

に
う

ご
め

き
、

育
っ

て
い

く
の

か
・
・
・
が

、
基

本
理

念
の

実
現

に
大

き
く

関
係

し
て

き
ま

す
。

そ
の

時
は

じ
め

て
、

単
な

る
文

化
が

「や
さ

し
さ

文
化

」
と

い
う
領

域
に

進
む

べ
き

で
あ

る
こ

と
が

理
解

さ
れ

ま
す

。

＜
優

し
さ

と
し

て
の

文
化

＞
 

 
と
こ

ろ
で

、
「
や

さ
し

＝
優

し
」
と

い
う

概
念

は
ど

ん
な

も
の

な
の

で
し

ょ
か

。
「
や

さ
し

」
と

い
う

言
葉

を
辞

書
で

引
き

ま
す

と
、

色
ん

な
意

味
が

出
て

き
ま

す
が

、
そ

の
中

で
も

「
素

直
」
と
か

「
情

が
こ

ま
や

か
」
と

い
う
こ

と
が

大
事

な
概

念
で

す
。

最
近

は
意

味
を

拡
大

解
釈

し
て

「
親

切
」
と
か

「
丁

寧
」
と
か

い
う

意
味

も
「
や

さ
し

」に
含

ま
れ

て
い

る
よ
う

で
す

。
こ
の

概

念
を
基

本
理

念
が

い
う

と
こ

ろ
の

「
や

さ
し

さ
文

化
」
と

い
う

言
葉

に
置

き
換

え
て

見
ま

す
と

、
こ
の

項
の

説
明

が
総

体
と

し
て

把
握

で
き

る
で

し
ょ
う

。

 
私

達
が

、
理

念
と

し
て

目
指

す
文

化
は

以
下

の
よ
う
な

も
の

で
す

。
 

１
、

一
生

懸
命

に
働

き
か

け
れ

ば
、

一
生

懸
命

の
分

だ
け

循
環

し
て

返
っ

て
く

る
。

２
、

そ
れ

は
、
次

世
代

へ
引

き
継

が
れ

て
、

良
い

伝
統

と
し

て
形

成
さ

れ
る

。

３
、

結
果

と
し

て
、

働
き
か

け
て

い
る
本

人
自

身
に

も
達

成
感

を
味

合
わ

せ
て

く
れ

る
。

 

 
そ

し
て

最
後

に
、

文
化

が
ど
の

よ
う

な
も
の

に
育

つ
の

か
は

、
そ

の
時

代
を

生
き
た

（
そ

の
時

代
に

働
い

た
）
私

達
の

責
任

で
も

あ
る

と
い

う
こ

と
を

肝
に

命
じ

て
欲

し
い

も
の

で
す

。
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市
民

と
し

て
当

た
り

前
の

こ
と

が
障

が
い

の
あ

る
方

に
も

当
た

り
前

に
で

き
る

と
い

う
こ

と
を

実
現

す
る
た

め
に

は
、

提
供

さ
れ

る
サ

ー
ビ

ス
に

お
い

て
、

そ
う

し
た

行
為

を
当

然
の

こ
と

、
つ

ま
り

、
社

会
の

責
務

と
理

解
し

て
メ

ニ
ュ

ー
化

し
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

か
ら

で
す

。

 
こ

れ
を

事
業

者
の

側
か

ら
捉

え
れ

ば
「
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

」
と
か

「
事

業
の

開
拓

」
と

い
う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
障

が
い

当

事
者

の
側

か
ら

云
え

ば
「
福

祉
の

充
実

」と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
立

ち
向

か
う

と
い

う
こ

と
は

、
大

声
で

行
政

の
門

戸
を

叩
く
こ

と
だ

け
で

は
な

く
、
ど
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
が

利
用

者
に

と
っ

て
必

要
で

、
待

ち
望

ま
れ

て
い

た
も
の

で
あ

る
の

か

を
よ

く
考

え
て

、
緊

急
性

の
高

い
こ

と
か

ら
、

そ
し

て
、

需
要

が
期

待
さ

れ
る

も
の

か
ら

、
手

順
や

技
術

を
整

理
し

て
、

実

際
に

提
案

し
て

み
る
こ

と
と

い
う
こ

と
に

な
り

ま
す

。

 
こ

れ
ま

で
、
障

害
者

福
祉

の
分

野
で

は
、

開
発

や
研

究
と

い
う

考
え

は
希

薄
で

し
た

。
し
か

し
、

例
え

擬
似

市
場

（
正

式
に

は
市

場
で

は
な

い
が

、
市

場
と

同
じ

よ
う

に
競

争
や

売
買

と
い

う
経

済
構

造
を

持
ち

込
ん

で
福

祉
を

活
性

化
し

よ

う
と

す
る

政
策

）
と

云
え

ど
も

、
事

業
者

が
市

場
を

新
た

に
開

拓
す

る
と

い
う

姿
勢

は
重

要
で

す
。
障

が
い

が
あ

る
方

や

そ
の

家
族

に
喜

ん
で

も
ら

え
る

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
商

品
を

開
発

し
、

そ
の

効
果

を
確

か
め

、
制

度
と

し
て

提
案

し
て

い
く

こ
と
は

、
市

場
開

拓
と

同
義

で
す

。
こ

れ
が

、
「
経

営
」
の

重
視

を
求

め
ら

れ
る

現
代

の
福

祉
事

業
体

に
お

け
る

姿
勢

で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

＜
ど
の

よ
う
に

開
拓

・挑
戦

す
る
の

か
＞

 

 
で

は
、
ど

ん
な

手
順

で
開

拓
し

、
ど
の

よ
う

に
挑

戦
す

る
の

で
し

ょ
う
か

。
あ

ら
ゆ

る
事

業
に

お
け

る
開

拓
は

、
顧

客

（
障

が
い

が
あ

る
人

や
そ

の
家

族
）
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る
こ

と
か

ら
始

ま
り

ま
す

。
先

に
「
需

要
が

望
ま

れ
る

」
と
書

き
ま

し
た

が
、

全
て

の
事

業
開

発
は

需
要

と
商

品
（
サ

ー
ビ

ス
）
の

マ
ッ

チ
ン

グ
（
一

致
）
が

ス
タ

ー
ト
で

す
。

需
要

の
あ

る
と
こ

ろ
に

事
業

が
成

り
立

つ
の

で
す

。
で

す
か

ら
、

ま
ず

事
業

者
側

は
、

顧
客

が
求

め
て

い
る

も
の

を
知

る
こ

と
か

ら
始

め
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
こ

れ
を

マ
ー

ケ
ッ

ト
リ
サ

ー
チ

（
市

場
調

査
）
と

云
い

ま
す

。

 
今

、
何

が
売

れ
て

い
る
か

。
こ

れ
か

ら
何

を
買

い
た

い
と

考
え

て
い

る
の

か
。
こ

れ
ら

を
市

場
へ

出
て

調
べ

尽
く

す
こ

と

が
、

先
ず

第
1

番
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
で

す
。

当
協

会
で

は
、

昭
和

6
３
年

（
19

8
8
年

）に
「滋

賀
の

肢
体

不
自

由
児

者
を

と
り

ま
く

諸
問

題
に

つ
い

て
の

検
討

委
員

会
」で

ニ
ー

ズ
の

調
査

を
し

ま
し
た

。
そ

の
報

告
書

に
は

あ
ふ

れ
る

ば
か

り
の

ニ
ー

ズ
が

書
き

込
ま

れ
て

い
ま

す
。

改
め

て
こ

れ
を

読
み

直
し

て
み

ま
す

と
、

当
時

求
め

ら
れ

て
い

た
こ

と
と

現
在

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
に

ほ
と

ん
ど

変
わ

り
が

な
い

と
い

う
こ

と
に

気
づ

き
ま

す
。

で
す

か
ら

、
ま

ず
こ

れ
を

も
と

に
市

場
に

出
て

確
か

め
直

し
て

み
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

 
ま
た

、
直

接
地

域
社

会
の

中
で

、
つ

ま
り

生
活

型
福

祉
施

設
の

外
で

、
市

中
に

暮
ら

し
て

い
る
障

が
い

当
事

者
へ

の

支
援

を
行

っ
て

い
る

「
支

援
セ

ン
タ

ー
」
の

職
員

か
ら

話
を

聞
く
こ

と
も

で
き

ま
す

。
生

々
し

い
日

々
の

支
援

活
動

の
中

に
、

ニ
ー

ズ
は

あ
ふ

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

中
か

ら
緊

急
性

の
高

い
も
の

を
選

び
出

す
こ

と
が

必
要

で
す

。

 
と
こ

ろ
が

、
多

く
の

場
合

、
障

が
い

が
あ

る
方

々
は

、
「
何

が
欲

し
い

で
す

か
」
と

聞
く

だ
け

で
は

「
判

ら
な

い
」
と

答
え

ら

れ
る
こ

と
が

多
い

よ
う

で
す

。
実

は
、
こ
の

こ
と
は

私
た

ち
も

同
じ

な
の

で
す

。
例

え
ば

、
ひ

と
頃

爆
発

的
に

売
れ

た
「
ウ

ォ
ー

ク
マ

ン
」
を

思
い

出
せ

ば
よ

い
で

し
ょ
う

。
あ

る
い

は
「
ｉＰ

ｏ
ｄ
」
を

思
い

起
こ

す
の

も
よ

い
で

し
ょ
う

。
こ

れ
ら

を
見

る
ま

で
は

、
誰

に
も

ウ
ォ

ー
ク

マ
ン
へ

の
ニ

ー
ズ

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し
た

。
歩

き
な

が
ら

音
楽

が
聴

け
る

装
置

と
明

確
に

表
現

し
た

顧
客

は
1

人
も

い
ま

せ
ん

で
し
た

。
漠

然
と

し
た

願
い

は
あ

っ
た

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

そ
こ
へ

、
具

体
化

さ
れ

た
商

品
が

登
場

し
た

と
き

、
人

は
自

ら
の

ニ
ー

ズ
に

気
づ

く
の

で
す

。
つ

ま
り

、
人

は
経

験
し
た

こ
と
の

な
い

も
の

を
ニ

ー
ズ

と

し
て

把
握

す
る
こ

と
が

難
し

い
も
の

な
の

で
す

。
ま

し
て

、
障

が
い

の
あ

る
方

々
は

、
色

々
な

経
験

が
著

し
く

制
限

さ
れ

て
い

ま
す

か
ら

、
自

ら
の

体
験

か
ら

新
た

な
ニ

ー
ズ

を
自

覚
的

に
表

現
す

る
こ

と
は

苦
手

で
す

。

 
企

業
に

は
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
と

い
う

ニ
ー

ズ
開

発
の

た
め

の
店

舗
が

あ
り

ま
す

。
ま
た

、
商

品
開

発
の

過
程

で
は

プ

ロ
ト
タ

イ
プ

（
試

作
品

）
と

い
う

先
行

型
の

開
発

商
品

が
あ

り
ま

す
。
私

た
ち

も
プ

ロ
ト
タ

イ
プ

と
い

う
試

み
の

商
品

を
開

発

し
、
こ

れ
を

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ
ッ

プ
で

販
売

し
て

み
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ニ

ー
ズ

が
な

け
れ

ば
売

れ
な

い
。

ニ
ー

ズ
と

マ
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諸
国

や
ド

イ
ツ

な
ど
の

Ｅ
Ｕ

圏
は

１
５

％
～

２
０

％
で

す
。

一
方

、
わ

が
国

で
は

４
％

程
度

（1
9

カ
国

中
1
8

位
）で

し
か

あ

り
ま

せ
ん

。
３

～
４

倍
以

上
の

差
が

あ
る
の

は
ど
う

し
た

理
由

に
よ

る
も
の

で
し

ょ
う
か

。
日

本
人

に
は

障
が

い
者

が
少

な

い
の

で
し

ょ
う
か

。
世

界
的

に
は

、
年

々
障

害
者

率
が

増
加

す
る

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

わ
が

国
で

も
近

年
に

は
、

発
達

障
害

者
や

精
神

疾
患

の
方

々
が

障
害

者
統

計
に

含
ま

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
こ
の

こ
と
か

ら
判

る
こ

と
は

、
「
障

が
い

」
の

定
義

、
つ

ま
り

、
ど
の

よ
う

な
状

況
の

人
を

「
障

が
い

状
態

」
と

云
う
か

・
・
・
と

い
う
こ

と
に

大
き

く
関

係
す

る
と

い

う
こ

と
で

す
。

そ
れ

な
ら

、
わ

が
国

で
は

ま
だ

ま
だ

障
が

い
者

と
し

て
認

定
さ

れ
て

い
な

い
隠

れ
障

が
い

者
が

多
く

お
ら

れ
る

と
い

う
こ

と
が

推
察

さ
れ

ま
す

。
つ

ま
り

、
障

害
者

福
祉

の
対

象
に

す
ら

な
っ

て
い

な
い

人
が

沢
山

存
在

す
る

と
い

う
こ

と
で

す
。
こ
の

こ
と

が
、

わ
が

国
の

障
が

い
福

祉
シ

ス
テ

ム
の

不
十

分
さ

を
端

的
に

表
し

て
い

ま
す

。

 
ま
た

、
同

じ
Ｏ

Ｅ
Ｃ

Ｄ
の

障
が

い
者

福
祉

に
関

す
る

各
国

の
支

出
比

較
に

お
い

て
も

、
対

Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国

内
総

生
産

）
比

で
、

北
欧

諸
国

が
５

％
～

７
％

程
度

で
あ

る
の

に
対

し
て

、
わ

が
国

は
０

．
８

％
程

度
（
19

か
国

中
17

位
）
と

な
っ

て
い

る

こ
と
か

ら
、

国
の

施
策

に
お

け
る

取
扱

の
軽

さ
が

目
立

ち
ま

す
。

勝
又

幸
子

（
国

立
社

会
保

障
・
人

口
問

題
研

究
所

 

情
報

調
査

分
析

部
長

）
は

、
「
Ｅ

Ｕ
や

北
米

の
先

進
国

と
の

国
際

比
較

を
通

じ
て

見
え

て
く

る
日

本
の

障
が

い
者

政
策

の
位

置
づ

け
は

、
ど

ん
な

に
ひ

い
き
目

に
見

よ
う

と
し

て
も

、
遅

れ
て

い
る

」
と

報
告

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
片

岡
實

（
ひ

ょ

う
ご
障

害
福

祉
事

業
協

会
理

事
長

）
は

、
「日

本
の

障
害

者
福

祉
は

、
イ

ギ
リ

ス
か

ら
3
0
年

遅
れ

て
い

る
」
と

述
べ

て
い

ま
す

。
以

上
の

こ
と
か

ら
見

て
も

、
わ

が
国

の
障

が
い

者
の

暮
ら

し
は

、
現

代
に

お
い

て
も

ま
だ

ま
だ

困
難

な
状

態
に

お

か
れ

て
い

る
こ

と
が

理
解

で
き

ま
す

。

＜
障

が
い

が
あ

る
方

々
を

支
え

る
者

に
求

め
ら

れ
る

姿
勢

＞
 

 
で

は
、
こ
う

し
た

障
が

い
が

あ
る

方
々

を
支

え
よ
う

と
す

る
者

や
事

業
体

に
と

っ
て

は
、
ど
の

よ
う

な
姿

勢
や

態
度

が
求

め
ら

れ
る
の

で
し

ょ
う

。
私

た
ち

の
基

本
理

念
に

は
、

困
難

な
状

況
に

障
が

い
当

事
者

と
共

に
立

ち
向

か
っ

て
行

く
も
の

が
必

要
で

す
。

 
現

代
は

、
福

祉
を

「
サ

ー
ビ

ス
」
と

位
置

づ
け

る
考

え
方

へ
社

会
全

体
が

方
向

転
換

し
て

い
ま

す
。

経
済

学
の

世
界

で
は

、
形

の
あ

る
も
の

を
「
財

」
と

云
い

、
形

の
な

い
も
の

を
「
無

形
財

＝
サ

ー
ビ

ス
」
と

云
い

ま
す

。
し
か

し
現

状
は

、
サ

ー
ビ

ス
と

呼
ぶ

に
は

余
り

に
も

限
ら

れ
た

品
揃

え
、

即
ち

、
貧

弱
な

サ
ー

ビ
ス

メ
ニ

ュ
ー

や
サ

ー
ビ

ス
プ

ロ
グ

ラ
ム

し
か

な

い
と

い
う
の

が
実

態
で

す
。

ご
飯

を
食

べ
る

と
か

、
お

風
呂

に
入

る
と
か

、
あ

る
い

は
ト

イ
レ

に
行

く
と

い
う

よ
う

な
、

生
き

て
い

く
上

で
の

最
低

限
度

の
生

活
行

為
の

支
援

に
対

し
て

サ
ー

ビ
ス

と
い

う
言

葉
を

用
い

て
い

る
だ

け
で

、
普

通
の

人

が
簡

単
に

実
行

で
き

る
こ

と
、

例
え

ば
、

「
好

き
な

と
き

に
好

き
な

と
こ

ろ
へ

出
か

け
る

」
と

い
う

行
為

で
す

ら
、

何
日

も
前

か
ら

日
程

を
調

整
し
た

上
で

随
伴

す
る
人

を
依

頼
し

て
、

や
っ

と
の

こ
と

で
実

現
す

る
と

い
う
程

度
の

生
活

で
す

。

 
こ
う

し
た

願
い

が
普

通
の

日
常

生
活

に
お

い
て

実
現

で
き

る
よ
う

に
な

る
た

め
に

は
、
ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

良
い

の
で

し
ょ
う

。
通

常
の

人
に

は
当

た
り

前
の

こ
と

で
も
障

が
い

が
あ

る
方

に
と

っ
て

は
当

た
り

前
で

は
な

い
。
こ

れ
を

当
た

り
前

に
し

よ
う

と
す

る
開

拓
を

、
「
当

事
者

が
頑

張
っ
た

ら
ど
う

で
す

か
」
な

ど
と

、
障

が
い

が
あ

る
方

だ
け

に
任

せ
て

お
い

て

実
現

で
き

る
で

し
ょ
う
か

。
極

め
て

難
し

い
と

い
う
こ

と
は

誰
に

も
判

り
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

、
自

ら
に

課
せ

ら
れ

た
困

難
や

解
決

方
法

を
整

理
し

、
組

織
化

し
て

要
求

し
た

り
、

抗
議

行
動

を
行

う
こ

と
自

体
が

、
自

由
な

外
出

が
保

障
さ

れ
な

け

れ
ば

で
き

な
い

こ
と

だ
か

ら
で

す
。

ま
た

、
知

的
な

障
が

い
が

あ
る

方
に

は
課

題
の

把
握

す
ら

困
難

な
場

合
が

あ
り

ま

す
。
こ
う

し
た

時
、
障

が
い

が
あ

る
方

を
支

え
、

寄
り

添
う

者
に

課
せ

ら
れ

る
テ

ー
マ

は
、

当
事

者
と

同
じ

方
向

を
向

い
て

共
に

困
難

に
立

ち
向

か
う

姿
勢

で
あ

り
、
解

決
に

向
け

て
一

緒
に

挑
戦

す
る

態
度

で
す

。

＜
挑

戦
と
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
な

の
か

＞
 

 
で

は
、

「
立

ち
向

か
い

」
と
か

「
挑

戦
」
と

い
う

姿
勢

や
態

度
は

、
実

際
に

は
ど
う

い
う
こ

と
な

の
で

し
ょ
う

。
先

に
述

べ
ま

し
た

よ
う

に
、

少
な

く
と

も
わ

が
国

の
障

が
い

者
福

祉
は

、
今

後
も

開
拓

さ
れ

、
拡

張
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

分
野

で
す

。

少
子

高
齢

化
と
の

関
係

で
、

高
齢

者
福

祉
の

分
野

が
拡

大
を

続
け

て
い

ま
す

が
、

そ
う

し
た

人
数

な
ど
の

数
量

的
拡

大
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

合
わ

せ
て

、
サ

ー
ビ

ス
の

質
や

メ
ニ

ュ
ー

に
お

け
る

拡
大

が
決

定
的

に
重

要
で

す
。

何
故

な
ら

、
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り
新

し
い

も
の

に
入

れ
替

え
ら

れ
ま

す
。

し
か

し
、
こ

と
が

人
間

相
手

で
あ

る
だ

け
に

、
私

た
ち

に
は

こ
の

よ
う

な
冒

険
が

許
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
た

だ
、

新
し

い
だ

け
、

流
行

し
そ

う
だ

と
い

う
だ

け
で

飛
び

つ
く

訳
に

は
行

か
な

い
の

で
す

。
万

一
の

失
敗

や
ア

ク
シ

デ
ン

ト
を

予
め

想
定

し
て

、
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
の

方
法

や
フ

ェ
イ

ル
セ

ー
フ
（
シ
ス
テ
ム
の
誤
操
作
・

誤
動
作
が
生
じ
て
も
常
に
安
全
側
に
制
御
す
る
こ
と
）
が
準
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
と
て
も
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
軽
率
な
対
応
は
で
き
ま
せ
ん
。

 
周
到
な

想
定
問

答
と
こ

れ
に

応
え
ら

れ
る
準

備
を
怠

ら
ず

、
そ
れ

で
も
、

事
業
の

陳
腐

化
を
乗

り
越
え

て
、

新
し
い
取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
態
度
が
福
祉
事
業
に
お
け
る
「
挑
戦
」
と

云
わ
れ
る
も
の
で
す
。
石
橋
は
叩
い
て
渡
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、
叩
く
だ
け
で
渡
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
と
い
う
時
代
に
誰
も
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
現
代
の
障
害
者
福
祉
な
の
で
し
ょ
う
。
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ッ
チ

ン
グ

す
れ

ば
、

需
要

が
喚

起
さ

れ
る

。
当

然
の

こ
と

で
す

。
ド

ラ
ッ

カ
ー

は
こ

れ
を

「
顧

客
の

創
造

」
と

云
い

ま
し
た

。

「
市

場
の

開
拓

」
と

も
云

い
ま

す
。
こ
う

し
た

新
し

い
ニ

ー
ズ

を
掘

り
起

こ
す

こ
と
は

新
し

い
価

値
観

を
作

る
こ

と
で

す
。
こ

う
し
た

行
為

を
チ

ャ
レ

ン
ジ

（挑
戦

）
と

い
い

ま
す

。

＜
開

拓
と

挑
戦

に
必

要
な

も
の

＞
 

 
顧

客
を

創
造

し
市

場
を

開
拓

す
る

と
云

う
考

え
方

は
、
こ

れ
ま

で
福

祉
の

世
界

に
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
と
こ

ろ
が

、

福
祉

の
原

点
は

常
に

開
拓

、
開

発
、

創
造

で
あ

っ
た

こ
と

が
証

明
さ

れ
て

い
ま

す
。

何
故

な
ら

、
困

難
に

出
会

っ
て

い

る
人

に
気

づ
い

た
誰

か
が

、
見

る
に

見
か

ね
て

手
を

出
し
た

こ
と

。
こ

れ
が

福
祉

と
し

て
後

に
制

度
化

さ
れ

て
き
た

と
い

う
の

が
福

祉
の

発
展

経
過

だ
か

ら
で

す
。

常
に

、
気

が
つ

い
た

誰
か

が
行

動
を

起
こ

す
こ

と
が

先
行

し
て

い
ま

す
。

 
こ
う

し
た

と
き

、
先

駆
的

行
動

の
た

め
の

資
金

は
裏

付
け

ら
れ

て
い

た
で

し
ょ
う
か

。
開

拓
の

た
め

の
予

算
は

計
上

さ

れ
て

い
た

で
し

ょ
う
か

。
答

え
は

「
否

」
で

す
。
こ
こ

で
始

め
て

「
投

資
」
と

い
う

言
葉

が
登

場
し

ま
す

。
私

た
ち

に
は

、
先

行
投

資
と

い
う

考
え

方
が

求
め

ら
れ

て
い

る
の

で
す

。
新

し
い

価
値

を
創

造
し

よ
う

と
す

る
と
き

、
そ

の
た

め
の

研
究

費
、

開
発

費
、

先
行

販
売

経
費

に
、

回
収

の
保

障
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
し

て
、

国
が

先
に

制
度

化
し

て
、
ど
う

ぞ
や

っ
て

く
だ

さ
い

な
ど

と
い

う
こ

と
は

金
輪

際
あ

り
ま

せ
ん

。

 
で

は
、
ど
う

す
る
の

か
。

過
去

の
開

拓
者

は
、

自
腹

を
切

っ
た

り
、

無
償

で
行

動
を

起
こ

し
ま

し
た

。
こ

れ
を

篤
志

と
云

い
ま

す
。

し
か

し
、
私

た
ち

は
、

篤
志

家
を
目

指
し

て
い

る
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
こ
こ

ま
で

説
明

す
れ

ば
す

で
に

判
っ

て
い

る
よ
う

に
、
私

た
ち

自
身

が
費

用
を

捻
出

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
の

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

を
製

作
し

、
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
で

試

売
し

て
、

ニ
ー

ズ
を

形
成

し
、

市
場

を
開

発
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

す
。

そ
う

で
な

け
れ

ば
、

今
ま

で
通

り
の

こ
と

を

続
け

て
い

る
だ

け
で

す
。

そ
れ

ら
は

い
つ

の
日

か
「
陳

腐
化

」
し

て
、

ニ
ー

ズ
と
の

す
れ

違
い

を
生

じ
ま

す
。

企
業

な
ら

倒
産

、
福

祉
な

ら
廃

業
と

い
う
こ

と
に

な
る
は

ず
で

す
。

 
幸

か
不

幸
か

、
障

害
者

福
祉

の
歴

史
は

極
め

て
短

い
も
の

で
す

か
ら

、
ま

だ
ま

だ
過

去
の

形
態

が
維

持
さ

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

す
で

に
「
箱

物
福

祉
」
は

、
時

代
の

過
去

に
捨

て
ら

れ
る

可
能

性
が

囁
（さ

さや
）か

れ
て

い
ま

す
。

湖
北

タ
ウ

ン
ホ

ー
ム
の

建
物

は
、

建
設

さ
れ

た
当

時
で

さ
え

敗
戦

前
の

戦
艦

大
和

に
見

え
た

こ
と

が
あ

る
の

で
す

。
巨

艦
時

代
の

終
わ

り
を

読
み

き
れ

な
か

っ
た

日
本

軍
の

象
徴

が
戦

艦
大

和
だ

っ
た

の
で

す
か

ら
。

＜
時

代
を

読
む

。
た

だ
し

、
惑

わ
さ

れ
な

い
＞

 

 
近

年
は

地
域

型
福

祉
と

云
わ

れ
て

久
し

く
な

り
ま

し
た

。
そ

の
先

鞭
が

共
同

作
業

所
で

あ
り

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
で

す
。

で
は

、
私

た
ち

も
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム
へ

一
直

線
に

進
め

ば
よ

い
の

で
し

ょ
う
か

。
簡

単
に

そ
う
だ

と
云

え
な

い
と
こ

ろ
が

こ

う
し
た

課
題

の
難

し
い

と
こ

ろ
で

す
。

自
立

生
活

運
動

と
い

う
も
の

も
あ

り
ま

す
。

街
の

中
で

重
い

障
が

い
が

あ
る

方
が

家
族

か
ら

離
れ

て
暮

す
こ

と
が

先
駆

的
な

運
動

者
に

よ
っ

て
進

め
ら

れ
ま

し
た

。
し
か

し
最

近
に

な
っ

て
、
こ
う

し
た

運

動
で

自
立

生
活

を
し

て
い

た
人

が
、

施
設

で
の

生
活

へ
回

帰
し

つ
つ

あ
り

ま
す

。
自

ら
の

高
齢

に
耐

え
切

れ
ず

、
あ

る

い
は

、
文

字
通

り
の

孤
軍

奮
闘

に
疲

れ
た

と
い

う
述

懐
を

聴
く
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
個

室
ユ

ニ
ッ

ト
型

の
施

設
が

そ
の

高

コ
ス

ト
を

原
因

と
し

て
見

直
し

が
始

ま
り

つ
つ

あ
り

ま
す

。
低

所
得

者
に

対
応

で
き

な
い

と
い

う
の

が
原

因
の

１
つ

と
思

わ

れ
ま

す
。

 
歴

史
は

、
常

に
試

み
を

し
つ

つ
修

正
を

経
て

、
何

度
も

変
化

す
る
の

が
常

で
す

。
地

域
で

の
生

活
は

、
単

純
に

「
小

箱
」
を

用
意

す
れ

ば
良

い
と

い
う

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

分
散

し
て

住
め

ば
そ

れ
だ

け
高

コ
ス

ト
に

な
り

ま
す

。
ま
た

、

必
要

な
資

源
を

手
元

に
集

め
る
こ

と
が

困
難

に
な

り
ま

す
。

つ
ま

り
、

支
援

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

が
決

定
的

に
重

要
に

な
り

ま
す

。
プ

ロ
ト
タ

イ
プ

に
は

「
新

規
」
な

試
み

が
盛

り
込

ま
れ

ま
す

が
、

そ
れ

は
「
新

奇
」
な

も
の

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

ま
し

て
、
障

が
い

と
い

う
困

難
を

抱
え

る
人

に
と

っ
て

は
、

新
奇

さ
を

受
入

れ
る
こ

と
が

生
活

上
の

リ
ス

ク
増

大
に

直
結

す
る
こ

と
す

ら
あ

り
ま

す
。

 
企

業
の

新
商

品
が

ヒ
ッ

ト
し

な
け

れ
ば

廃
棄

す
る

だ
け

で
終

わ
る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
投

資
資

金
が

回
収

で
き

な
い

と

い
う

財
務

上
の

損
失

で
し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

コ
ン

ビ
ニ

の
棚

で
は

め
ま

ぐ
る

し
く

新
商

品
が

展
示

さ
れ

、
そ

し
て

突
然

、
よ
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人材育成部門のあり方
〜組織発展のために〜

社会福祉法人　聖隷福祉事業団

住所／ TEL 静岡県浜松市中区元城町218−26　聖隷ビル（法人本部）　／　053−413−3300（代表）

URL／E-mail http://www.seirei.or.jp/hq/　／

経営理念 キリスト教精神に基づく「隣人愛」

事業内容 １都７県で、120施設（246事業）

　　・病院　６施設（2540床）
　　・診療所　７施設
　　・健康診断センター　３施設
　　・有料老人ホーム　11施設（2,977戸）
　　・特別養護老人ホーム　13施設
　　・老人保健施設　３施設
　　・軽費老人ホーム　３施設
　　・障害者支援施設、救護施設　10施設
　　・保育園　10施設
　　・訪問看護ステーション　14施設
　　・その他在宅施設　35施設　　　　　等
※施設・事業数には運営受託・指定管理受託等を含む

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業事業	 49,395,036,591円
②公益事業	 42,994,127,164円
③収益事業	 47,946,965円
	 合計　92,437,110,720円

従業員数
（法人全体）

常勤職員　7,973名・非常勤職員　3,737名　職員数　11,710名
（2012.4現在）
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当面する経営
課題

１．住み慣れた地域で暮らし続けることができるサービスの提供
　①　地域連携と法人内連携の強化　②　医療の提供体制の強化
　③　新たなサービスの創造
２．先駆的で良質なサービスの提供
　①　高度な予防医療･急性期医療の体制強化
　②　QOL向上のための高度専門ケアの提供　③　産学連携による価値創造
３．共に働ける環境の整備
　①　働き方の多様性の推進　②　次世代の人材育成
４．社会福祉法人の使命の追求
　①　社会福祉法人の在り方検討　②　地域への情報発信
　③　ガバナンス体制の強化　④　環境活動の推進
５．事業団の継続性と発展性の維持強化
　①　マーケティングに基づく事業計画　②　事業計画と実績の検証
（中期事業目標・中期事業戦略より）

発表する取組
みに着手した
理由、背景

　人材育成・人材開発は組織活性において重要課題であり、各組織でも努力して
いることは明確である。経営者が人材育成の重要性・必要性を重視し、組織化し、
組織化された部門が発展的に人材育成・開発のシステムを構築する事が、現場の
人材育成に直結する事であると考える。
　当事業団は、昨年度まで人事部内に人材育成の目的で主に研修事業を担当して
いる部署がその任務を担っていた。2012年度より人材開発部として独立し、人材
育成・人材開発に特化して運営できる部となった。当事業団の経営トップが人材
開発に注力する部署として組織化し、社会福祉法人としての人材開発と外部事業
を推進できる独立した部となった。人材育成・開発のシステム化を検討し、今後
の方向性が見えたため、報告する。

発表する取組
みの現時点で
の効果

　当事業団では、研修委員会が中心となり、新入職員から中堅職員までの研修、
新任係長研修、新任課長研修等を実施している。研修する事が目的ではなく、研
修を機会に現場で研修の成果を実践することに意味があると考えている。研修の
効果判定を昨年度から実施しており、効果を得ている。
　研修と開発の仕組みをリンクさせ、人材開発ができるシステムを考案すること
ができた。
　今年度、人材開発するシステムを研修とリンクさせて構築しつつある。今後は、
システム作りに注力する事により成果が出る見込みである。
　また、社会福祉法人である当事業団の強みである総合化力を十分に発揮し、今
後の介護職員の人材育成や介護福祉士資格取得支援のための「介護職員等による
痰の吸引等の研修」、ヘルパー２級を推進している。次年度は初任者研修・実務者
研修等の実施、医療的ケア登録研修機関としての実績を出せると考える。
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１．背景と経緯

２．人材開発部の組織体制人材開発部の組織体制

３．人材開発部の取り組みと展望

４．今後の課題

人材育成部門のあり方
～組織発展のために～

  

社会福祉法人 聖隷福祉事業団
法人本部人材開発部長

鎌田 裕子
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法人格の推移法人格の推移

1942年 財団法人 聖隷保養農園の設立

1951年 社会福祉法人聖隷保養園

1973年 社会福祉法人聖隷福祉事業団

◎◎給料制度の導入給料制度の導入 19531953年年

共同奉仕生活から門戸開放しより多くの専門職を共同奉仕生活から門戸開放しより多くの専門職を

１ 背景と経緯

  

１．背景と経緯
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聖隷福祉事業団聖隷福祉事業団 概要概要
1930年5月創立 全118施設 241事業（2012年4月現在）
職員数：7998人 ﾄﾞｸﾀｰ数：608人 看護師数：2834人（2012年4月現在）

【医療・保健事業】
病院 （6施設2540床）
健診施設 （3施設） ・ 診療所（7施設）

【在宅・福祉サービス事業】
介護老人保健施設 （3施設）

（2011年度実績）
総入院患者数 796,698人/年
総外来患者数 1,229,640人/年
総健診受診者数 478,670人/年
総手術件数（入外） 18,978件/年

護
介護老人福祉施設 （12施設）、軽費老人ホーム （3施設）
身体障害者療護施設・救護施設・保育園等 （20施設）
訪問看護ステーション （12施設）
その他在宅サービス事業 （29施設）

【高齢者公益事業】
有料老人ホーム （8施設2347戸、内 WAC事業3施設含む）
ケア付高齢者住宅 （1施設370戸）

【収益事業】
貸事務所

聖隷福祉事業団の事業

医医 療療

福福 祉祉 保保 健健

病院・診療所など病院・診療所など

20122012年年44月月11日現在日現在

118118施設施設 241241事業事業

介介 護護
サービスサービス

介護老人福祉施設介護老人福祉施設
心身障害者施設心身障害者施設
保育事業など保育事業など

介護老人保健施設・通所事業介護老人保健施設・通所事業
在宅訪問事業など在宅訪問事業など

健康増進・健康診断・健康増進・健康診断・
人間ドック・疾病予防など人間ドック・疾病予防など
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事業規模
（億円）

職員数
（人）

8000

10000

12000

14000

7124
7354人

14,000人 150施設

902億

1,800億職員数

施設数

事業規模

2020年予想推移

施設数・事業規模・職員数推移予測施設数・事業規模・職員数推移予測

施設数・事業規模・職員数は、各推移年代と正確には一致しません。事業規模は、四捨五入。職員数は、非常勤を含ま
ず。 聖隷70周年記念誌より

0

2000

4000

6000

8000

1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2009 2010 2020

178 559
1504

2476

4287

7124

1 2 4 8 7 20 20 69 98

102施設

0 0 0 1 16
120 309 572 882

902億

（年）

基本理念
キリスト教精神に基づく

「隣人愛」 使 命
・いのちと尊厳のために
・利用される人々のために
・地域社会とともに
・未来を築く
・最高のものを

ビジョン２０２０
人・地域・社会・時代が必要とするヒューマンサービスを追求し、
新たな価値を創造する

職員行動指針

わたしたちは、
ひとりひとりの
命と尊厳を守ります

わたしたちは、
サービスを求めるすべての人々に、
誠実かつ献身的に仕え、
その自立を支援します

わたしたちは、
「保健・医療・福祉・介護」
サービスを通して社会に貢献し、
地域 人々 強 絆 育

■聖隷福祉事業団理念体系

中期事業目標

中期事業戦略

法人年度目標

地域の人々との強い絆を育みます

わたしたちは、
先駆的・開拓的精神で
新たなニーズの発見に努め、
常に課題に挑戦します

わたしたちは、
ひとりひとりが専門職としての
倫理と誇りを持ち、
最高の技術を提供します

事業部中期事業目標

事業部中期事業戦略

【理念用語定義】
・使命 ・・・ 職員は何を大切に考えて仕事をするか
・ビジョン2020 ・・・ 2020年にどのような組織であるべきか
・中期事業目標 ・・・ ビジョンを達成するために5年後に具現化すべきポイント
・中期事業戦略 ・・・ 事業目標を達成する上で重点としたいポイント
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人材育成の基本方針人材育成の基本方針

○○人材育成は人事管理の一環である人材育成は人事管理の一環である

○人材育成は長期視野に立ち、系統的、継続的に実施する○人材育成は長期視野に立ち、系統的、継続的に実施する

○人材育成の責任単位は、それぞれの職員が所属する職場○人材育成の責任単位は、それぞれの職員が所属する職場
単位である単位である

○専門性と組織性とをバランスよく育成する○専門性と組織性とをバランスよく育成する

→→医療や福祉、介護のサービスは医療や福祉、介護のサービスはチームによって提供チームによって提供されるたされるた医療や福祉、介護 サ医療や福祉、介護 サ 提供提供されるされる

め、サービスの質は職場集団としての力量にも左右されることめ、サービスの質は職場集団としての力量にも左右されること

になります。そこで個々の職員には、専門的能力（専門性）ととになります。そこで個々の職員には、専門的能力（専門性）とと

もに、組織人としての目標意識や協働する力等（組織性）が必もに、組織人としての目標意識や協働する力等（組織性）が必

要になります。要になります。

○聖隷の一員であるという一体感を育てる○聖隷の一員であるという一体感を育てる

○○人材育成は、人材育成は、OJTOJTを基本に位置づける。を基本に位置づける。これを補完する役これを補完する役
割として、割として、OFFOFF--JTJT、、SDSSDSを合わせて推進するを合わせて推進する

２．人材開発部の組織体制
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【人材開発部・基本方針】

Ⅰ． 事業団としての人材開発を構築する

・組織人としての人材育成をする

・経営視点を持った役職者を育成・開発する

Ⅱ． 社会・地域のニーズに貢献する外部事業を

展開する

法人本部組織図

理事長

総務部

庶務課

秘書・広報室

労務課

人事部 人事課

人材開発部
人材開発課

外部事業課

財務部
経理課

会計課

企画開発部
事業開発室

経営企画室

総合情報システム部
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３．人材開発部の取り組みと展望

  

●人材開発担当の役割

 事業団が求める人材に向けた組織人としての人
材育成を行う。

 職員の人材育成を支援し、OJTが推進できるOFF-
JTの実施を提供する。

経営視点を持った人材を開発する 経営視点を持った人材を開発する。

●外部事業担当の役割

 社会・福祉の人材育成のための外部事業を推進
する。

 制度や教育体系の変革に伴う外部事業を先駆的
に企画、実施する。
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固有の専門性
職種や所属する施設
の種別により必要とな
る知識・技術等

組織性

組織活動
目標管理
コンセンサス

資質能力の枠組み

コミュニケーション
チームワーク
リーダーシップ
問題解決
ほか

＜専門性＞ ＜組織性＞

医療・福祉サービス等に
従事する職員として、また
は同じ法人の職員として
理解しておくべき事項

共通の専門性

職場研修の形態

OJT 〔on-the-job training〕

（職務を通じての研修）

職場の上司（先輩）が、職務を通じて
又は職務と関連させながら、部下（後
輩）を指導・育成する研修輩）を指導 育成する研修

OFF-JT 〔off-the-job training〕

（職務を離れての研修）

職務命令により、一定期間日常職務を
離れて行う研修。職場内の集合研修と
職場外研修への派遣の2つがある

SDS 〔self development system〕

（自己啓発援助制度）

職員の職場内外での自主的な自己啓
発活動を職場として認知し、経済的・
時間的な援助や施設の提供などを行
うもの
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人材開発課 研修体系

マネジャーサプリメント研修

マネジャー２研修（新任課長）

経営者育成スクール
アドバンスド・コース

マネジメント

部門別研修 階層別研修

経営者育成スク ル

選抜研修

経営者育成のための体制を作る

マネジャー１研修（新任係長）

役職者研修

全体研修
※一部の職種のみ

レベル別研修実施

中堅研修
中途採用者研修
２年目研修
新人研修
就職前研修

経営者育成スクール

共通

聖隷福祉事業団の

“中長期目標の達成”

【あるべき姿】 【実際の姿】

ｷﾞ ﾟ

人材育成の目的人材育成の目的

上記のために

求められる人材像

コンピテンシーモデル

ｷﾞｬｯﾌﾟ

「求められる人材像」にするために「求められる人材像」にするために人材育成人材育成をするをする
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目標管理 業務の遂行 問題解決 キャリア発達

1年目
職員

○職場目標を理解する
○仕事における自己目標を見
出す

○責任をもって仕事を完遂す
る
○マナーや仕事上のルールを
身につけている

２～３年目
職員

○施設目標を理解する
○仕事における自己目標を設
定し、自分で管理する

○職場の状況を勘案し、自分
の果たすべき役割を実践する
○後輩へ助言をする

○自分の考えを提案でき、効
果的な議論をする

○自分の職業観を持つ

中堅職員

○事業団の理念を理解する
○職場目標に連鎖した自己目
標を持ち、目標達成に向けた
仕事の取り組みをする

○状況に応じたリーダーシップ
を発揮する
○後輩へ支援と指導をする
○上司の補佐役を務める

○自ら問題を発見し、原因を論
理的に把握する
○複数の解決策を立案し、そ
の策を講じる

○自己の能力を自己評価し、
それを踏まえたキャリア発達目
標を設定する
○計画的な自己啓発に取り組
む

各階層に期待する役割

む

係長

○職場目標の設定に積極的に
関わる
○職場の目標達成に向け、効
率的な実行計画を設定する
○スタッフの実践に結びつくよ
う指導・支援する

○上司とともに、スタッフが働き
やすい職場環境をつくる
○他職場を理解し、連携・調整
を図る
○必要時に課長の代行をする

○日々変化する状況の中か
ら、職場の問題を見出す
○解決に向けて取り組む

○自己の能力を自己評価し、
それを踏まえたキャリア発達目
標を設定する
○計画的な自己啓発に取り組
む

課長
○職場目標を設定する
○職場目標達成に向けたマネ
ジメント活動を行う

○スタッフが働きやすい職場環
境をつくる
○他部門を理解し、連携・調整
を図る
○必要時に上長の代行をする

○速やかかつ本質的に問題を
解決する
○リスクマネジメントを理解し、
実行する

○自己の能力を自己評価し、
それを踏まえたキャリア発達目
標を設定する
○計画的な自己啓発に取り組
む

部長
○事業団目標を設定する
○自部門の目標達成に向けた
マネジメント活動を行う

○実質的な経営者の役割を果
たす
○経営層の補佐、上申を行う

○事業団の将来的な問題を見
出す

○自己の能力を自己評価し、
それを踏まえたキャリア発達目
標を設定する
○計画的な自己啓発に取り組
む

マネジャー１研修

その他役職者研修
聖隷福祉事業団

研修委員会

研修主催

事業団内集合研修を担う組織

マネージャー
サプリメント研修

マネジャー２研修

新人研修新人研修

２年目研修２年目研修

中堅研修中堅研修

研修委員会

役職者研修担当
ファシリテーター

の任命

ファシリテーター
の

推薦・派遣

法人本部
研修委員会

三方原病院

研修委員
会

浜松病院
研修委員会

佐倉病院
研修委員会

その他研修その他研修

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ研修ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ研修

研修主催

※ が階層別研修

横浜病院

研修委員

会

111



研修効果判定・課長
２．管理行動診断表使用

☆特に向上している項目

目標の達成状況をチェックし、成果を評価している

基準、規則、手順、取り決めを部下に励行させている

仕事の進行や結果を記録している

協働目標設定に向けて協力させている

部下の将来性や可能性を開拓する育成計画を立てている

事 事 づ部下の仕事ぶりや行動内容を事実に基づいて掴んでいる

先入観や印象で部下を判断しないようにしている 部下が納得するように評価結果を説明し
ている

☆点数の低い項目

仕事の納期や期限を守っている

仕事の情報やニュースをこまめに部下に知らせている 仕事のコストを明確に決め部下に理
解させている レクレーションや飲み会の場を設けている 皆で討議する場を設け、不満解消
や問題解決に努めている 部下の希望や私生活上抱えている問題などを知っている

研修効果判定・新任課長
１．マネジャーの役割表使用

 ☆特に向上している項目

 経営戦略に関して部下に情報提供している

 部下に対し目標を納得させることが出来ている

 部下が自分に求めていることが把握できている

 部下の将来の姿を把握できている

 成果を出す観点から行動基準に関して一貫性がある目標を達成し、成
果を上げるという信念がある

 ☆点数の低い項目

 部下のモチベーションの源泉を把握している

 部下の悩みを把握している成果を出す観点から評価基準に関する一貫
性がある
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今後の介護人材キャリアパス

○多様な生活障害をも
つ利用者に質の高い介
護を実践

○介護技術の指導や
職種間連携のｷｰﾊﾟｰｿﾝ
となり、ﾁｰﾑｹｱの質を
改善

○利用者の状態像に
応じた介護や他職種と

連携等を行うため

介護福祉士

資格取得後のｷｬﾘ
ｱﾊﾟｽに十分な仕組
みがない！

見直し

（養成施設ﾙｰﾄ）

認定介護福祉士
（仮称）

介護福祉士

【認定介護福祉士養成】

認定介護福祉士は現在、認知症（仮）のみ動いており介
護福祉士会が育成しているためこの育成は当事業団は
当面実施しない。

【国家試験対策講座】
国家試験が必須になる平成28年度までは実施しない。今
後の合格率と実務者研修受講の流れを検討し、平成27
年度に検討する。
【実務者研修】
450時間・320時間（ヘルパー2級終了者）研修実施。
通信講座を実施。定員50名平成25年6月開講（8月申請）
【医療的ケア（痰の吸引等登録研修機関）】

外部事業課

24

の連携等を行うための
幅広い領域の知識・技
術を修得し、的確な介
護を実践

○在宅・施設で
働く上で必要とな
る基本的な知識・
技術を修得し、指
持を受けながら、
介護業務を実践

ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ
1級修了者

ﾎｰﾑヘルパー
2級修了者

介護職員基礎研修
修了者

初任者研修修了者
（ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ2級研修
担当）

介護福祉

【初任者研修】
130時間で研修実施。県申請事業20名
歯科専門40名は2013年度で終了とする

【医療的ケア（痰の吸引等登録研修機関）】
50時間基本研修＋実地研修を登録研修機関として実施
する

<実務者研修>

養成体系が複雑！

新研修体系

プロフェッショナル マネジメント リーダー

部門別研修 階層別研修

部長研修

マネジャーサプリメント研修

マネジャー２研修（新任課長）

経営戦略
アカウンティング
マーケティング

アクションラーニング
経営者研修（Ｒ２級）

選抜研修

キャリアの指向を強化するため

サービスの質に関わる専門性を
高め、新たな価値の土壌を作る

経営者育成のための体制を作る

全体研修
レベル４研修
レベル３研修
レベル２研修
レベル１研修

マネジャ ２研修（新任課長）

人事評価訓練

マネジャー１研修（新任係長）

役職者研修

組織行動
リーダーシップ
経営経済学

ケティ グ
人的資源管理

クリティカルシンキング
コーチング
ファシリテーション
プレゼンテーションキャリアデザイン研修

経営基礎研修①（初級）

経営基礎研修②（Ｒ３級）

共通

中堅研修
中途採用者研修
２年目研修
新人研修
就職前研修

プロフェッショナル
スキル研修

113



・経営者候補人材の不足
・単一のキャリア・コース
・画一的な研修体系

・職種による専門研修体制の格差

人材開発における問題点

・年長者の能力活用体制の未整備

・マネジャーのマネジメント能力の低下
・研修担当者のファシリテーション能力の低下
・職員数の増大（管理対象者の増加、研修ニーズの多様化）

４．今後の課題
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1. キャリア・コースを「見える化」する

２ 経営者育成のための体制を作る

課題解決策

人事戦略として…人材モデルの構築

２．経営者育成のための体制を作る

３．マネジメント能力を強化する研修を
実施する

人事戦術として…育成体制の整備

人事戦術として…育成の実践

経営者の仕事

常に「決断」し続けること

２０１０．７ 理事長×新人 特別対談より

管理職の仕事

「チャレンジ」をしやすいよう
職場環境を整えること

マネジメント

リーダー

職場環境を整えること

２０１２．１ 理事長年頭所感より

職員の仕事

時代の変遷に対応した事業の仕組みを創造できる
大きな視野を持ちキャリアビジョンを描ける人材

２０１０．１ 常務執行役員 背戸常務より

プロフェッショナル
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まとめ

※ 育成は立派に育て上げること

※ 開発は作り出すこと（潜在している才能

を引き出し伸ばす・新しいものを考え実

用化すること）

この観点での育成と開発をシステマ
ティックに展開する。
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ノーリフティングと腰痛予防対策による経営改善

社会福祉法人　みまき福祉会

住所／ TEL 長野県東御市布下６番地１　／　0268−61−6001

URL／E-mail http://www.cpmimaki.or.jp　／

経営理念 『いつまでもすこやかに生き生きと安心して暮らし続けたい』その願いをかなえる
核となります

事業内容 ①社会福祉事業
　・特別養護老人ホーム　　　　　　　１カ所（54名）
　・ショートステイ　　　　　　　　　１カ所（12名）
　・デイサービスセンター　　　　　　３カ所（40名）（15名）（９名）
　・認知症グループホーム　　　　　　１カ所（９名）
　・ホームヘルパーステーション　　　１カ所　

②公益事業
　・マネージメントセンター　　　　　１カ所  
　・訪問看護ステーション　　　　　　１カ所

③収益事業
　・温泉アクティブセンター　　　　　１カ所

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業	 743,703,197円
②公益事業	 48,960,327円
③収益事業	 115,260,558円
合計	 907,924,082円

従業員数
（法人全体）

	 158名（非常勤含む）

当面する経営
課題

①利用者本位で質の高いサービスの提供をする
②事業の透明性の確保に努める
③人材の確保と育成に努める
④地域との共生を推進する
⑤公共的・公益的事業を積極的に進める
⑥経営の効率化を図る
⑧中長期経営計画に基づいた施策を展開する
⑨経費削減に努める
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発表する取組
みに着手した
理由、背景

　以前、みまき福祉会を含む13施設で、介護職員377名を対象に腰痛に関する実態
調査が行われ、従事年数１年以下は46.9％、２年以上になると60％〜 71％と腰痛
があるとの調査結果を得ました。（介護者の腰痛予防：日本医事新報より）
　当法人でも、介護現場において腰痛による早期退職・人材不足等の人的コスト
増大や人員補充費・サービス低下などの経済コストの増大が懸念されていました。
　PTによるボディメカニクスやトランスファー動作練習など職場内研修（OJT）
を実施し職員の育成、腰痛予防を積極的に行ってきました。
　そんな中、佐久大学で開催された研修で、スライディングシート・移乗用ボード・
リフト機などの福祉用具・福祉機器を実際に触れ試すことが出来ました。
　また、ほぼ同時期に「ノーリフティングポリシー」（NLP）の発表を聴き職場内
研修後、「持ち上げない介護。利用者にもスタッフにも安心、安楽な介護を取り入
れようと現場スタッフから声が上がりました。
　NLP委員会を発足させ、PTの協力を得て委員会を中心に福祉用具の使用方法の
勉強会を開催、福祉用具を使用することは利用者にもスタッフにもメリットがあ
ることを伝えました。ハード面では、介護労働者設備等導入奨励金制度を利用し
低床ベッド11台、リフト６台を導入しました。
　また、関東労災病院　勤労者筋・骨格系疾患研究センター長　松平　浩先生の
協力のもと腰痛予防対策の研修を開催しました。「これだけ体操」の実施と、腰痛
には整形疾患・非特異性疾患・心理（ストレス）・社会的問題などがあることを理
解し、腰痛予防に努めています。
　今後もノーリフティングと腰痛予防対策等を継続し、利用者・スタッフともに
安心、安楽な介護を推進し職員の確保・安定化を図り経営改善をしていきたいと
考えています。

発表する取組
みの現時点で
の効果

・�今まで腰痛ベルトを使用していた職員が、腰痛ベルトを使わなくても痛みがな
くなりました。

・�ご利用者の中で、持ち上げる動作をすると痛みを訴えた方が、福祉用具を活用
することで「痛みがなく、身体が楽になった。」という声を頂きました。

・�福祉用具・福祉機器を活用後アンケート調査結果から、腰痛を患っているとい
う職員が11％減少し、腰痛の症状が緩和されたという職員が80％に上り、腰痛
が改善されました。
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東御市の紹介

平成16年4月1日合併

東御市
人口 ３２，０００人

東部町
人口 ２６，５００人

北御牧村
人口 ５，５００人

ノーリフティングと腰痛予防対策による
経営改善

（社会福祉施設における安全衛生）

社会福祉法人みまき福祉会
特別養護老人ホームケアポートみまき 主 任 山浦 京子

副主任 小山 和子

119



腰痛に伴い懸念されるコストの増大

○人的コストの増大

・早期退職

・人材不足

○経済コストの増大

・人員補充費

・サービス低下

○安全衛生の管理

・腰痛者の現状

経営理念：経営理念：
『『いつまでもすこやかに生き生きと安心して暮らし続けたいいつまでもすこやかに生き生きと安心して暮らし続けたい』』
その願いをかなえるその願いをかなえる  核核  となりますとなります

ケアポートみまきの紹介

長野県東御市布下６番地１
開設：平成７年４月

・特養：長期５４床・ショート１２床
（全室個室）

・デイサービスセンター
・グループホーム
・訪問看護ステーション
・ヘルパーステーション
・居宅介護支援センター
・東御市立温泉診療所
・温泉アクティブセンター（プール）
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女性介護職員の腰痛調査より

食事介助 ３３．３％

身の回り ７５．０％

入浴介助 ７９．２％

体位交換 ８３．３％

移動介助 ７９．２％

ケアポートみまき職員の介護時腰痛実態 ２４名

平均年齢４０歳（２００９調査）

０～１年 １５名 （４６．９％）
２～４年 ５０名 （６３．３％）
５～７年 ３４名 （７０．８％）

８～１０年 ３８名 （７０．４％）
１１～１５年 ３３名 （７１．７％）
１６年以上 ３３名 （７０．２％）

従事年数 腰痛有り

介護職員の腰痛に関する実態調査

平成１３年、ケアポートみまきを含む１３の施設で
働く介護職員３７７名を対象に調査回答は３１０名（回答率８２．２％）

介護者の腰痛予防：日本医事新報より
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ＰＴによるボディメカニクスと
移乗動作の説明

職員離職率
２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度

基準日 H２１.３.３１ H２２.３.３１ H２３.３.３１ H２４.３.３１

正規 ５９ ６２ ７２ ８１

准職員 ３ １２ １３ １２

常勤臨職 ３７ ３６ ３３ ２８

短時間 ４９ ４３ ３９ ３１

年度末職員数 １４８ １５３ １５７ １５２

採用者総数 １６ ２６ １６ １９

退職者総数 1５ １４ １１ ２７

離職率 １０% ９% ７% １７%
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ＮＬＰ（ノーリフティングポリシー）委員会
発足の経緯

佐久大学信州短期大学部
特任教授 小島ブンゴード孝子 先生の研修に参加

デンマークで使用されている、移乗用ボード・リフト機・
スライディングシートを実際に触れ試すことが出来た。

長野県高齢者介護・福祉サービス研究学会での
理学療法士 大兼政 亮起 氏によるＮＬＰについて
の講演に参加。

職員同士での移乗動作の実践
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福祉機器の導入
（介護労働者設備等導入奨励金制度）

低床ベッド１１台を導入

持ち上げない介護。利用者にもスタッフにも安心・案楽な

介護を取り入れたいと現場スタッフから声が上がる。

ＯＪＴ（職場内研修）の開催

ＮＬＰ委員会発足
h23.4.1

＜概要＞

・ＮＬＰ委員会の構成メンバーは理学療法士・看護職員・

介護主任・介護職員の計８名。

・毎月１回開催。
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ＰＴによる福祉機器の説明

福祉機器の導入
（介護労働者設備等導入奨励金制度）

合計リフト機６台を導入
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リフトを使っての移乗

福祉用具のＯＪＴ（職場内研修）
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スライディングシートを使用し
ベッド上部への上昇移動

スライディングボードを使っての移乗
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アンケート集計結果 （介護職員３７名対象）

○現在、腰痛を患っていますか？

導入前 ５５．９％ 導入後 ４４．１％

○機器導入前と比較して症状はどうなりましたか？

・かなり緩和された ２６．７％

・やや緩和された ５３．３％

・症状に変化は見られない ２０．０％

・悪化した ０．０％

介護福祉機器導入にかかる
身体上に関するアンケート集計
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「これだけ」体操とパワーポジション

腰を後ろに引き
ながら膝を曲げ
る。
この時、背中は
丸くならない。
この姿勢を
15秒間保持する
×2セット

肩幅に立って、
手を腰に置く。

腰痛予防対策の研修について

○講師

関東労災病院 勤労者筋・骨格系疾患研究センター長

松平 浩 先生

○研修内容

＜腰痛の理解＞

整形疾患、非特異性疾患、心理（ストレス）・社会的問題

による腰痛

＜腰痛予防＞

これだけ体操 パワーポジションについて

＜腰痛実態・予防体操実施後の腰痛改善アンケート調査＞

今後実施予定
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ま と め

・ノーリフティングと腰痛予防対策等
を継続し、利用者・スタッフともに

安心・安楽な介護を推進し職員

の確保・安定化を図り経営改善

に努める。

ＮＬＰ委員会の目標

・ご利用者の状態に合わせた、福祉機器・

福祉用具を活用できるようにアセスメント

を行い、持ち上げない介護の実践。

・腰痛予防対策の継続的な実践。

・介護技術の向上。
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地域ニーズの把握と事業化

社会福祉法人　明光会

住所／ TEL 三重県津市美杉町八知729−１　／　059−272−8800

URL／E-mail http://www.za.ztv.ne.jp/emi-care/indexA.htm　／　hiyoco420227@gmail.com

経営理念 　明光会は、多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して、総合的に提供
されるよう創意工夫することにより、利用者自身の尊厳を保持しつつ、自立した
生活を地域社会において営むことができるよう支援することを目的として、社会
福祉事業を行う。

事業内容 特別養護老人ホーム（50名）１か所
短期入所生活介護（20名）１か所
通所介護（15名）１か所

収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業	 285,718,563円
②公益事業	 0円
③収益事業	 0円
合計	 285,718,563円

従業員数
（法人全体）

	 64名（非常勤含む）

当面する経営
課題

①「経営圧迫」
　�利用者の介護重度化により、介護サービス量の増（人員増）による人件比率の
増→きめ細かなサービス提供を進める中で、やむを得ない事態と考えるが、「サー
ビスの質」の標準に個別性があり、その標準化に費やす監査指導項目の整備や
職員教育にかかるウエイトも大きい。
②「人材確保困難」
　�社会全体の課題でもあるが、当法人の立地が過疎地域にあるため、社会福祉・
医療従事者を志望する方の絶対数が少なく、専門教育を受けた方及び専門資格
を有す方の確保が極めて難しい状況下にある。
③「地域福祉・地域福祉活動推進機関との連携不十分」
　�美杉町の高齢化は51％　町内旧村単位では61％に至っている。限界集落、買物
難民、医療受診、生活・介護支援、防災・減災等々、町をどのように「舵取り」
するのか、住民参加の組織化等積み上げてこれたのか、形あるものにすること
が急務である。

131



発表する取組
みに着手した
理由、背景

①�平成14年７月から取り組み始めた「ほんまもん地域福祉生活支援活動」が10年
を経過しました。ニーズ調査に基づき平成17年５月に発足した「友交会」は７
年目を経過し、活動は定着化しています。現在会員は40名となりました。
　�しかし、当面する（経営）課題に記したよう、即ち「地域福祉課題」と解され
るところであり、介護保険制度施行から経過した今、社会福祉法人、とりわけ
高齢者福祉分野に於いては「特別養護老人ホーム」からの情報発信が弱かった
ことを反省し、平成21年11月、改めて活動の意義を記した町内全戸へのパンフ
レットを配付【（独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育て・障害者基金」助成
事業】し地域福祉の再構築をめざした取組みを進めています。

発表する取組
みの現時点で
の効果

①会員数が18名から40名に増加

②地域福祉への関心が高まり、出前トークの依頼増
　
③夏祭り、地域福祉フォーラムへの参加協力者増

※�町の方の関心が高まることで、地域福祉課題の解決に向けた参加意識が高まり
つつあるが、「地域福祉・地域福祉活動推進機関と町の方々との連携をどのよう
に図るかが」これからの課題となる。

※�ふれあいのまちづくり事業（平成８年改正）を地域福祉活動の典型として、社
協に限らず、大小を問わず、その地域の主要な社会福祉法人が取組むべきもの
となるようその声を上げ続けたいと思います。
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災害への対応「御所見地区の災害対応におけるふくしの
種別を超えたネットワークづくりについて」

社会福祉法人　光友会

住所／ TEL 神奈川県藤沢市獺郷1008−１　／　0466−48−1500

URL／E-mail http://www.lfa.jp　／　sks@lfa.jp

経営理念 《基本理念》
　障害者には、同世代の健常市民と同様の『当たり前の生活を営む権利』、すなわ
ちあらゆる面での、「完全参加と平等」の権利がある。これを保障するためには、
すべての面での条件整備が必要である。
 
〈３つの目標〉
１．�福祉施設にありがちな「隔離と管理」から脱皮するため、職員・利用者・地

域住民の意識改革に努めるとともに地域福祉の核機能を果たしてゆく。
２．�障害者への差別と偏見を除去し、障害者の学習権・労働権・生活権を保障し

てゆく。
３．�「平和は福祉の基礎」「福祉は平和のシンボル」であることを身近なところか

ら裏付けし、これを支える福祉運動を推し進めてゆく。

事業内容 地域生活部
・障害者支援施設（旧身障療護）（60名）（短期入所事業18名）１ヶ所
・生活介護事業（20名）１ヶ所　・通所介護事業（20名）１ヶ所
・障害者相談支援事業　１ヶ所　・視覚障害者訓練事業（藤沢市委託）１ヶ所
・高次脳機能障がい者相談支援事業（藤沢市委託）１ヶ所
・GH・CH （24名）４ヶ所　・児童デイサービス（10名）１ヶ所
・居宅介護・同行援護・移動支援事業、訪問介護・訪問リハビリ・居宅介護支援事業
・地域包括支援事業 １ヶ所
就労支援部
・就労移行支援事業（29名）２ヶ所（点字印刷、オフセット印刷、製パン、農作業、
・就労継続支援A型（10名）１ヶ所　　軽作業、テーププリント、製麺、豆腐、
・就労継続支援B型（97名）２ヶ所　　レストラン、ハウスクリーニング、軽作業エコ等）
・�福祉的就労協力事業（市営体育館内レストラン70席）・福祉ショップ（スーパー

店内コーナーにて県内作業所製作品の販売）
指定管理事業（藤沢市）
・�学齢前障害児通園事業（60名）１ヶ所　・生活介護事業（知的）（60名）１ヶ所
・障害者スポーツ体育館運営委託事業　１ヶ所
・児童デイサービス事業（10名）１ヶ所　・日中一時支援事業（40名）２ヶ所
横浜市委託事業
・社会福祉法人型障害者地域活動ホーム
　�（相談支援、障害者日中活動支援50名、ショートスティー４名・一時ケア、おも

ちゃ文庫、余暇活動支援、地域交流・ボランティア活動支援等）１ヶ所
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収入
（法人全体）
平成23年度決算

①社会福祉事業	 １,889,772,187円
②公益事業	 円
③収益事業	 円
合計	 １,889,772,187円

従業員数
（法人全体）

	 327名（非常勤含む）

当面する経営
課題

１．�	人材育成（職員の活性化、法人内研修体制の見直し、企画職会議の継続等）
２．�法人使命の推進（１外部理事に各事業所の状況把握と情報交換、法人に進言）
３．�就労部門の改革（新たな障害者雇用の取り組みと新事業の具体化等）
４．�地域生活部門の再整備・再編成
５．�新会計の実施に伴い、20経理区分を超える会計処理などプロジェクト協議が必要
６．�リスクマネジメントの在り方の検討
７．�各事業所の状況把握と利用者サービス向上に向けた目標の明示、タイムスケ

ジュールの作成と実施

発表する取組
みに着手した
理由、背景

　2011年３月11日に起きた東日本大震災は、現在に至っても余りに大きな被害を
もたらし、いつ、どこでも近いうちに大地震、大津波、大水害などの発生の可能
性があり、その時の被害を最小限にくい止め、どのような困難な状況のなかでも
最善の対処ができるようにするべきことが良いということを気付かせました。
　従来から、地震対策として市民を対象に災害訓練は各地区で行われていますが、
福祉関係の利用者の安全確保は、各法人・事業所に任されています。また、県内
の各協議会ごとに災害対策のための講習会や東日本被災地支援への取り組みが為
されてきました。こうした災害対策は、多く見かけられますが、顔の見える範囲
での地域にある福祉関係事業所での交流やネットワーク化への取り組みは数少な
いのではないか。このような中で、昨年、６月「シンポジウム〜災害対策におけ
る種別を超えた福祉ネットワーク作りについて」の必要性を藤沢市内各法人理事
長・施設長に呼びかけ、約150名の参加の下で意見交換をしました。そして、９月
から毎月１回、当法人を事務局として、藤沢市内13地区の一つである御所見地区
にある11事業所で「災害対策における福祉の種別を超えたネットワーク作りにつ
いて」の勉強会を開始しました。
　この勉強会の１年間の取り組みは、様々な災害対策の一つとしての気付きに多
くの示唆があり、今回の事例の応募となりました。

発表する取組
みの現時点で
の効果

①�	市内13地区の、１地区内で種別を超えた福祉事業所長が集まり、共通テーマで
１年間継続し、今後は、３ヶ月に１度の勉強会とした。

②�各法人・事業所での災害対策の取り組みについて、備蓄品などの資料の作成や、
職員の体制について情報交換し、具体的な取り組みに生かせた。

③�各事業所ごとに集まりを持ち、このようことがあって特養、老健、認知症グルー
プホーム、ミニデイ、地域包括、保育園、旧身障療護施設、就労支援センター
等の見学の機会ができた。

④�１年間の経過を以て、７月30日「シンポジウム　災害対策福祉ネットワークづ
くり・・御所見地区の取り組み〜藤沢北部と中・南部からの発信〜」を開き、
約70名の参加者があった。

⑤�当法人の夏祭り（８/26）に勉強会参加の「認知症GH」の皆さんが遊びに来られた。
⑥�９月に、勉強会参加の特養に、近隣３自治会から災害対策での相談の申し出が

あるとのことで、当法人としても参考に聞くことができる。
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「藤沢市・御所見地区の災害対策における福祉の種別を超えたネットワークづくり」   
 

                         社会福祉法人 光 友 会 
                         地域生活部長・理事 本谷 守 

１．はじめに 
 ２０１１年３月１１日に起きた東日本大震災は、現在に至っても余りに大きな被害をもたらし、

いつ、どこでも近いうちに大地震、大津波、大水害などの発生の可能性があり、その時の被害を

最小限にくい止め、どのような困難な状況のなかでも最善の対処ができるようにするべきことが

良いか、ということを気付かせました。

 従来から、地震対策として市民を対象に災害訓練は各地区で行われていますが、福祉関係の利

用者の安全確保は、各法人・事業所に任されています。また、県内の各協議会ごとに災害対策の

ための講習会や東日本被災地支援への取り組みが為されてきました。

こうした災害対策は、２００５年阪神・淡路大震災以降の取り組みとして多く見かけられます

が、普段から地域内の高齢、児童、障害等の種別を超えた福祉施設間のネットワークづくりがで

きていれば、災害時の協力態勢もできるのではないかという発案を、昨年５月、当法人五十嵐紀

子理事長からお聞きし、先ず、自前で福祉施設・事業所利用者の安全確保と地域の要援護者支援

への役割の具体化など、どのようにしていけばよいかという方策として、この１年間どのように

取り組んだか報告をし、さらに当法人として今後の取り組みをどのようにすべきか考えたいと思

います。

 

２．２０１１年６月２８日「シンポジウム：災害対策における種別を超えた 

福祉ネットワークよる体制づくりについて勉強会へのお誘い」の実施          

日 時 ２０１１年６月２８日（火）１６：００～１８：００（１５：３０より受付） 

場 所  藤沢市産業センター６階研修室 

定 員  １２０名（最大１８０名） 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳ          藤沢災害救援ボランティアネットワーク 理事長 森井 康夫 様 

         被災地入りした福祉施設職員（各団体より保育士・介護支援専門員 

                                                        障害施設職員 3名） 
司会進行 本谷 守（事務局） 

 

  呼びかけ人  神奈川県高齢協福祉施設連絡会会長  川瀬 和一  （藤沢養護老人ﾎｰﾑ施設長） 

社会福祉法人上村鵠生会理事長  番場 定孝 

  藤沢市民間保育園設置法人代表者会会長 加藤 隆次（亀井野保育園園長） 

               社会福祉法人高谷福祉会理事長   桝居 祐三 

         藤沢障害福祉法人協議会会長     米村 洋一（藤沢育成会理事長） 

               社会福祉法人光友会理事長       五十嵐 紀子 

    事務局 社会福祉法人光友会理事・地域生活部長 本谷 守 

               藤沢市獺郷１００８－１ 電話 ０４６６－４８－４５００ FAX ０４６６－４８－７７４７ 

・参加者は、藤沢市内１６の民間保育園、４１の高齢者施設、２１の障害施設から各代表者

や職員など約１５０人が集まった。被災地入りした福祉施設職員３名に現地での経験をもと

にお話ししていただいたが、福祉施設間の連携することの重要性について話した。

 今後、市内１３地区でそれぞれが種別を超えて福祉間のネットワーク化の推進を提言した。
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３．   御所見地区の災害対策における福祉の種別を超えたネットワークづくりについて 

               ２ ０ １ １ 年 ９ 月 か ら 勉 強 会 開 始 

＜御所見地区「勉強会」参加事業所＞ 

  1 白鷺苑（特養）・一樹荘（通所介護）  2 御所見地域包括支援ｾﾝﾀｰ  3 ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰえんじゅ  
 4 御所見愛児園（保育園） 5 湘南希望の郷（旧身障療護施設）6 神奈川ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(就労支援)        

７湘南希望の郷ｹｱｾﾝﾀｰ (生活介護、通所介護、GH・CH、相談支援等、居宅介護、訪問介護等) 
 8 ガーデニア・ごしょみ(老人保健施設)   9 偕老ホーム(認知症GH)  
 10御所見の家すこやか(通所介護等) 11サンライズ����ﾗ藤沢湘南台（有料老人ﾎｰﾑ） 

 12 光友会（事務局 本谷） 

                  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                  第１回勉強会 報告 

              日 時 ２０１１年９月２７日（火）１４：００～１６：００ 

              場 所  御所見愛児園会議室（住所 藤沢市用田５６９） 

              参加者 御所見地区１０事業所                          

1) 自己紹介（各事業所） 

2)  情報交換（抜粋） 

・入居者分の食料備蓄（３日分）はあるが、施設外地域分の備蓄は用意されていない。

・施設内の災害対策の備蓄品などがどこにあるか全職員で周知確認した 

・御所見地域包括支援ｾﾝﾀｰで以前、要援護者として申し出諾否のアンケート調査をした。３割ほどの希

望者があった。

・｢3.11 地震・津波｣は今までの意識を大きく変えるものになった。どのように対処すべきか、施設内で検討中 

・地域密着型のGH（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ）で地域自治会に加入したが、地域との連携がはっきりしていない 

・｢3.11｣の実情把握が必要。災害当日の連絡方法は。津波が来なかった所はどうだったかなど。

3) 今後の進め方 

 ①御所見地区の各福祉事業所での顔合わせから、今後、福祉間での災害対策のﾈｯﾄﾜｰｸづくりをどのよ

うにしていくか、検討していく。

② 災害対策についてお互いに知り得たこと、各事業所で取り組みしたことなどの情報交換をしていく 
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                  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                              第２回勉強会 の報告 

             ・日 時 ２０１１年１０月２５日（火）１４：００～１６：００ 

             ・場 所  湘南希望の郷（住所 藤沢市獺郷１００３） 

             ・参加者 御所見地区以外に、光友会障がい福祉ｾﾝﾀｰひかり（辻堂） 

                  ���県社会福祉協議会(社会福祉施設�����) 

                               

1) 陸前高田市 障害者入浴支援(9/25～10/2)報告（湘南希望の郷溝渕施設長）   

2)情報交換（抜粋）  

 ・「非常食というとカンパンや氷ざとうなど実際に役立たない」という本が出版された。飲料水も貯

水槽を活用すべき方法も検討の必要あり 

 ・公的な防災無線設置がなされても「３．１１」で活用されたのか不明 

 ・保育園と避難所の支援についての想定はどうしたものか 

 ・避難訓練実施で避難拒否する利用者がある 

 ・停電時に自家発電機が無いと生命の危険性がある入居者ための対策の必要あり 

 ・現在施設の自家発電機は、火災時の防火用水機動のためのもの。生活必需の電気稼働に、自家発電

機設置は必要だが、施設で検討中 

 県社協大関さんより 

 ・被災地では、通所施設でも避難者受付の申し出があったところあり。毛布の備蓄はしていなかった

とのこと。食料の備蓄期間は、３日でなく７日分必要。かかりつけの病院が閉鎖したため、服薬の

薬をどう受け取れるようにするか困っていた。などの情報提供あり 

3) 今後の進め方 

  ①御所見市民センターに設置されている自家発電機の機能などの確認 

③ 次回、各事業所の非常用備蓄、備品一覧提出（１２部）持参 

         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                   第３回勉強会 の報告 

              ・日 時 ２０１１年１１月２９日（火）１４：００～１６：００ 

              ・場 所  ガーデニア・ごしょみ（住所 藤沢市獺郷２１８） 

1)前回の確認等 

・御所見市民ｾﾝﾀｰの自家発電機は市民ｾﾝﾀｰ内で必要とする電気を稼働させるためのもので、酸素吸入な

ど在宅の方への受け入れなど、事前の呼びかけはしない、とのこと。

・この勉強会での情報交換、資料などを活用して御所見地区内でのﾈｯﾄﾜｰｸ作りが形となるように、月１

度の定例会とし、事務局は光友会でしばらく続ける。御所見の家・すこやか（居宅介護支援・ﾃﾞｲｻｰ

ﾋﾞｽ）が今回から参加。サンライズ・ヴィラ 藤沢湘南台（有料老人ﾎｰﾑ）が次回以降参加希望あり。 

2)情報交換 

・湘南希望の郷：非常食ﾒﾆｭｰ、水（調理用含み）78 人(入居者 60 人、短期入所 18 人)3 日分、加熱にカ

セットコンロ等説明。入居者の服薬６日分用意。空調機数台等が稼働できる自家発電機設置予定（県

から助成金利用） 

・白鷺苑：介護職員も調理を実施、一口大、とろみなど必要に応じた対応可。扇風機、石油ストーブあ

り。

・湘南希望の郷ｹｱｾﾝﾀｰ：GH・CH(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｹｱﾎｰﾑ)10 名の食料は、常にお米 15 ㎏があるようにし、

水は貯水槽を利用、おかずは塩分のある物を備蓄。

・水の確保として、「御所見地区防災ﾏｯﾌﾟ」に災害時雑生活用水として防災井戸のある場所が明示（44
ｹ所点在）。（藤沢市としては、今後、井戸づくりの助成などはないとのこと） 

・災害時、通所中、在宅利用者、入居者家族等の安否をどのように確認するか。

・藤沢障害福祉法人協議会（８法人）と藤沢市とで「災害時における障害者の緊急受入に関する協定
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書」を締結しているが、「緊急受入の可能人員、災害時の支援者等の確保計画、必要物資の備蓄、調

達等緊急受入の実施に必要な事項について協議を行い、調整を図る」ことなどについて、具体策はま

だできていない。

・この勉強会の出欠については、各事業所それぞれ誰かが出席できるように代理者を決めるべき。

                    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                            第４回勉強会 の報告 

  
            ・日 時 ２０１１年１２月１９日（月）１４：００～１６：００ 

            ・場 所  白鷺苑（住所 藤沢市用田８２０） 

情報提供 

1) 講演会：12/21(水)18:30～藤沢市産業センターにて「東日本大震災被災者が語る～ 

                 石巻市渡波(ﾜﾀﾉﾊ)小学校避難所生活と仮設住宅の生活」 

2)  防災セミナー12/24（土）１３：４５～１６：４５ 藤沢市民会館小ホールにて実施 

  「災害に負けない町づくりをめざして」～災害要援護者も地域の支援者も、安心・安全の避難支援を～ 

主催 藤沢市福祉団体連絡会 

3)各事業所より（抜粋） 

・白鷺苑には井戸がある。自家発電機設置の申請をする。

・福祉避難所（��の避難施設での生活困難な場合）は、各地�市�センター����になっている。

・福祉施設の受入態勢のマニュアル化、地域との連携、情報収集の仕方などまだ未整備。

・入所施設は地域から期待されているが、まだ、受入するための態勢ができていない。入居者以外の必

要な食料備蓄、物品の用意は、予算、収納場所等未整備で今後の課題である。

・GH・CH（光友会��ﾙ������������）、ヘルパー事業所の利用者対応は大丈夫といえるようにしてい

るが、デイサービス利用者の帰宅困難時対応が課題となっている。

・偕老ホーム：食料備蓄は多めに保管したが、今後保管場所をどこにするか検討中。

・愛児園では、3.11 のときは、２時間内で保護者のお迎えがきた。今後、地域の人へ保育園としての対

応は不確定で今後の課題となる。 

                    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                 第５回勉強会 の報告 

  
              ・日 時 ２０１２年１月３１日（火）１４：００～１６：００ 

              ・場 所  偕老ホーム（住所 藤沢市打戻 1896） 

 各事業所より（抜粋） 

○ 各事業所作成「備蓄・備品一覧」について紹介（資料参照） 

・  2/8 自家発電機納入－動力用可能（重量 200 ㎏）、200 ﾘｯﾄﾙ燃料をドラム缶に保管（ﾒﾝﾃﾅﾝｽが必

要）。多くの職員は炊き出しの経験なし（必要物品購入の予定）。紙おむつ 100～120 人分を分散

して備蓄。近隣の方達の受入態勢不十分（毛布なしなど・・） 

・ 備蓄用倉庫が手狭のため、収納庫を新たに検討 

・ 宿泊する場合の毛布、ロールマットが必要。余裕ある倉庫がない、どこに何があるか誰でも解るよ

うにしなければいけない 

・ 近隣の人の避難の受入をどのようにするべきかはっきりしていない 

・ 宿泊がないので備蓄としての用意なし 

・ 避難所で不適合な方への対応をどのようにするべきか、今回の震災で受入した施設の具体例はある

か知りたい 

・ 懐中電灯よりもランタンは周りを照らし明るい 
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                 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                第 ６ 回 勉 強 会  ＜報 告＞ 

  
                日 時 ２０１２年２月２８日（火）１５：００～１６：３０ 

                場 所  神奈川ワークショップ（住所 藤沢市獺郷 1008） 

                            

○被災地支援報告（神奈川ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ中野所長）  

 2/5～2/12 陸前高田市内在宅障害者対象 入浴介助等支援、仮設住宅訪問、 

○平成 23 年度災害支援者実践交流会（H24．2/25）参加報告（本谷） 

 「横須賀市災害時要援護者支援プラン」次回配布                     

  ①情報交換 

  ・１月各事業所作成 ｢非常用備蓄・備品一覧表｣を見ての意見交換 

 ・３日間の備蓄で足りるのか、それ以上の量の置き場所がない 

  ・地元消防団と普段からの交流は必要（避難訓練の見学などを要請） 

  ・避難訓練で消費期限間近の備蓄食品を利用するべき 

 ・各自治会との「協定」作りなど、必要となるのか 

 ・連絡方法、必要な物など具体的な順位付けが必要 

  ・（ｹｱﾏﾈ）利用者の安否確認のマニュアル化など整備すべき事がある 

 ・先日、消防署の立ち入りで、先ず職員が怪我しないよう洗い場の戸袋の扉に鍵の取り付けなどアド

バイスがあった 

 ・入居施設は、避難所での対応が困難な地域住民が来られるのではないか、どう対処するべきか対策

を行政とも検討が必要、協定の具体化などどうなるのか 

  

  ・次回は、御所見地区防災組織連絡協議会会長をお呼びし、お話を聞き、意見交換を予定したい 
（事務局で打診） 

                  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                 第 ７ 回 勉強会 報告 

  
                日 時 ２０１２年３月２８日（水）１４：００～１５：３０ 

                場 所  御所見愛児園（住所 藤沢市用田 569 tel 48-1070） 

                   

○御所見地区防災組織連絡協議会会長・副会長、御所見地区経営会議副部会長と意見交換 

  （資料参照） 

・福祉施設に避難しなければならない地域住民への対応策を早く作成して欲しいとの要

望を強調された。 

              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

               第 ８ 回 勉強会 ＜報 告＞ 

  
                日 時 ２０１２年４月２４日（火）１４：００～１５：３０ 

                場 所  湘南希望の郷（住所 藤沢市獺郷 1003 tel 48-4500） 

・湘南希望の郷自家発電機紹介 

  燃料 軽油 190 ㍑ 4カ所の場所の空調機各２台分が稼働（脱水症状等防止）約 1300 万円 

（工事費込み、450万円助成金利用） 

・特養等高齢者の協議会と藤沢市との協定書（H18.4.1）についての変更は、H25 年までの県との取り

決め後になるとのこと（白鷺苑） 
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・法人の企画職（課長・課長補佐等）内で災害対策でのマニュアルづくりをしている 

・災害について、地震想定が主になっているが、富士山の噴火が起きる可能性なども想定すべきか 

・近隣自治会と５月に話し合いをする。(分担づくり、連絡方法などについて)、防災訓練は実地に即し

て実施(�ｰﾀﾞｰ��ﾌﾞ�ｰﾀﾞｰの役割を設定、非常食を調理した) 

・新年度で新規利用者の情報確認、他の園児も４月中に再調査 

・今後、井戸掘りや１室のエアコンが非常時に稼働できるよう検討 

・独居で外出しない高齢者の確認予定（ｱﾝｹｰﾄの実施）（地域包括支援ｾﾝﾀｰ） 

・通所介護が休止のときの昼食がない場合、帰宅したとき家族が不在など、不都合の想定を考え、利用

者の家族構成など今後の取り組みをしていく 

次回・・「御所見地区福祉ネットワークづくりのための勉強会」の取り組みについての報告会を検討 

              ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

               第 ９ 回 勉強会  ＜報告＞ 

  
                日 時 ２０１２年５月２３日（水）１４：００～１５：３０ 

                場 所  ｶﾞｰﾃﾞﾆｱ・ごしょみ（住所 藤沢獺郷 218 tel 47-0580） 

・今回から、サンライズ・ヴィラ藤沢湘南台参加 

・各事業所間の連絡網を作成したが、メールアドレスも入れるようにとの意見あり（事務局で作成） 

○ 情報交換 

・湘南希望の郷各部署（職種別）にて、「職員行動チャート」作成中 

・緊急時対応のマニュアル（連絡網・連絡法・救護法等）作成中 

・職員の自宅から事業所までどの位時間をかけて来れるか、調査実施 

・緊急時に対応すべき機器類の操作法、備蓄・備品倉庫の所在、消防署連絡法など確認と、「フローチ

ャート」作成中。備蓄用倉庫は今以上置き場所がないので、検討中 

・BCP （business continuity plan）を検討 

（＊BCP とは、事業継続計画企業がビジネスコンティニュイティに取り組むうえで基本となる計画の

こと。災害や事故などの予期せぬ出来事の発生により、限られた経営資源で最低限の事業活動を継

続、ないし目標復旧時間以内に再開できるようにするために、事前に策定される行動計画である。） 

・月１回の避難訓練を実施。起震車で大地震の体験ができるように、実体験実施をしたい 

・独居高齢者が緊急時に誰に助けを呼べるか、調査中（御所見地域包括支援ｾﾝﾀｰ）  

・不在時の職員との連絡がいつでもできるようにしたい。この「福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ」での協定書作りができれ

ばよいが 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ（GH）では、常時、米・水を３日間以上あるようにしているが、GH４カ所の支援体制

や、当地域福祉部内に多種の事業所があり、共通のもの作りを検討 

・昨年３．１１の地震があったとき、４階にいたがどのように行動すべきか戸惑った。それから、４階

の入居者全員を内階段で１階に下りるのに２０～３０分掛かった。年４回の避難訓練を実施 

・和歌山県の災害時の要援護者対策マニュアルの項目には、地震だけでなく風水害の場合の項目があ

る。御所見地区の災害の地域性は何か、長い歴史上を参考にするべき。また、停電、断水などライフ

ライン対策は具体化が必要。

・避難所で長時間いられない高齢者・障害児者の居場所をどうするか、まだ、不確定。
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                 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

               第 １０ 回 勉強会  ＜報告＞ 

  
                日 時 ２０１２年６月２６日（水）１５：３０～１７：００ 

                場 所  御所見の家（住所 藤沢用田 653-1 tel 49-1155） 

○ＮＨＫハートフォーラム「東日本大震災 そのとき福祉現場は」（６／１０）参加報告 

 情報交換 

・通所事業所（就労支援）だが、災害時には、利用者、職員が宿泊する場合を想定して、そのための必

要物品の用意を検討 

・入所施設だが、地域自治会と９月に話し合いを持つ 

・事業所に、地域の方が気楽に寄れる場（テラスカフェ）を作った 

○７月３０日の明治市民センターでの「御所見地区福祉ネットの取り組みの報告会」について意見交換 

                 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

４． ２０１２年７月３０日 「シンポジウム 災害対策福祉ネットワークづくり： 

御所見地区の取り組み～藤沢北部と中・南部からの発信～ 

日時 ２０１２．７．３０（月） 

                                                    場所 明治市民ｾﾝﾀｰ４階ホール 

                             （藤沢市辻堂新町 1-11-23） 

            

                                司会進行 本谷 守（事務局 光友会） 

 １４：００ ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ紹介  小松 永一 氏（特別養護老人ホーム 白鷺苑 ） 

               溝渕 崇  氏（障害者支援施設 湘南希望の郷 施設長 ） 

                   渡邊 誠  氏（特別養護老人ホーム鵠生園ｹｱｾﾝﾀｰ 所長） 

                        椎野 幸一 氏（御所見地区防災組織連絡協議会 会長） 

                      （敬称略） 

  １４：１０ 本谷・・御所見地区の災害対策として、種別を超えた「福祉ﾈｯ ﾄ ﾜ - ｸ」づく        

りの取り組み(昨年 9月～今年 6月まで 10回)����報告(資料配布) 
  １４：１５   小松・・特別養護老人ﾎｰﾑ白鷺苑の災害対策及び一石会の災害対策    

              ・・御所見地区「福祉ﾈｯﾄﾜ-ｸ」について～これからの災害対策 

 １４：２５    溝渕・・障害者入所施設湘南希望の郷の災害対策及び光友会の災害対策 

             ・・御所見地区「福祉ﾈｯﾄﾜ-ｸ」について～これからの災害対策 

 １４：３２    渡邊・・海に面した施設「鵠生園」(藤沢市片瀬海岸 1-7-9)としての災害対策 

 １４：４５   椎野・・御所見地区防災組織連絡協議会の取り組みと、行政サイド及び御所見地区の 

災害時要援護者への対応について 

  １４：５５ 質疑応答 

本谷・・地区内福祉施設間での災害対策と地域での災害時要援護者への 

対応について避難所生活に馴染まない家族・当事者への対応の課題等  

１５：１０  <市内各協議会等から情報提供など依頼>    

               神奈川県高齢協福祉施設連絡会会長 川瀬 和一 氏（藤沢養護老人ﾎｰﾑ施設長） 

  15:15   藤沢障害福祉法人協議会事務局長 小林博氏 (藤沢育成会�湘南ｾｼ�ｱ副施設長) 
    15:20   小川陽氏（知的・発達障害児者障害者相談支援等 みらい社施設長） 

    15:25   戸高洋充氏（精神障害者相談支援等 ひまわり総合施設長） 

 １５：３０～４０ 小松 溝渕 渡邊・・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑに参加して   

  １５：４５ 椎野・・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑに参加して 
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 １５：５０ 本谷 まとめ（各地区内の福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ作りと市内北部～南部の協力） 

 １５：５０ 休憩  ・・・・・・・・・・・・・・・・（第２部支度） 

  １６：００ （第 2部）NTT による災害用伝言ダイヤル１７１の説明と実演（約 30分） 

  １６：３０  終了                                   （携帯電話を利用） 

 ＜7/30 シンポジウム報告＞ 

東日本大震災が起きてから１年４ヶ月近くが過ぎました。この間、藤沢近辺に直下型の大地震の到来

が喧伝されるなか、「シンポジウム 災害対策福祉ネットワークづくり：御所見地区の取り組み～藤沢

北部と中・南部からの発信～」が、明治市民センターにて、７月３０日（月）１４：００から７０名ほ

どの参加者のもとで行われました。

このシンポジウムは、昨年、６月２８日に１５０名ほどの参加者のもと実施した「藤沢市内の児童、

高齢、障害福祉担当者による被災地支援活動をもとにしたシンポジウム」を参考に、「藤沢市内各地区

で種別を超えた福祉ネットワークによる体制づくり」の重要性を考え、御所見地区内の光友会に事務局

を置き、９月から毎月１回の種別を超えた１１の福祉事業所で勉強会を積み重ねてきた経過のなかで企

画されました。

シンポジストとして御所見地区内の特別養護老人ホーム白鷺苑事務局 小松 永一氏と障害者支援施設 
湘南希望の郷施設長 溝渕 崇氏から、「勉強会」に参加することで１１事業所間初めて顔合わせがで

き、各事業所がどのような備蓄物品の種類や数量の用意をしているかなど災害対策の情報交換をもと

に、災害時には施設利用者対応以外に御所見地区の特性も踏まえて地域での役割にどう対処することが

できるのか等々、１０回に及ぶ経過と今後さらに有益な勉強会にしていく期待を述べました。

次に、片瀬地区にある特別養護老人ホーム鵠生園ケアセンター所長渡邊 誠氏の話では、一昨年、１

００名の入居者・職員以外に福祉避難所の役割として、広域避難所では困難を強いられる高齢者など要

援護者８０人の受入計画してきたが、昨年の３．１１の津波の大被害を知って、改めて災害対策の見直

しをしなければならなくなり、先ず入居者、通所利用者などをどのように、どこに避難させるべきか、

様々な想定への対処方法を述べられました。

さらに、御所見地区防災組織連絡協議会 会長椎野 幸一氏から、大地震があっても生きていなければ

人を助け支援できないこと。地震発生後３分間の自主防災がいかに大切か、そして、共助が当たり前の

ようにできるように、地域での避難訓練だけでなく、普段からお祭りやイベントの企画をとおしてお互

いが知り合い、被災時の助け合いがし易いようにしていくことなどを話され、福祉施設への期待では、

地域の特性を生かして要援護者を支援してほしいと述べられました。

このような御所見地区からの「発信」に続き、神奈川県高齢協藤沢地区福祉施設連絡会代表 川瀬 

�一氏（藤沢養護老人���施設長）、藤沢障害福祉法人協議会事務局長 小��氏 �藤沢��会�湘南�

ｼﾘｱ副施設長)、小川陽氏（知的・発達障害児者障害者相談支援等 みらい社施設長）、戸高洋充氏

（精神障害者相談支援等 ひまわり総合施設長）、各団体・事業所のリーダーから、市内高齢者、障害

者施設各協議会の取り組みや、各種障害者相談支援事業所等からの取り組みなどお話いただきました。

２時間のシンポジウムでは、御所見地区での取り組みの継続と、藤沢市内各地区で、「種別を超えた

福祉ネットワークによる体制づくり」のため、呼びかけ人の設定、第一回目では顔合わせの挨拶ととも

に、進行役としてどこが事務局となるか、例えば、各地域包括支援センターの母体法人で引き受けては

どうか、との提言と、「各地区の種別を超えた福祉ネットワーク」間の定期会合ができれば、市内海側

と山側との施設間協定ができるとよいことなどの提言をもって終了しました。

引き続き、会場全員で、第 2 部の NTT 職員３名による災害用伝言ダイヤル１７１の説明と実演（約

30 分）に参加したが、うまくできない人へのアドバイスが直接受けられることで好評でした。 
                           本谷 守 （事務局 光友会） 
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御所見地区の災害対策における福祉の種別を超えたネットワークづくりについて 

                   第１１回 勉強会  

              日 時 ２０１２年８月２８日（火）１４：００～１５：３０ 

              場 所  御所見市民センター ２階 第一談話室 

１．情報交換 

２．７月 30 日のシンポジウム「災害対策福祉ネットワークづくり、御所見地区の取り組み～ 
藤沢北部と南部から～」についての感想、今後の課題、継続、内容、回数等を検討 

（第１２回 勉強会は、３ヶ月後１１月２７日になる。この間、各法人・事業所での検討課題

を集中してとりまとめ、情報提供できるようにする。） 
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社会福祉法人の経営品質の向上に関する研究

社会福祉懇談会　経営品質向上活動委員会

住所／ TEL 岡山県倉敷市栗坂８番地（福）クムレ　社会福祉懇談会事務局　／　086−464−0071

URL／E-mail http.//www.shafukukon.com　／

事業内容 　社会福祉懇談会は、新しい社会福祉の実現を目指して平成５年秋に設立いたし
ました。会員は主に社会福祉施設事業経営法人で、その数は157法人となっており
ます。
　税と社会保障の一体改革が進められる中、社会福祉法人に対しては、生活困窮
者の支援をはじめとした新たなニーズへの対応など、より一層の公益性発揮が、
役割として明確化されています。
　これらの社会的要請に対応すべく、これからの新しい社会福祉事業の在り方を
検討模索し、より良い福祉サービスの提供とその質の向上を目指しています。

当面する経営
課題

●�公益法人改革を経て、営利法人やNPO法人とのイコールフッティングのあり方
の議論等、社会福祉法人は、現在、その存在意義を問われている。

●�社会福祉法人が存在意義を問われているのは、単に制度上の位置づけだけでは
ない。社会福祉法人の経営の在り方、すなわち透明性やガバナンスの確立といっ
た「経営力」について疑問が生じている面がある。

●�「経営力」について、社会福祉法人が現在求められているのは、「社会福祉事業
の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果的かつ適正に行うため、自
主的にその経営基盤の強化を図るとともに、福祉サービスの質の向上及び事業
経営の透明性の確保」（社会福祉法）の範囲だけではなくなってきている。すわ
なち、社会福祉法人は、社会福祉事業に留まらない社会的ニーズに応えること
が求められており、「確実、効果的、適正」に加えて、社会福祉領域におけるイ
ノベーションに取り組むために、自らを大胆に変革していくことが求められて
いる。

●�そこで、本委員会において、日本生産性本部の「経営品質向上プログラム」に則り、
民間企業が広く取り組んでいる手法を社会福祉法人にも適用し、社会福祉法人
が、セルフアセスメント、相互アセスメントを通じて、経営を革新していく方
向性を具体的に示し、この活動を通して社会福祉法人の「経営の質」のレベル
が高まることを目指す。
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発表する取組
みに着手した
理由、背景

社会福祉法人の経営品質の向上に関する研究
●�前述の当面する経営課題に加え、社会福祉法人の存在意義が問われる中で、社
会福祉法人経営の在り方、すなわち、サービスの革新と質の向上、真の意味で
の地域住民ニーズ本位、透明性やガバナンスの確立についても、疑問が生まれ
ている。
●�こうした背景を受けて、昨年度から、（社福）松美会が幹事となり、社会福祉懇
談会を中心に、日本生産性本部の「経営品質向上プログラム」に則り、民間企
業が広く取り組んでいる手法を社会福祉法人への適応の検討を進めてきた。

●�社会福祉法人版経営品質賞が構築されれば、受賞を目指す法人の経営品質の向
上ばかりではなく、社会福祉法人が経営の目標を明確化することを通じて、経
営の在り方を考え、深めるものとなり、法人全体の底上げが図られるものと考
える。

発表する取組
みの現時点で
の効果

●�平成23年度は、制度の枠組みの検討を行うとともに、自法人の評価を担うセル
フアセッサーの研修を行ったところである。（19法人35名のセルフアセッサー養
成）

●�社会福祉懇談会が主体となった認定制度（日本経営品質賞の考えに基づく）を
策定、運用することで参加法人の経営の質を高めていくために、社会福祉法人
の経営品質の向上の取組体制の確立を目指し、社会福祉法人の経営品質のあり
方の勉強会を実施し、経営品質に対するモデル的取組が実施できる体制整備を
行ってきた。

●�経営品質協議会認定セルフアセッサーを養成し、経営品質向上プログラムが個々
の社会福祉法人の経営レベルの評価や今後の方向性を考えるために役立つこと
が確認された。

●�社会福祉法人に求められる経営のあり方を示し、地域になくてはならない社会
資源として信頼を得ていくための計画である「アクションプラン2015」（全国経
営協）の推進エンジンとして社会福祉法人に日本経営品質賞の考え方を導入す
るために、「日本経営品質賞アセスメント基準書」を社会福祉法人向けに適用し
たガイドブック（案）を作成した。

●�（社福）六親会が作成したモデル申請書を用いて、モデル審査を実施し、社会
福祉懇談会版アセスメントガイドブックの内容を固め、社会福祉法人版経営品
質賞の本格的な導入を目指すことを目的として、評価の枠組み・体制の確立制
度として運用できる体制整備を進める計画である。

　公益法人改革、営利法人・特定非営利活動法人とのイコールフッティング等、
社会福祉法人制度のあり方が問われており、社会福祉法人が経営革新に自主的取
り組む手法が確立することを通じ、制度のあり方についての一定の示唆を与える
ことが期待されるなか、この取り組みをもとに、広く社会福祉法人全体が、経営
品質の向上に取り組めるよう、社会福祉懇談会等を中心に、取組・審査の体制等
を構築する。
　そして、経営品質への取組が拡がり、社会福祉法人の経営のあり方が革新され
ることにより、社会福祉事業をはじめとした社会福祉関連サービスの質の向上や
効率化が期待でき、さらに、イノベーション、制度外ニーズへの対応を行う社会
福祉法人が拡がることが期待できる。
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社会福祉法人の経営品質の向上に関する研究 

（社会福祉懇談会における日本経営品質賞勉強会の取組み） 

 

日本経営品質賞(Japan Quality Award)とは 

■日本経営品質賞は，わが国企業が国際的に競争力のある経営構造へ質的転換をはかる

ため，顧客視点から経営全体を運営し，自己革新を通じて新しい価値を創出し続ける

（経営改善をし続ける）ことのできる「卓越した経営の仕組み」を有する企業の表彰

を目的とする． 

■（財）日本生産性本部（旧社会経済生産性本部）が 1995 年 12 月に創設した表彰

制度（大規模部門，中小規模部門，地方自治体部門(2004 年から)がある）であり，

2011 年度までの 16 年間に 190 組織が申請し，30 組織が受賞している． 

■2009 年度から「日本経営品質賞」のステップとして「経営革新推進賞」「経営革新

奨励賞」が新設された． 

■「日本経営品質」は，「日本版ＭＢ賞」であり，世界８０か国以上で展開されている

卓越した経営を目指すグローバルなモデル． 

※ＭＢ賞（米国国家経営品質賞 The Malcolm Baldrige National Quality Award） 

    １９８７年レーガン政権当時の商務長官の名を冠した顧客の認める品質中心

の経営システムを有する組織を大統領が表彰する制度．1980 年代に米国産

業が国際競争力を失った際，競争力回復を目指して創設された．１９９９年か

ら医療分野も表彰対象になり，現在では，製造，サービス，中小，医療，教育，

ＮＰＯと幅広い組織を対象としている．審査終了時，申請組織に対して組織全

体の課題，強み，改善すべき項目が記載されたフィードバックレポートが返さ

れることにより，受賞に至らなくても更なる経営の改善・改革に継続的に励む

ことが可能となる． 

■顧客の認める価値を創造し続ける経営のシステムを有する組織を表彰する． 

■公開されているアセスメント基準（日本経営品質賞アセスメント基準）に基づく組織

の経営改善・革新活動の実態を書類にまとめ提出し，３-４名の審査チームによる３

ヶ月に及ぶ個人審査，チーム審査，現地審査の結果，めやすとして１,０００点満点

で６００点以上の「組織成熟度」をもつレベルの組織であり、審査結果から「エクセ

レント」な企業として認められた組織を日本経営品質賞委員会が表彰する． 

■審査員は，日本生産性本部(経営品質協議会)の開催する研修を経て「認定セルフアセ

ッサー」の資格を取得した者の中から募集され，審査員研修の後，選任される． 

■フィードバックレポートが返されるのはＭＢ賞と同じ． 
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■受賞企業：３０組織 

１９９６年度： ＮＥＣ半導体事業グループ（大製造） 

１９９７年度： アサヒビール（大製造） 

千葉夷隅ゴルフクラブ（中小サービス） 

１９９８年度： 日本総合研究所（大サービス） 

吉田オリジナル（中小製造） 

１９９９年度： リコー（大製造） 

富士ゼロックス第一中央販売本部（大サービス） 

２０００年度： 日本���ゼ�ラル�ビジ�ス事業部（大サービス） 

武蔵野（中小サービス） 

２００１年度： 第一生命（大サービス） 

セイコーエプソン情報画像事業本部（大製造） 

２００２年度： パイオニアモーバイルエンタテインメント（大製造） 

カルソニックハリソン（中小製造） 

トヨタビスタ高知（中小サービス） 

２００３年度： ＮＥＣフィ－ルディング（大サービス） 

２００４年度： 千葉ゼロックス（大サービス） 

ホンダクリオ新神奈川（中小サービス） 

２００５年度： トヨタ輸送（大サービス） 

パナソニックオートモーティブシステムズ（大製造） 

松下ホームアプライアンス社エアコンデバイス事業部（大製造） 

Ｊアートレストランシステムズ（中小サービス） 

２００６年度： 福井キャノン事務機（中小サービス） 

滝沢村役場（自治体） 

２００７年度： 福井県民生活協同組合（中小サービス） 

２００９年度： スーパーホテル（中小サービス） 

万協製薬（中小製造） 

 ２０１１年度： シスコシステムズ（大サービス） 

川越胃腸病院（中小サービス） 

ねぎしフードサービス（中小サービス） 
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ＪＨＱＣ（日本版医療ＭＢ賞クオリティクラブ Japan Healthcare Quality Club） 

■ＭＢ賞，日本経営品質賞，シンガポール国家表彰・認証制度を参考に 2008 年に設

置された認証制度． 

■ＭＢ賞受賞病院が日本で注目を集め始めたことを機に，有志の医療機関によって

2005 年に発足した研究会が母体． 

■コーディネータを多摩大学統合リスクマネジメント研究所教授 真野俊樹氏，事務局

を日本生産性本部が勤める． 

■経営の質の向上に取り組む医療機関を認証し，相互研鑽しながら継続的に経営の質を

高めていくことで社会インフラとしての医療システム強化，市民のＱＯＬの向上，今

後の日本における病院経営のモデル追求を目的とする． 

■ＪＨＱＣの実績により，平成 23 年度からＪＨＱＣのＳクラス認証医療法人に限り日

本経営品質への申請が認められた． 

■2011 年度，Ｓクラス認証病院から初の日本経営品質賞受賞病院が表彰された（川

越胃腸病院） 

介護版ＭＢ賞研究会 

■ＪＨＱＣに介護老人保健施設が申請してきたことを受け，2011 年度に設立された． 

■コーディネータを多摩大学統合リスクマネジメント研究所教授 真野俊樹氏，事務局

は日本生産性本部の職員がボランティアで参加し組織としては関与していない） 

■介護業界へ日本経営品質賞の考え方の浸透を図ることを目的とする． 

■「介護にも世界的な第三者評価は必要」「自らの提供しているサービスの向上を目指

し，かつ知名度を高める必要が出てきた．将来アジアという市場を見据えた場合，世

界に通じる仕組みに参加していた方が得策」（真野俊樹氏） 

今後、月例研究会でＭＢ賞の基本理解を促進するレクチャー，研修，ＭＢ賞，ＪＱＡ，

ＪＨＱＣなどの受賞組織の講演・訪問研究、海外視察などを行う予定． 

 

日本経営品質賞のしくみ・考え方 

■経営の品質とは，顧客にとって価値があるものを創造し続ける経営を目指す枠組み． 

■目指す姿に対して現在どのような状態かを見て，実現に向けたイノベーションを起こ

す組織づくり． 

■視点は「業績」だけではなく，「顧客」「社員」「社会」との関係を見る． 

■「部分最適」にならないよう「経営活動と成果」を統合度，整合性，一貫性で見る． 

 →生産性向上を実現する具体的なマネジメントレベルを高める考え方である．    

■経営品質向上活動とは，組織のありたい姿を明確にし，共有し，それを実現するため

の一貫性を持った活動である． 
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■事実前提の経営→価値前提の経営  部分最適の経営→全体最適の経営 

■変化する顧客価値を重視し，絶えず高い価値を実現するための確信を生み出し、革

新につぐ革新を続け，卓越した経営を実現することを目的とする． 

■経営品質向上プログラムが求めるもの 

 ＜経営品質向上プログラムの基本理念（経営品質の４要素）＞ 

 

●顧 客 本 位    価値の基準を，企業ではなくお客様に置くこと． 

●独 自 能 力    他組織と同じことでなく，独自の考え方を追求する． 

●社 員 重 視    社員一人一人の独自性と知識創造を大切にする． 

●社会との調和  社会の一員として貢献し，社会の価値と調和する． 

   これら４つの要素全てを満たす経営のあり様を追求する． 

   セルフアセスメントを実施し，経営革新し続けること． 

    ○現実とのギャップを認識すること＝経営課題＝革新 

    ○その革新を自らの気づきと組織能力で成し遂げること 

    ○この自己革新プロセスの中核方法がセルフアセスメント  

    ※セルフアセスメント：理想の姿を実現するために，組織のものの見方・考 

え方・行動様式を振り返り，自らの計画・実行・検 

証・学習のプロセスをより良い状態に高めていく．  

＜卓越した経営を実現するための 7 つの経営要素（７つの重視する考え方）＞ 

  １．顧客から見たクオリティ  ２．リーダーシップ  ３．プロセス志向   

４．対話による「知」の創造  ５．スピード  ６．パートナーシップ  

７．フェアネス  

■アセスメント基準の構成要素 

○組織プロフィール   組織の価値前提を明らかにする 

○８つのカテゴリー（２０のアセスメント項目）   

   方法／展開のカテゴリー・結果のカテゴリー 

   価値創造に重要な意味を持つ経営要素 

   組織の理想的な姿や目的を実現していくうえで、何のために，何をどう行い， 

   どこまで成し遂げるのか，行ったことから何を学び，より良い活動にするのか 

   を示す．こうした活動と学習による活動の結果とそれらによって導き出された， 

   顧客満足、社員満足，財務成果がどう改善されたのか示す． 

 ○評点ガイドライン 

顧客本位 

独自能力 

社員重視 

社会との調和 
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経営品質向上プログラムアセスメントガイドブック２０１０年度版 P33 より 

 

■カテゴリー・アセスメント項目一覧 

○組織プロフィール 

○カテゴリー・アセスメント項目          配 点 

 １．経営幹部のリーダーシップ          １２０ 

  １．１ 経営幹部のリーダーシップ       １２０ 

 ２．経営における社会的責任            ５０ 

  ２．１ 社会要請への対応            ３０ 

  ２．２ 社会への貢献              ２０ 

 ３．顧客・市場の理解と対応           １００ 

  ３．１ 顧客・市場の理解            ５０ 

  ３．２ 顧客からの意見や苦情への対応      ３０ 

  ３．３ 顧客満足の明確化            ２０ 

 ４．戦略の策定と展開               ６０ 

  ４．１ 戦略の策定と形成            ３０ 

  ４．２ 顧客満足の明確化            ３０ 

 ５．個人と組織の能力向上            １００ 

  ５．１ 組織的能力               ４０ 

  ５．２ 社員の能力開発             ３０ 

向上の結果 

どうマネジメントしたか 

８．１リーダーシップと 

方法・展開のカテゴリー 結果のカテゴリー  

１．経営幹部のリーダーシップ 

２．経営における社会的責任 

３．顧客・市場の理解と対応 

４．戦略の策定と展開 

５．個人と組織の能力向上 

６．顧客価値創造のプロセス 

７．情報マネジメント 

組織プロフィール 

理想的な姿 

顧客 

経営資源 
認識 

変革認識 
経営課題・戦略課題 

目的・目標・戦略 

８．活動結果

社会的責任の結果 

８．２個人と組織の能力 

８．３プロセスの結果 

８．４総合結果 

顧客満足目標 
社員満足目標 
財務目標 

どういう成果を得たか 

競争 
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５．３ 社員満足と職場環境           ３０ 

 ６．顧客価値創造のプロセス           １２０ 

  ６．１ 基幹プロセス              ６０ 

  ６．２ 支援プロセス              ３０ 

  ６．３ ビジネスパートナーとの協力関係     ３０ 

７．情報マネジメント               ５０ 

  ７．１ 経営情報の選択と分析          ３０ 

  ７．２ 情報システムのマネジメント       ２０ 

 ８．活動結果                  ４００ 

  ８．１ リーダーシップと社会的責任の結果    ６０ 

  ８．２ 個人と組織の能力の向上         ６０ 

  ８．３ プロセスの結果            １００ 

８．４ 総合結果               １８０ 

合 計                   １０００ 

■「方法／展開」評点ガイドラインについて 

  ①合目的性と体系化 ②展開度と統合の状態 ③改善・革新への取組みの程度  

  に関してレベル別にポイントを整理 

 

○レベルと評点 

 
 

レベルＤ          評点 ０％ 

レベルＣ－ 評点 １０％ レベルＣ＋ 評点 ２０％ 

レベルＢ－ 評点 ３０％ レベルＢ＋ 評点 ４０％ 

レベルＡ－ 評点 ５０％ レベルＡ＋ 評点 ６０％ 

レベルＡＡ－ 評点 ７０％ レベルＡＡ＋ 評点 ８０％ 

レベルＡＡＡ－ 評点 ９０％ レベルＡＡＡ＋ 評点１００％ 
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社会福祉懇談会 経営品質向上委員会 の活動について 

１ 勉強会の目的 

（１）社会福祉法人の経営の質を高める： 

 「社会福祉法人としての使命」「経営的な基盤の強化」が求められており，そ

れらを達成する全国経営協「アクションプラン 2015」の推進エンジンとして

社会福祉法人に日本経営品質賞の考え方を導入する． 

（２）社会福祉懇談会の位置づけを強化する：  

 本勉強会から続く一連の活動を、「社会福祉懇談会が団体として社会福祉法人

の経営力向上に取組んでいる具体的活動」として内外にアピールすることにより，

会員法人，行政から真に頼られる団体となる． 

２ 目指す状態 

（１） 社会福祉懇談会のプログラムに参加すると法人のレベルが上がる： 

・日本経営品質賞の考え方に基づく「評価基準」を策定し，会員法人に導入して

いる． 

・実際にこの活動を通して会員法人の経営の質のレベルが上がっている。 

（２） 社会福祉懇談会のプログラムに参加する法人が増える： 

・「社会福祉懇談会がプログラムを作成した」「プログラムに参加するとレベルが

上がる」という情報が知られている． 

・参加，導入が容易な環境が整っている． 

（３）上記（１）（２）により業界全体のレベルが上がる． 

３ 具体的なゴール 

○社会福祉懇談会が主体となった「認定制度（日本経営品質賞の考え方に基づく）」

を策定，運用する．（これにより会員法人の経営能力を向上させる） 

○認定制度が定着してきた段階で日本経営品質賞に「福祉審査枠（社会福祉法人等福

祉分野の申請が可能となるよう承認）」を設定頂く．（日本生産性本部と当初から連

動して活動する）  

○社会福祉懇談会の会員の中から日本経営品質賞の受賞法人が出る． 

○第三者評価基準を補完する社会福祉法人評価制度として本認定制度が活用される． 

４ 平成 23 年度までの実施内容 

（１）日本経営品質賞の理解と会員向け研修開催 

    日本生産性本部への委託による日本経営品質賞の導入研修開催，及び研修を録 

画した DVD を会員法人に配布． 
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（２）社会福祉懇談会版アセスメントガイドブック作成 

    「日本経営品質賞アセスメント基準書」を社会福祉法人向けに適用したガイド 

ブック案を作成．「アクションプラン 2015」を前面に出し，アクションプラン 

を推進するエンジンとしてアセスメント基準書を活用する方向で検討（継続中）． 

（３）社会福祉懇談会向け認定制度の検討 

    上記（２）を用いた社福懇会員向けの認定制度を継続検討（継続中）． 

（４）認定セルフアセッサーの養成 

   将来，認定制度の審査員となる認定セルフアセッサーを 35 名養成．今後，審 

査員の養成に向けた研修を開催予定． 

５ 平成 24 年度の活動予定 

（１）「社会福祉懇談会版アセスメントガイドブック」及び認定制度の検討 

    参加法人を中心に以下のワーキングループを設置し，継続検討を行う． 

「基準検討ワーキンググループ」 

アセスメントを行うためのアセスメントガイドブックを検討する 

「制度検討ワーキンググループ」 

社会福祉懇談会向けの認定制度を検討する． 

 

（２）モデル審査の実施 

認定制度の設置，ガイドブックのブラッシュアップに向け，会員 1 法人を選

定してモデル審査を実施する． 

 

（３）審査員の養成 

    昨年度養成した 35 名のセルフアセッサーの中から審査員を養成する． 

 

（４）社会福祉懇談会会員向け導入研修、セルフアセッサー研修の開催 

昨年度に引き続き，多くの法人の参加を得るための導入研修，及びセルフアセ

ッサー養成研修を開催する． 

  

（５）その他実施内容 

認定機関の設置，及び社会福祉懇談会版アセスメントガイドブックの精査に向

け，外部有識者，外部協力団体との意見交換を実施． 

 

 

153



社会福祉懇談会 経営品質向上委員会（日本経営品質賞勉強会） 開催状況一覧 

○勉強会日程及び内容 

回 日付 内容 

- 平成 22 年 9 月 2 日 
日本経営品質賞（以下「JQA」）の概要説明（公益財団法人日本

生産性本部 経営品質推進センター長 柳本直行 氏） 

1 平成 22 年 12 月 21 日 

JQA の考え方について説明（経営品質協議会 コミュニケーシ

ョンセンタ長 田村均氏） 

2 平成 23 年 1 月 24 日 

3 平成 23 年 2 月 28 日 

4 平成 23 年 3 月 24 日 

5 平成 23 年 4 月 19 日 ○今後の進め方について（認定制度、全体スケジュール、作業分

担等） ○病院機能評価、第三者評価基準との比較 6 平成 23 年 5 月 18 日 

7 平成 23 年 6 月 27 日 
○基準検討ワーキンググループ報告 ○JHQC クオリティクラ

ス認証制度について 

8 平成 23 年 7 月 27 日 
○基準検討ワーキンググループ報告 ○制度検討ワーキンググ

ループのテコ入れ ○社会福祉推進事業の申請について 

9 平成 23 年 8 月 11 日 
○基準検討WG報告 ○JQAの制度運用体制について ○介護

版 MB 賞研究会の動向について 

10 平成 23 年 9 月 12 日 
○基準検討ワーキンググループ報告 ○認証制度運用について 

○アセッサー養成研修と審査員養成について 

11 平成 23 年 10 月 4 日 
○社会福祉懇談会版アセスメントガイドブック(案)について 

○JQA 審査員の養成制度、JQA 事務局業務について 

12 平成 23 年 11 月 7 日 
○社会福祉推進事業の内示について ○新規参加メンバに対す

る活動状況の共有について 

13 平成 23 年 12 月 8 日 

○社会福祉懇談会版アセスメントガイドブック(案)について  

○アクションプラン 2015、第三者評価との関係について 

○会員法人向け導入研修、アセッサー養成研修について 

14 平成 24 年 1 月 16 日 

○アクションプラン 2015 とガイドブックとの融合について 

○平成 23 年度社会福祉推進事業の報告書について ○認定制

度(案)について ○会員法人向け導入研修、アセッサー養成研修 

15 平成 24 年 2 月 22 日 

○アクションプラン 2015 融合版ガイドブック(案)について 

○モデル審査について ○認定制度(案)について ○平成 23年

度社会福祉推進事業の報告書について ○次年度予定 

16 平成 24 年 3 月 19 日 

○アクションプラン 2015 融合版ガイドブック(案)について 

○モデル審査について ○認定制度(案)について ○アセッサ

ー研修受講者へのフォローについて ○次年度予定について 
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17 平成 24 年 4 月 16 日 

○審査プロセス、認定制度について ○米国における福祉分野の

経営品質賞制度について ○アクションプラン 2015 融合版ガ

イドブック(案)について ○モデル審査・審査員の養成について 

18 平成 24 年 5 月 14 日 

○シルバーサービス振興会先行研究、アクションプラン 2015

の策定経緯について ○審査プロセス、認定制度について ○ア

クションプラン 2015 融合版ガイドブック(案)について ○モ

デル審査について ○平成 24 年度社会福祉推進事業の申請 

19 平成 24 年 6 月 19 日 

○審査プロセス、認定制度について ○モデル審査・審査員養成

について ○アクションプラン 2015 融合版ガイドブック(案)

について ○平成 24 年度社会福祉推進事業の申請について 

20 平成 24 年 7 月 24 日 
○審査プロセス、認定制度について ○審査プロセス研修、モデ

ル審査について ○社会福祉推進事業について 

21 平成 24 年 8 月 17 日 ○審査プロセス研修、モデル審査について 

○基準検討ワーキング 

平成 23 年 12 月 2～3 日 社会福祉懇談会版アセスメントガイドブックの集中検討 

○会員様向け 経営品質導入セミナー 

平成 23 年 12 月 26 日 日本経営品質賞アセスメント基準 解体新書（田村均氏） 

平成 24 年 11 月以降 
【予定】日本経営品質賞アセスメント基準 解体新書（田村均

氏） 

○福祉サロン 

平成 24 年 2 月 8 日 「なぜ経営品質プログラムが有効なのか」（田村均氏） 

○認定セルフアセッサ養成研修 

平成 24 年 1 月 27 日 経営革新の基礎コース 

平成24 年2 月13 ～15 日 経営評価の基礎コース 

平成 24 年 3 月 5 ～7 日 セルフアセスメントコース 

平成 24 年 8 月２３日 審査プロセス研修 

平成 24 年 11 月以降 【予定】第二期セルフアセッサー養成研修 

○モデル審査 

平成 24 年 10 月１～５日 【予定】六親会をモデルとして実施 
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社会福祉法人向けアセスメントガイドブック（案）について 

   

 

アクションプラン２０１５  日本経営品質賞アセスメント基準書 

                        ■組織プロフィール 

Ⅰ．利用者に対する基本姿勢           １．経営幹部のリーダーシップ 

 行動指針１ 「人権の尊重」          ２．経営における社会的責任 

 行動指針２ 「サービスの質向上」       ３．顧客・市場の理解 

 行動指針３ 「社会、地域との関係の継続」   ４．戦略の策定と展開 

 行動指針４ 「生活・ケア環境の向上」     ５．個人と組織の能力向上 

Ⅱ．社会に対する基本姿勢            ６．顧客価値創造のプロセス 

 行動指針５ 「地域福祉の推進」        ７．情報マネジメント 

 行動指針６ 「公益的取り組みの推進」     ８．活動結果 

 行動指針７ 「説明責任（ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨｰ）の徹底」 

行動指針８ 「行政との連携・協力の促進」 

Ⅲ．福祉人材に対する基本姿勢 

 行動指針９ 「トータルな人材マネジメントの実現」 

行動指針１０「職員処遇の向上」 

行動指針１１「働きがいのある職場の実現」 

行動指針１２「職員育成の充実」            ■組織プロフィール 

Ⅳ．マネジメントにおける基本姿勢                        ■行動指針１～１６ 

 行動指針１３「コンプライアンスの徹底」         

 行動指針１４「組織統治（ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ）の確立」        

行動指針１５「財務基盤の安定」             

 行動指針１６「経営管理者の役割の遂行」         

社会福祉法人 

アクションプラン２０１５ 

日本経営品質賞 

アセスメント基準書 

具体的な行動 汎用的 

社会福祉法人向け 

アセスメントガイドブック（案） 

社会福祉法人の使命を達成することと，法人の成熟度を高めることが同時にできる． 

社会福祉法人向け 

アセスメントガイドブック（案） 

申請書作成（法人の活動を整理） 

社会福祉法人向け 

アセスメント評価ガイドライン（案） 

評価 

融合 
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■組織プロフィール 

法人の経営革新を進めるにあたっては、まず法人の目指す「理想の姿」を明確化する

ことが必要です。そこから経営を取り巻く内外の環境の現状、及び将来に関わる認識を

深めつつ、法人としてどう変わるべきか課題を明らかにすることを求めています。

これらの内容を整理できていない社会福祉法人が多いのが現状ですが、社会福祉法人

の経営の質を高める目的からも、まずは法人の置かれた状況を考え、整理することが必

要です。

１．組織が目指す理想とする姿  

経営者が法人の職員全員とともに目指したいと思っている「理想の姿」はどのよ

うなものですか。なぜそのような状態を目指そうと思ったのか、経営者の考える社

会福祉法人の指名と絡めて、その背景も合わせて説明してください。 

２．顧客認識  

   法人が対象としている顧客とそれぞれのニーズを説明してください。実際のサー

ビス提供を行っている対象者はもちろん、社会福祉法人の指名を果たすうえで、制

度の狭間にいる要支援者をどう法人として定義付けしているのかも合わせて説明

してください。また今後、それぞれの顧客はどのように変化していくと思われてい

るのか、根拠も含めて説明してください。 

３．競争認識  

  １で記載した「理想の姿」に近づくために、競争相手として認識している他の社

会福祉法人、企業、または他の業界の組織について説明してください。なお、ここ

で聞く競争相手とは一般企業でいうシェアを奪い合う相手ではなく、「理想の姿」

に近づき社会福祉法人の使命を果たすうえでベンチマーキング対象となる組織を

想定しています。 

４．競争資源認識  

「理想の姿」を実現するために必要とされる職員、設備、資産、ビジネスパート

ナー等協力者、及びそれらに蓄積されているノウハウについて記載してください。

特に、職員、ノウハウなど「決算書に載らない資産」について説明してください。 

５．変革認識  

「アクションプラン２０１５」の行動指針で示されている各実践ポイントにつ 

いて、法人で決めた優先順位を示してください。また、実践のポイント以外に法人
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が「理想の姿」に近づくために設定している独自の課題、それぞれの課題を達成す

るために設定した目標を、達成時期を含めて説明してください。 

６．組織情報  

事業所、顧客、職員それぞれの名称と数、及び収支決算額等の情報を説明してく

ださい。併せて主なビジネスパートナーの名称とビジネスパートナーが担っている

役割、機能を説明してください。 

                                  

以下に行動指針１「人権の尊重」（経営理念などにおける明確化）を例示する． 

■行動指針１「人権の尊重」 

 利用者の自己決定と選択を尊重し、その権利擁護を実現するとともに、個人の尊厳に 

配慮した良質かつ安心・安全なサービスの提供に努めます。

【目的・考え方】 

○利用者の人権を尊重し、個人の尊厳が守られる福祉サービスを提供する 

○利用者のプライバシー、個人情報の保護に努め、信頼性の高い福祉サービスを提供する 

○これらを実現するための体制・仕組みを構築し、確実に運用する 

【経営理念などにおける明確化】 

□法人の経営理念として、利用者の人権を尊重し、個人の尊厳を守る姿勢を明文化す

るとともに、これを積極的に発信しているか。とりわけ、福祉の理念と根本的に相

容れない虐待、身体拘束を決して容認せず、根絶する姿勢を明示しているか。 

●設問設定の考え方 （該当カテゴリー「１.１①②④」） 

・経営理念の中に人権、個人の尊厳、虐待、身体拘束根絶の姿勢を盛り込み発信してい

るかという限定された内容と解釈。

・行動指針９実践のポイント「経営理念の明示、周知徹底」、行動指針１６実践ポイン

ト「経営理念等の明確化」の一部であるが、本実践ポイントは第１項目であるため上

記も含め、利用者、地域、ビジネスパートナー等広い範囲への明確化と発信を確認す

る。

・行動指針２「サービス提供方針の明確化」、行動指針３「地域での生活を重視したサ

ービス方針の確立」も、職員一人一人が行う現場サービスへの浸透という点で一致す

るため、本設問で併せて確認する。 

・リーダーシップの関与が重要であると考え、記述の要求はアセスメント基準書カテゴ

リー１.１①②④を一部修正して設定する。 
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◎設問 

（Ａ）基本的考え方と運営方法（Ａ項目における丸番号はアセスメント基準書の設問番号） 

① 経営幹部は経営理念等、法人が大切にする価値観をどのように示していますか。

併せて「人権、個人の尊厳を守る、虐待、身体拘束を根絶」する姿勢、「利用者

の立場に立った良質、安全、安心かつ適切なサービスを継続的に提供する」「利

用者一人一人に対し、住み慣れた地域での生活の継続を重視したサービスを提供

する」ための方針をどのように示しているかも記載してください。 

① 経営幹部は経営理念等、法人が大切にする価値観を共有するために法人内外の関

係者とのコミュニケーションをどのように図っていますか。 

② 経営幹部は、法人が大切にする価値観、「人権、個人の尊厳、虐待、身体拘束根

絶」「利用者の立場に立った良質、安全、安心かつ適切なサービスを継続的に提

供する」「利用者一人一人に対し、住み慣れた地域での生活の継続を重視したサ

ービスを提供する」の実現に向けた改善・改革のために、どのような体制・制度

づくりを行っていますか。 

④ 経営幹部は、法人の目標や課題の達成度など、価値観の達成状況をどのような方

法で確認していますか。「サービス提供方針の明文化、浸透、共有」に関連する

諸活動の達成状況、問題点についての確認についても記載してください。 

（Ｂ）目標の設定と達成状況の把握 

（Ａ）で記載した活動について、３年後にどのような状態になることを目指しており、

そのために各年度ごとにどこまで達成しようとしているのか、その目標値をどのよう

に設定しましたか。達成状況を把握する情報・データおよびその設定方法を含め示し

てください。 

（Ｃ）評価・改善 

① （Ａ）（Ｂ）に関する改善・革新を進めるうえで、だれが、どのタイミングで、

どのような方法で課題を明らかにしていますか。 

② （Ａ）（Ｂ）で記述したそれぞれの活動に関して改善・改革活動の有無を明らか

にしてください。改善・革新しなかった活動に関してはなぜ、現状維持でよいの

かの考え方を示してください。 

③ 改善・革新した活動に関しては、改善のきっかけになったご利用者からの声、職

員からの情報や同業他社との比較などどのような情報・データを活用して課題を

明らかにしたのかを示してください 

④ 現在、取り組んでいる改善・革新テーマに関して、改善・革新の目的と取り組み

計画を示してください。改善・革新に取り組むにあたって、参考にした事例（ベ

ンチマーキング）があれば、その事例を示してください。    
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社会福祉法人向け評価ガイドライン（案）について  

●評価ガイドラインの考え方 

・「組織の成熟度レベルを把握するアセスメント」ではない。

・「適切な革新活動」が毎年毎年、確実に進むような仕事の進め方が組織として当たり

前になっている。 

・組織の成熟度レベルが高まるいくつかの要素を日常のさまざまな活動を対象に継続的

な、そして「適切な革新活動」を通じ、それらの要素を日常活動に組み込んでいくこ

とで、結果的に組織の成熟度が高まっていくことを目的にしている。

・革新のＰＤＣＡのフェーズに対応させた「適切な課題設定のやり方」「適切な目標設

定のやり方」「適切な課題解決のやり方」「適切な進捗管理のやり方」と維持のＳＤＣ

Ａのフェーズに対応させた「適切なレベル維持のやり方」に対して評価を実施するガ

イドラインである。 

・「適切な革新」の活動実績をベンチマーキングやクロスファンクショナル・チームの

活動状況などから確認する。最終の認証はアクションプラン２０１５の全てにチャレ

ンジしていること。 

・「革新」とは、「『今ある姿』と『あるべき姿』の隔たりを埋めること」 

・適切な革新とは、以下の①②③④⑤の各ステップを踏んでいることとし、これらのレ

ベルを評価する。 

① 課題設定のレベル 

② 目標設定のレベル 

③ 課題解決（計画）のレベル 

④ 課題解決の進捗確認レベル 

⑤ 確実にステップアップする仕組みの構築 

 

これまでに認定セルフアセッサーを養成した法人等 

桜友会，大阪事業館，小田原福祉会，クムレ，桑の実会，こうほうえん，松美会， 

真光会，成光苑，正友会，大洋社，津山みのり学園，常磐会，徳心会，藤倉学園， 

美芳会，依田窪福祉会，六親会，路交館           １９法人から３３名 

日本社会事業大学専門職大学院 福祉マネジメント研究科 教授 藤井賢一郎 

西武文理大学サービス経営学部 健康福祉マネジメント学科 専任講師 影山優子 

認定セルフアセッサー 合計 ３５名 
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